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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　結局、聖せい魔ま杯はいの紋もん章しようらしき情報を得たのは帝てい国こく軍前線要よう塞さいの帰き還かんから三週間後のこと。王と連合首脳陣じんより出立の命が下されたのは、それからさらに一週間後のことだった。

「はい、というわけでやってきましたー」

　大陸横断鉄道の夜行を降り、駅を出たマヒロが、石いし畳だたみのロータリー前で大きく伸のびをする。今回は王族であることを前提としたお忍しのびなので、ループタイなど締しめたまともな姿。追従するパリエルも同様、ありきたりな冒ぼう険けん者の格好でぐるりを見み渡わたす。

「ここがヴェロニカですか。やっぱり大きな町なんですね。都会って感じがします」

　中心地だからだろうか、行く影かげは、馬車よりもオートモービルの方が多いくらいだった。白きサヌアと称しようされる、白はく亜あの色しき彩さいに統一された高層建築の街並みが豊かさと洗練を感じさせる。

　ヴェロニカ商工同盟は、大陸の極東部一帯を占しめ、北の共和国、西の中ちゆう原げん、南の帝国と三方に領土を面し、海を越こえれば日本三国とも貿易が盛さかんな大陸経済の中心地。経済力だけであれば共和国、帝国とも比ひ肩けんする。

　だが、厳密には国ではない。サフィナ自治商工ギルドを前身とし、その理念に賛同する幾いくつかの自治都市や小国が集まってできた、国家的な共同体である。

　中でもマヒロらが訪おとずれたのはその創始者、ヴェロニカ・サフィナ直系の領家が治めるそれ。言わばヴェロニカの首都だった。

「に……しても、ちょっと人が多すぎませんか、王子？」

「そりゃあもうすぐお祭りだから、仕方ないよ」

　立ち止まる間に、行き交かう人波に押され押され、駅出入り口の端はしへ追いやられる。

「あーっ！　いた、見つけた汝なんじたち！　ほら我が勇者、こっちこっち！」

「だからてめえ、袖そでを便利に引っ張んなって……」

　目的地がこの都会というのもあるが、お忍びとは言え王族の付き添そいだ。となればいくらかの身だしなみは必要なわけで、麻あさズボンに革かわベストオンリーは禁止。上下とも黒革の、腕うでのない方のそれを引いてエミットがやってくる。

「あーよかった、はぐれちゃったかと思ったじゃない。ていうかコレ！　この袖超ちよう便利!!」

「バカかてめえ。引っ張るもんじゃねえ」
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「だって我が勇者手をつなぐと怒おこるじゃない。それでそれでっ、王子様、我が勇者とそのお供の活かつ躍やく場所はどこかしら？　天よ御ご笑しよう覧らんあれ、今まさにあたしと我が勇者の英えい雄ゆう譚たんが始まろうとしていますっ！」

　それを聞いたマヒロは小さく溜ため息いき。

「……はぁ。苦手なんだよなぁ、宗教関係の人って……」

「……」

　エミットはにっこり笑って……。

　ていっ☆

「もう、王子様ったら冗じよう談だんがお上手なんだわ」

「げふっ……げふっ、げふっ」

　そりゃそうだ。エミットは宗教関係ではなく、れっきとしたホンモノの宗教家だ。今のはマヒロが悪い。ていっ☆　とか可愛かわいらしく言っておきながら結構なパワーだったのは、マヒロの反応からよくわかる。

「……なんか、エーデルワイスと同格の、それでいてまた別な趣おもむきの恐おそろしさを味わいました」

　見た感じ似たような年ねん齢れいだし、片や氷の女、片や底そこ抜ぬけの脳天気。いい対照かも知れないとパリエルは思った。

「そんなことより王子、遊びに来たわけじゃないんですから。紋章はどこにあるんですか？」

「ああ、それなら先に宿に行こう。こう人通りが多いんじゃ落ち着いて話もできないしね」

　さっきまで列車に揺ゆられていた疲つかれもある。一行はまず、国を出る前に取っておいた宿へ向かうことにした。




　　　　◆




「詐さ欺ぎじゃんっ！」

　二階の部屋から一階の酒場部分へ降りてきたエミットが、マヒロへ食って掛かかった。

「ちょっと汝、王子様のお泊とまりになる宿って言ったらプリンスなんとかとか超の上に超が付く超一流ホテルじゃないの!?」

　何期待してたんだろうこの人、と思ったパリエルだが、口にしなかった。ちなみにここは、どこにでもある酒場兼けん宿屋のそれである。

　七しち領りよう祭さいなる祭りを控ひかえたこの時期のヴェロニカは、大陸中から観光客が集まる、と言っても過言ではなかった。店の者は帝国侵しん攻こうの影えい響きようによって平年よりは落ち着いているというが、そうでもなければこの程度の宿でさえ予約できたかどうか。

　憤ふん懣まんやるかたないシスターを完全に無視し、ジェスがマヒロへ問う。

「……これから先はどうすんだ」

　それもそのはず、紋章の所在を王から伝えられたのはマヒロだけで、護衛であるパリエルでさえ、それがどこにあるかはまだ教えてもらっていない。

「ああ、それなんだけどね。紋章らしきものは今、サフィナ領家にあるそうだ」

　パリエルはぱちくりと。

「らしきもの……って。あ、でも紋章って封ふう印いんされてて……その封印を解けるのは王朝の後こう継けい者だけで……」

「っていう話だったんだけどさ。何ヶ月か前に、この辺りでちょっとした地じ震しんがあったらしい」

　そのとき、発はつ掘くつ中だった地下遺い跡せきで変化がおきた。震しん動どうで遺跡が誤作動したか、純じゆん粋すいに地割れで通路が開いたかはともかく……幸運にもその場に居合わせた冒ぼう険けん者らに新たな道は開かれ、遺跡の深層部分において、現在生産されている紋もん章しよう符ふなどとは全く異質な紋章が発見された。それが何なのかもわからなかった当の冒険者たちは、とりあえず珍めずらしいものということだけはわかったので、好こう事ず家かに高値で引き取って貰もらってめでたしめでたし。

　買い取った好事家が興味本位に調べてみると、どうも大きな魔ま力りよくが秘ひめられているらしいことがわかった。だがそのチカラのわりには、旧文明崩ほう壊かい後にプリント、エッチングされてきたいかなる系統にも当てはまらない。肝かん心じんのチカラの取り出し方もわからない。とりあえず、黄色かったので『黄色の紋章』と名付けられた。

　好事家は珍し物好きではあったが、商人でもあった。少しすると話を聞きつけたサフィナ領家から買い取りの申し出があり、やはり高値で引き取られて好事家はめでたしめでたし。

「で……今に至る？」

　エミットへ、話し終えたマヒロが頷うなずいた。

「父上から紋章の外見は聞いてきた。サフィナ領家に行って、見せてもらって、ビンゴなら譲ゆずってもらう。違ちがったら振ふり出しだ」

「……あら？　でも王子様、それってあたしと我が勇者は何をすれば」

「だから英雄譚なんかにならないよって」

　かくん、とエミットが項うな垂だれる。呆あきれ口調のジェスが言った。

「結局、アタリが付いたのは珍しいってだけの話か」

　パリエルも首しゆ肯こう。

「それならわざわざ王子が来る前に、使者でも送って確かく認にんさせれば……」

「そんなことして、その使者が裏切ったらどうする」

「裏切る……って？」

「いいかいパリエル。それなりの諜ちよう報ほう員を持っていれば、情報の伝達速度なんて帝てい国こくも共和国もほとんど一いつ緒しよだ。言い換かえればそこに紋章がある、とわかった時点から実働隊が動き始めるまでの速度も一緒だ」

　そこで彼はちら、と店内に視線を巡めぐらせる。

「今は一人だが、さっきまで三人いた。他は表で張ってるんだろう」

　言葉に、パリエルはぎょっとした。つまらなそうに視線をやったジェスが、関心もなさそうに嘯うそぶく。

「……そういうことか。物珍しいとは違う目だと思っちゃいたが」

「なるほど。君の場合は慣れているだけに、違う視線は分かり易やすいのか」

　マヒロの問いには答えず、ジェスはグラスをあおる。ようやく察したように、エミットも声を控ひかえめに。

「え……、まさかスパイ……？」

「そういうこと。だからまあ、お忍しのびとかそういうのは別にどうでもよくてね。ただこちらには、一つ大きなアドバンテージがある。それが、紋章の真しん贋がんについてだ。こればっかりは父上と、僕しか知らない話だ。これを漏もらしたら、あとは他所よそが勝手に探し始めてしまう。さっき言った使者なんてのは、さらって、口を割らせて、用が済んだら殺されたって文句も言えない。その点、僕ならそうはいかない。サフィナ領家の紋章については父上から聞いてきたが、他は知らされていない。僕が死ねば聖せい魔ま杯はいはそこまでということだ」

　必要以上にトーンを落とさず、少しだけ抑おさえた声量。わざとらしくではなく、ごく自然に、あたかも店内にいるスパイに対し、「これくらいなら聞き取れるだろう」と言わんばかり。

　封印さえ施ほどこされていれば、マヒロでなければいかんともし難がたいが……今回はそれが解け、サフィナ領家という場所まで特定されている。運良く中立状態のヴェロニカにあったから、時間が稼かせがれていると言っても差し支つかえない。

「……ヴェロニカとは仲が悪いのか」

　ジェスに、マヒロは笑って肩かたをすくめた。

「悪くはないけど、ヴェロニカは基本、どこにも肩入れしない。掲かかげる紋章の名は、秤はかりにかかるハンマーとコイン。それが意味するものは、産業と経済による幸福の追求。商売相手はよき友人であり、つまり交易があれば親密度はどこの国も一緒だ。中原も、共和国も、帝国も、日本三国も……ま、今回の帝国侵しん攻こうをどう捉とらえているかによるってところかな」

　即すなわち、素す直なおに優先的にそれを譲ってもらえるかも、交こう渉しようしてみなければわからない。ただ、それが本物だとわかると同時に交渉に移れるのはマヒロだけ。そこがアドバンテージなのだ。

「じゃあその、サフィナ領家へはいつ？」

　問うたパリエルへ、マヒロが向き直る。

「今夜。こっちとしては早ければいつでもよかったんだけどさ。だったら丁度時期だし、是ぜ非ひ七領祭の前夜祭にってお招きがあったんだよ」

　それを聞いたエミットが、ぴょん、と顔を上げた。餌えさの匂においを嗅かぎ付けた猫ねこが如ごとくだ。

「え、え、じゃあパーティー？　あたしも行っていい？　行きたいなぁ。美味おいしいただ酒とか、美味しいただ飯とか、たぁ〜っくさん……」

「「「……」」」

「……たくさん……その……祝福与あたえたいのね、あたしきっと」

　三人の視線に気付き、なんか語ご尾びがおかしくなる。

「え〜と……でも王子、だったら前もってそう言っておいてくれないと。私、ドレスとか何も用意してないんですけど……？」

　護衛である。その対象が出席するなら護衛も付き添そわねばならない。ミスマルカでのパーティーであれば制服でも儀ぎ仗じよう服でもなんでもあるが、言わばあそこはホーム。ここはアウェイ。

「え？　ああ、そうか……あぁ、でも……え〜？　うーん……まぁ……」

　ぐわし、とシスターの腕うでがマヒロの首を引き寄せる。

「え〜もう〜なによぉ汝なんじったら憎にくいわねぇ〜。おねだりしてるんだから可愛かわいいおべべの一つや二つ、ぽーんと買ってあげなさいよ〜。好感度モテまくりよこの〜」

　パリエルは慌あわてて手を振ふった。

「なっ!?　に、言ってるんですかエミットさん！　私は別におねだりなんて……！」

　……。

「……それは誠まことか、シスター」

「誠よ、王子様。おねーさんの言うことを信じなさい。うちの神さまって噓うそ言わないし」

「よし、そうと決まれば買い物にでも出で掛かけようじゃないか。家臣に報むくいるもまた、それを負って立つ者の務め。パリエル、余が直々に見立ててあげよう」

「え、ええっ!?　いや、あの、いいです、いいですってばそんな別に！　王子も私なんかに何マジになってるんですか!?」

「はいはい、護衛さんも。男の子がこう言ってるんだから、はいはいはい……ほら、我が勇者もどーせすることないんだしさっ、冷やかしに行きましょうよっ」

　そうして混乱するパリエルを引きずるように、賑にぎやかに席を立つ。
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「定時」

《こちら風一号。宿を出たマヒロ王子一行を追つい跡せき中》

《……こちら二号。死ね、アホ王子》

「……」

《……》

「おい、どうした二号」

《何があった》

《一号、そいつらそのうち服屋に入るぞ》

《何……？　ああ、いや、その通りだ。現在フラス衣料品街、２─６─……》

《王子様は護衛の娘むすめにパーティードレスを買ってやるんだそうだ。けっ》

「……」

《……》

「……おい、お前な、そんなことくらいで」

《死ね、アホ王子》

《そうだろ。死ね、アホ王子》

　……。

「なぁ。せっかく久しぶりにミスマルカから出られたんだ。真ま面じ目めに仕事……」

《緊きん急きゆう》

「どうした」

《王子が婦人服の下着売り場に入った》

《なんだと!?》

「許可する。殺やれ」

　……。

《……ほら見ろ、お前だってそうじゃないか》

「……」

《あー、いい加減虚むなしくなってきたなぁこの仕事……》

《なぁ……》

「……疲つかれてるんだな、俺たち。今回の任務が終わったら休きゆう暇かでも申しん請せいするか……」




　　　　◆




「ご利用ありがとうございました。またのご来店をお待ちしております」

　店を出て、カラコロとドアのベルが鳴りやむ頃ころ。

「……王子」

「あっはっはっはっは。いやぁ思った通りだ。ようやくちょっとは可愛げが出たじゃないか」

　ドレスはドレスでも、エプロンドレスだった。しかもヘッドドレス付きの。早い話がメイドの格好である。自分は何をあんなに照れていたんだろう。自国の全女性（年ねん齢れい制限付き）にこれら着用を義務付けるとか言い放ったこの少年に何を期待していたのだろう……。

「とてもよく似合っているよ、パリエル。さあ、ご主人様とお呼び？……ハァハァ」

「ぜってー言わねえ。死んでも言うかこのアホ」

「そうは言うがパーティー会場というフォーマルな場で余のような高貴な者がメイドを連れているというのはごく自然な流れであり」

　結局そんな理り屈くつで押し切られてしまったわけである。

「いいじゃない、似合ってるんだしさっ。ねえ我が勇者」

「ああ。どうでもいいだろ」

　見もせずに言うのだから、こいつはこいつで最悪だった。

「さて、買うものは買ったしさっそく連れ回……じゃなくて、もう少し街を見て回ろうか。夜までだいぶ暇ひまだ」

　パリエルは盛せい大だいに溜ため息いき一つ。

「この格好でですか」

「いーじゃんほらその辺にだって普ふ通つうに歩いてるじゃん別に特別スカート短いとかそういう邪じや道どうでもないじゃん!?」

　やけに必死なマヒロはともかく、エミットまで一いつ緒しよになって。

「そうそう、それに汝なんじ、戦せん闘とうメイドみたいでカッコイイじゃない」

　パリエルを見て述べる。元の服は店でもらった袋ふくろに入れてあるが、剣けんばっかりはそういうわけにもいかず、いつものように腰こしにぶら下げていた。

　戦闘メイドというのは物好きが腕うで利ききの傭よう兵へいを雇やとってメイドの格好させたとか、傭兵まで雇う余よ裕ゆうのない物好きが外出の際にメイドに武装させたとかいうときに発生する、メイドの一種である。当然、同じような理由で戦闘執しつ事じも存在するがそれはさておき。

　結局のところ、物好きと周りから思われるのはマヒロの方だ。

「ああもう、はいはい、わかりました……じゃあ今日だけですからね」

「いぇす！」

　そんなこんなで散策開始。

　飾かざり立てられた街並み。行き交かう雑ざつ踏とう。露ろ店てん、屋台、大道芸にｅｔｃ……広場に限らず、大通りはまさに軒のき並なみ。同じ祭りでも、ミスマルカのそれとは規模も密度も違ちがっていた。

　そこら中で見かけるポスターやら、アパートメントの出窓に渡わたる横断幕やら。

「七領祭……って、どういうお祭りなんでしたっけ？」

　大きなお祭りなので、話はよく耳にするが実際訪おとずれたのは初めてだ。日付は明日からの一週間らしい。

　答えたのは、意外やエミットだった。

「サフィナ商工ギルドの創設記念日だったわよね、確か……って、何よ汝たちその失礼な目は」

「いえ、どうぞ続けてください」

　パリエルが先を促うながすと、エミットは得意そうに咳せき払ばらい一つ。

「えー、昔々、旧文明が崩ほう壊かいした少し後くらい昔のこと。この辺りにはまだ、国も町も村さえもなかったのね。えーと……うーん……中略で、サフィナ商工ギルドができたの」

　マヒロが補足する。

「武装隊商……いわゆるキャラバンの拠きよ点てんがあったらしい。旧文明崩壊後、絶ぜつ滅めつに瀕ひんした人類に交易をもたらした大陸の大動脈が、魔ま物ものの脅きよう威いに臆おくすることなく果か敢かんに旅を続けた彼らだった」

　だが交易には物品が必要である。キャラバン隊はいつしかその拠点に、旅先で出会った職工などの様々な生産者らを呼び込み始めた。また生産者側も、その拠点に暮らせばキャラバン隊の到とう着ちやくを待つことなく安定した収入を得られるとあって、拠点は瞬またたく間にキャラバン隊と職人たちによる一つの街に成長した。

　そうしてできあがったのが、サフィナ商工ギルドである。

「はいシスター、続きをどうぞ」

「なによー。王子様のばかー。あたしが間ま抜ぬけじゃないのよー」

　しょげてしまったので、またマヒロが続ける。

　小さい街ではあったが、方々と交易を続けるギルドが、地方国家にも劣おとらぬ経済力を身に付けるのは当然の成り行きであった。

　そしてまた当然のように、中には武力によって、それを丸ごと手に入れてしまおうという覇は王おうもいた。豊かになるためには、同じ人間種族を犠ぎ牲せいにすることも常道としてまかり通った……そんな貧ひん困こんの時代のことである。

　その時のギルド長が、サフィナ家の四代目。商家でありながら、大陸屈くつ指しの策士であったとも言われる、ヴェロニカ・サフィナであった。彼女が掲かかげた『産業と経済による幸福の追求』という理念が、あろうことか、そうして迫せまらんとする武力をねじ曲げた。

「戦争に勝ったってことですか？　キャラバン隊を使って」

「まあキャラバン隊も強かったらしいけど、所しよ詮せんは護衛部隊だ。文ぶん献けんによればその時の戦力比は千対一……」

「……ひでえな」

　興味を引かれたらしいジェスに、マヒロが頷うなずく。

「ああ。でも、ヴェロニカ・サフィナはもっとひどかった」

「どういう意味だ」

「国にあるのは兵隊だ。じゃあジェス、商人にあるのはなんだ？　金だろう。だからヴェロニカ・サフィナは、兵を買ったんだ」

「傭兵か」

　マヒロは指を振ふる。

「他ほかでもない、ギルドに迫ってきた数万の兵士、全すべてを買収した」

　これにはさすがのジェスも、鉄面皮に驚おどろきの表情を浮うかべていた。マヒロは続ける。

「そのときの話が痛快でね。町の入り口に金銀財宝と札束のバリケードを作り、彼女はこう言った。『良き友人であるならば、これを好きに崩くずさせてやろう』…………史上最大のカウンター・アタックの始まりだ」

　交易のため、常に周辺諸国の動向に目を光らせていたヴェロニカ・サフィナは、攻せめてきた以外の国々にも惜おしみなく金をばらまき、すでに密約を交かわしていた。

　結果、攻め取ろうとしていた国は、差し向けた虎とらの子は金の壁かべに目が眩くらんだまま、空の本国は隣りん接せつする数ヶ国からの袋ふくろ叩だたきにあった。結局は一晩と経たたずに降こう伏ふくし、この大陸とその歴史から消え去ることとなった。

「……なんだ。要は金かね尽ずくじゃねえか」

　期待して損をした、とでも言い出しそうなジェスに対し、それでもマヒロは頷いた。

「そうとも。武力じゃなかったんだ」

　それ以上何がある、とでも言いたげに。

「ギルドの基本理念に則のつとり、『産業と経済による幸福を追求』した結果蓄たくわえられた常識外れの資金力が、彼女に勝利をもたらした。まあ、とはいえ金さえあればできたって話でもない。それが成功した九割九分は、ヴェロニカ・サフィナの才覚だったろうと僕は思うけどね」

　前もってその動向を察知し、その他諸国に言い含ふくめていた狡こう猾かつさ。迫り来る数多あまたの兵に、自ら面と向かった剛ごう胆たんさ。商人の武器である金というものを誰だれよりも理解し、最大限に活用した明めい晰せきさ。そうした全すべてに、マヒロは感服しているようだった。

「以来サフィナ商工ギルドの名は知れ渡わたり、一つ、また一つと、武力に頼たよらないその理念に賛同する地方都市やなんかが現れ始めた。そうしてできたのがギルドの偉い大だいな母、ヴェロニカの名を取って創設されたヴェロニカ商工同盟。ギルド創設記念祭は、いつしかその領土が広がるにつれて三領祭、五領祭と名を変えて……七つの領がある現在は、七領祭というわけだ」

　これまためでたしめでたし。

「そう考えると、歴史あるお祭りなのねー」

「そりゃあもうシスター曰いわく、昔々、旧文明が崩壊した少し後くらい昔から歴史があるからね」

「ばかー！　王子様のばかー！　どうせ知ったかだったわよー！」

　エミットはいよいよいじけてしまった。苦く笑しようしながらパリエルは言う。

「じゃあ、ポスターに書いてあるキャラバンレースっていうのも、その昔々の武装隊商にあやかって……みたいなことなんですか？」

「きっとそうなんじゃないかな。今じゃキャラバンなんて、うちの国にも滅めつ多たにこないしね」

　人の領域が増え、国と国、町と町との間かん隔かくは狭せばまり、交易網もうも整備された昨今、そこまでの大規模が組まれることはほとんどない。魔物や盗とう賊ぞくに襲おそわれるリスクが以前よりも減ってきているからだ。また昨今のオートモービルのリビルド技術の進歩、普ふ及きゆうは目覚ましく、より高速な輸送が可能となっていることもその一因であろう。

　やがて広場に出る。大きな噴ふん水すいを中心に、そこも出店や賑にぎやかな雑ざつ踏とうが繰くり返されていた。

「もう、お昼過ぎてますけど……王子はお腹なか空すきませんか？」

「そうだね、この辺りは手軽に食べられる露ろ店てんも多そうだ。何にしようかな……と」

　背せ伸のびするようにマヒロが周囲を見渡す。

「我が勇者、リクエストは？　あたし買ってくるわよ」

「いらねえ」

　彼一人だけが、この賑やかさを楽しんでいない。顔を見合わせたエミットとマヒロが一いつ緒しよに肩かたをすくめる。

「じゃあ余が適当に選んできてやろう。君たちはそこで待ってろ、何を出されても文句を言うなよ!?」

「勝手にしろ」

「あん、ねえ、ちょっと王子様、あたしはあたしで食べたい物がぁ……！」

　エミットもついて行ってしまった。

　一息、噴水に向かったジェスがその縁ふちに腰こし掛かける。

「……ジェス君ていっつもあんまり食べないけど、お腹空かない？」

「朝晩食えば充じゆう分ぶんだ。死にやしねえ」

　基準がすでに違ちがう。

「あのさぁ、別にもう一人旅ってわけでもないんだし。もっと普通の生活でいいんじゃない？」

「なんだそりゃ」

「だからぁ、四六時中そんな苦虫嚙かんだみたいな顔してないで。自分はいちゃいけないんだ、みたいな、こいつら何が楽しくて笑ってるんだ、みたいなその顔」

　パリエルとしては図星を突ついたつもりだったが、ジェスは全くそんなような反応を示さなかった。

「生まれつきだ」

「そんなわけないでしょ……」

「……わからねえ奴やつだな。なんでいちいちオレに構う」

「んー、なんかね……昔の自分を見てるみたい」

　別に荒あれてたわけではない。日々に意味がなく、ならばそこに生きてる自分にも意味はなく。その頃ころはそれで良かったのだけれど、後になって振ふり返ってみれば実にくだらないことで。

「……つまんないよ、そんな生き方。絶対損してる。笑えばいいのに。それだけで、世の中って楽しくなるよ？　笑って、遊んで、朝昼晩食べたり、おやつも食べたり……あ、でも」

　そこでパリエルは思い出し笑い。

「王子と一緒に遊ぶのが一番いいかも。無む茶ちや苦く茶ちやだけど……無茶苦茶すぎて、いつの間にか私もね、普通に笑えるようになってたの」

　ジェスは面めん倒どうくさそうな顔……要するに日頃変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらをするばかり。他人は他人。自分は自分と線を引いてしまっているのだ。やはり、かつての自分もそうだった記き憶おくがあり。

　だからパリエルは一つ首しゆ肯こう。

「うん、わかった。そもそも無口なのが良くない。いきなり笑え顔がおじゃなくてもいいから、まずは喋しやべることから、会話のキャッチボールから始めよう。何食べる？　って聞かれたら、うーん、あんまりお腹空いてないからなー、とか。昨日はこれ食べたから今日はあれの方がいいなーとか、とりあえず言ってみる。これで行こう。じゃあいくよ？」

　一度後ろを向いたパリエルは咳せき払ばらい一つ。とびっきりの笑顔で振り返る。

「ジェス君、何食べる？」

「……」

「……ってまず見てないとかどういう了りよう見けんだ!?　言え。いいから言え。何か言え。私の話聞いてたかおいコラ？」

　それでやっと口を開く。

「バカみてえに食うと太るぞ」

「知ってるしッ!!　バカみたいには食ってない！」

「太ると動きが鈍にぶる」

「それも知ってるし太ってない!!」

「……そういや西域の連中から聞いた話じゃ、旧文明の時代にゃメタ・ボっつう死病が」

「てめえ真ま面じ目めな顔してまだ言うかコラ年頃乙おと女めにケンカ売ってんのかおおっ!?」

　パリエルがジェスの胸むなぐらを摑つかみ上げたそのとき、わぁっと歓かん声せいが上がった。どうも同じタイミングで、もう少し派は手でなケンカを始めた輩やからがいるらしい。少し離はなれた場所に人ひと垣がきができていた。

「……なんだろ？」

「ケンカじゃねえのか」

「……。まさか王子たちじゃないよね!?　ちょ、ちょっと見に行こう！　ほら、早く！」

　結論から言えば、ケンカをしているのは王子でも不良シスターでもなかった。しかし意外や意外。チンピラ同士ではなく、大勢のチンピラと一人の女だった。

「ま……魔ま法ほう使つかい？」

　後ろ姿ではあるが。女の方は鍔つば広びろの大きなトンガリ帽ぼう子しに、世にも珍めずらしい銀色のホウキを持っていた。そうしてマントのように丈たけの長いコートを纏まとった出いで立ちは、魔導師というより、お伽とぎ噺ばなしに出てくる魔法使いそのもの。

　チンピラの一人が、型もない……いわゆる独学のケンカ殺法で突とつ進しんする。女はごく慣れたように、




　ぱきんっ!!




（うっわ、いたそー……）

　ホウキの柄えを顔面にぶち当てた。よろけたところにさらにケリを一発、脇わきに転がす。

　地元民らしきオヤジやじーさん連中からは、女魔法使いにやんやの喝かつ采さい。

「どーしたどーした！」

「情けねえぞー！」

「にーちゃんたちにも、うちの店のデッキブラシ貸してやるかぁ!?」

　ともあれ、そこら辺も含ふくめて取り囲むチンピラグループは怒いかり心頭。

「やってくれるじゃねえか！」

　お決まりの謳うたい文句に、取り出したるは光り物。野や次じ馬うまの輪は急に静まり、少し広がる。おかげでパリエルとジェスは、自然と見通しのよい前の方になる。

「あーあ……丸まる腰ごし相手に」

　パリエルが言うと、隣となりの野次馬が頷うなずいた。

「だよなぁ……近頃の若いもんは何かっつうとすぐあれだ」

「あー、情けねえ情けねえ」

「るせえっ、外野はすっ込んでろ！　ぶっ殺されてえか!?」

　どうも邪じや魔まになったらしいので、歌劇を見るように私語を慎つつしむ。チンピラは再び女へ向き直り。

「このくそアマ、ただで済むと思ってんじゃねえだろうな!?」

「俺たちが殺しも上等の『ファイアフライ』だって知らなかったようだな？　ええ、姉ちゃんよ!?」

「土ど下げ座ざして謝るなら今のうちだぜ!?　ああ!?　おら、何とか言ってみろ!?」

　くる、と振ふり返った魔法使いの姿を見て、パリエルは二度ビックリした。二十歳そこそこ、三つ編みお下げにトンボ眼鏡めがねはいいが、マントの下は膝ひざの上まで届くロングブーツにタイトミニのワンピース。

　帽子の鍔を押し上げた彼女が、ニタァ〜っと凄すさまじい笑顔を見せる。

「へぇぇぇえ。それでアンタたちは、このアタシをキャスティ様だと知っての狼ろう藉ぜきかい……？」

　不意にジェスが呟つぶやく。

「……パリエル。あの女、やべえぞ」

「え？」

　かくいう間にも魔法使いは、トンボ眼鏡の奥で切れ長の瞳ひとみを輝かがやかせる。

「いいかよく聞けこのＭＦ！　アンタらに蠅フライなんてもったいなくて涙なみだが出るよ！　空も飛べないウジ虫どもがこのキャスティ様に刃は向むかおうとはファッキンいい度胸じゃないか!?　そんな腐くさった脳タリンは、たとえジーザスが許してもこのアタシが許さない!!」

　ビシィッ!!　とホウキのしっぽを突つきつける。

（す……すごい人だ）

　あと、なんか、なんとなく参考になる。

「イカレてんのかてめえ!?」

「キメてんじゃねえぞこらぁ!!」

「上等だ、やっちまえ!!」

　キャスティと名乗った魔法使いは、バトンのようにホウキを回し。

「覚えておきな……文学少女系キリングマシン、キャスティア・フルバレット様とはアタシのことだぁ!!」

　ホウキの先を、勢いよく地面に打ち付ける。

「スプレッド・プラズマァ〜ッ────!!」




　ばしんっ!!




　電気とも爆ばく熱ねつともつかない何かで、ひっくり返った。誰がというか、その場に居合わせた全員が。野や次じ馬うまから周囲の露ろ店てんまで含めて。

「アアッハッハッ!!　アハハハハハハハハハハハハッ!!　ウジは死ね!!　蠅も死ね!!　除じよ虫ちゆう菊ぎくの怒りを知れ!!　キャーッハッハッハッハッハッハッハ!!」

　人混みの瓦が礫れきを背に、天に向かってけたたましい哄こう笑しようを上げながら魔法使いは去っていく。

「……なっ……、なんだ……ったんだろ……」

　クラクラする頭を振りながら、パリエルは上体を起こした。前もって避ひ難なんしていたらしいジェスが、外野からてくてく歩いて戻もどってくる。

「……大だい丈じよう夫ぶか」

「言ってよ!?　わかってたなら!?」

「アホかてめえ。やべえって言っただろうが」

　おっつけ、他の人たちも起き始めるが、プラズマーとかいう魔ま法ほうを間近に喰くらったチンピラたちは完全に伸のびていた。

「にしても……ジェス君、あの人のこと知ってるの？」

「ああ。帝てい国こくの魔法戦隊長だ」

「帝国っ……!?　戦隊長、ってことは帝国軍もこの街に来てるってこと……!?」

　いや、マヒロの話が正しければ、スパイに付きっきりで見張られているのだ。その情報によって軍が動くのは何らおかしな話ではない。問題はそれがなんの目的でということだ。

「と、とにかく王子に知らせないと！」

「どうした？　何かあったのか？」

　マヒロが帰ってきた。

　イカ姿焼きを手に。

　エミットの方はヤキトリの袋ふくろを手にほくほくしている。

「……なんか、意外と普ふ通つうでしたね。私はまたとんでもない珍ちん味みを持ってくると思ったんですけど」

「うん。広場を出て向こうの通りまで探しに行ったんだけど、これが限界だった。でもまあ山育ちにはこれでも充じゆう分ぶんインパクトが」

「あ、ああ、それでです王子、イカはどうでもいいんです、王子たちがいない間にですね……」

　かくかくで、しかじかで。

　買ってきたものを、みんなで食しながら。

「……なんだ、普通に食べるのか……」

「バカかてめえ。イカが嫌きらいな奴やつなんざいるのか」

「そうですよ、ジェス君はザザムシも平気で……って、王子」

　中原以西ではまあ珍めずらしい範はん囲いの食材であるが、乾ひ物ものとして店に並ぶこともあるのでやはり決定打に欠けたようだ。

「ああ、聞いてるよ。でもなんだ、その……文学少女系キリングマシーンというのは。新たなジャンルを開かい拓たくしようとでもいうのか」

「知りませんよ、自分でそう名乗ったんですから。ジャンルって何ですか」

「我が勇者の知り合いだったの？」

「……オレも一度見たきりだ。ほとんど知らねえ」

　イカに視線を落とし。

「いや、雷らい将しようだって聞いたな」

「……天てん魔ま将しようか？」

　マヒロが少し驚おどろいたような顔をする。するとエミットも。

「天魔将ってあれ？　世に七天ありっていう」

「エミットさんも知ってるんですか？」

　ちょっと意外。

「一応ほら、帝国にだってうちのファミリーはいっぱいいるし、教会もあるし、話くらいは届くのよ」

　光、火、風、水、雷、土、闇やみ……各属性の魔法、あるいは能力に特化した魔人に与あたえられる称しよう号ごうであり、総じてそれらを天魔七将と呼ぶ。実力本位と言われる帝国内において、そんな僅わずかに七つの席を埋うめるエキスパートたち。それだけでも力のほどは窺うかがい知れようというものだ。

「……その割には、かなり面おも白しろい感じの人でしたけど」

　一度見かけただけのジェスが覚えていたのも、当然というほどの。

「王子、何か対策とか考えておいた方がいいんじゃ……？　スパイに監かん視しされてる上に、紋もん章しようがあるこの街に現れたって……何も関係がないとは思えませんよ」

「そうだね」

　げその部分まで食べ終えたマヒロが頷うなずいた。

「……じゃ、散策はこのくらいにして一いつ旦たん宿に引けようか」

　　　　[image: ]

　マヒロ一行がいるのとはまた別な宿。

「どうしていちいち厄やつ介かいごとを起こすんだお前は！」

　舌ぜつ鋒ぽう鋭するどいのは紅白の装しよう束ぞくを纏まとった巫み女こ。その対面でへらへら笑っているのが、由ゆい緒しよ正しそうな魔法使い。これが帝国軍によって押さえられている物件でなければ、さぞや注目の的だっただろう。

「そんなツンケンするんじゃないよ、長は谷せ部べ沙さ耶や香か将軍」

「お前だってキャスティア・フルバレット将軍だ！　軍の規き範はんとなるべき者が率そつ先せんして騒さわぎを起こすなと言っているんだ！　軍人が民間人に、しかも隠おん密みつ行動中の他国で！」

「はっ、何が民間人だい。隠密ってならアタシらだって表向きは民間人さ、ケンカして何が悪い？」

　キャスティは唾つばでも吐はきそうな勢いでまくし立てた。善良な市民ではなかった、という点においては酌しやく量りようの余地はある。

「……それで、原因は何だ」

「だからケンカを売られたんだよ。アタシゃ被ひ害がい者だっての。せっかく気分よくショッピングしてたってのにさぁ」

　ショッピングという柄がらか。

「あの露ろ店てんのヒヒ爺じじいがジーザスボロ魔導書に六万もふっかけて来やがってクソムカついたからすぐ近くにいたＭＦマゲットのどタマ後ろからファッキン蹴けっぱぐってやったのさ。そしたらアンタ……」

「な、なに、いやいやいや、ちょっと待てキャスティ……その。お前がよく使うふぁーくとかふぁきんとかはよくわからんが……それはつまり、お前がケンカを売ったんじゃないのか？」

「売ってないよ？　一発蹴ってスッキリしたから、アタシゃ帰るつもりだったね。ところがあいつらアタシを帰そうとしないんだからこりゃどう考えても……」

　沙耶香はこめかみを押さえて、パタパタ手を振ふった。

「ああ、もういい、よくわかった。その連中に運がなかったということだな……」

　そのとき、ＣＬＯＳＥＤの札がかかった宿の入り口を開ける男が一人。

「いやぁ、まいったまいった。あれは話に聞いたとおりの大したタマだ……」

　と。ソフト帽ぼうを脱ぬぎながら入ってきたのは、夜の繁はん華か街がいが似合いそうな優やさ男おとこ。

　帝てい国こく外交省、特務一等官ルディ＝シャンク・マタドーラー。軍属ではないので一いち概がいに階級の上下は付かないのだが、今回のことは第一皇女シャルロッテからの下命により、その男に指揮権が委ゆだねられていた。

「……おや、お若い姫ひめ将軍方もお揃そろいで。散策の方はもうよかったんですか？」

（ふん、いけすかん奴やつだ）

　沙耶香は小鼻をならして、薄うすっぺらな笑顔から顔を背そむける。

　まさに、特務の青二才というやつだ。

　実じつ年ねん齢れいからすれば自分たちの方が劣おとるのは置いといて、元より沙耶香はこういう軽けい薄はくなタイプは好かなかった。要よう塞さいでの一件以来、あのアホのことを思い出すので一層好かなくなっていた。
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　からかうような笑えみでキャスティが身を乗り出す。

「なんだい色男、ビッチに尻しり蹴られてすごすご逃にげ帰ってきたって？」

「いやいや、滅めつ相そうもない」

　おどけた調子で臆おく面めんもなく、二人のいるテーブルの空いた席に。

「こう見えても仕事に対しては真ま面じ目めでしてね。尚なおのこと、今回はあのシャルロッテ様から直々のご指名とあって……」

「くだらん前置きはいい。言いたいことがあるならそれだけを言え」

　沙耶香が言い切ると、ルディは肩かたをすくめて一息。

「マヒロ王子たち御一行に、ちょっと探さぐりを入れてきました」

「ふん……やはり来たのか」

　来たことが気に入らないのではなく、マヒロそのものが気に入らない。

「サフィナ領家の所有する『黄色の紋章』が、聖せい魔ま杯はいの鍵かぎかどうかは向こうもまだ断定できていない……というご報告まで。結局は今夜次し第だいってとこですかね」

「はん、そうかどうかも決まらないうちに、王子様が出張って来たってのかい。ご苦労なこった」

　キャスティの言葉に、彼も素す直なおに頷く。

「全く。ただの使いでも寄こしてくれれば、さらって締しめ上げれば済む話なんですが。王族のクセに移動に鉄道を使うわ、観光客だらけの二流の宿を予約するわ、方々で王子やら殿でん下かやら呼んで目立つんだからその隙すきもない」

　彼は、急に静かな目付きとなった。

「……わざとやっているのだとしたら、ありゃ相当なもんです」

「真面目くさってんじゃないよ、ったく。何がわざとだい。アホなんだろ？」

　キャスティに聞かれ。

「ドがついても足りないほどのアホだ」

　と、沙耶香は答える。

「ま……だとすれば簡単なんですがね。とりあえずお二人は予定通り、今夜は待機任務でよろしくお願いします」
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　そして夕刻。

　さても貴族と商家の違ちがいか。訪おとずれたサフィナ領家は、城ではないがまさに宮殿然。一大勢力の頭目があるに相応ふさわしい居住まいにあった。パーティーはよく刈かり込まれた芝しば生ふの上、煌こう々こうと明かりを灯ともされた中庭にて開かれていたが、パリエルが想像していたほどの……王宮で目にする晩ばん餐さん会、舞ぶ踏とう会のような……堅かた苦くるしさはない。

　着き飾かざっている者もいるが、工場からそのまま吞のみに来たようなオーバーオール姿の社長もいる。冒ぼう険けん者らしい旅姿のままの者たちもいる。自らを国と呼ばぬ商人と職人の同盟。貴族王族といった身分を持たぬ、それがヴェロニカという気風なのだろう。

　おかげでマヒロが連れだと言えば、メイドの格好をさせられたパリエルも、シスターの姿をしたエミットも、フォーマルとはほど遠い位置にあるジェスも入れてもらえた。もっともそんな面子メンツだから、逆にマヒロの方が本当に王子なのかと疑われる事態だったが。

「いやしかし助かったよ、コウ」

　マヒロの言葉に、目のほっそりした柔にゆう和わな顔立ちの男が、手を振ふり、かぶりを振る。

「お礼なんて畏おそれ多い。お安いご用ですよ、王子」

　門もん前ぜん払ばらいにならずに済んだのは、マヒロを知っていたその細身の男のおかげである。

　マヒロの紹しよう介かいによれば彼の名前はコウ・ユンフェ。七領の一つ、クァン領を治めるコウ家の当主なのだそうだ。それでだろうか、人当たりの良い声こわ音ねや、柔やわらかい物もの腰ごしが品を感じさせる。仕立てのよい黒のスーツのおかげか、マヒロを目上として話す姿など、よくできた執しつ事じでも見ているようだ。

「お話は伺うかがっておりましたが、まさかたった四人でいらっしゃるとは思いませんでした」

「ああ、中原も今ちょっとゴチャゴチャしててね。こんなお忍しのびじみた真ま似ねをしなくちゃならない」

　とは言うものの、城下にでも抜ぬけ出すように嬉き々きとして旅立ったのは他ほかならぬマヒロである。

「こっちの方にも影えい響きようが？」

　マヒロが言うと、コウは顎あご先さきに手をやって少し考える風。

「そうですね……両軍とも睨にらみ合ってはいますが、実際の戦せん闘とうにまでは発展していないのでしょう？　こんな情勢は初めてなので、当初は武具や穀物に財を注ぎ込んでいた投資家たちも、今は戸と惑まどっていますよ。はっきりと影響が出るのは、まだまだこれからといったところでしょうか」

　マヒロがニコリと笑う。

「いいことを教えてあげよう。あと五ヶ月は何もない」

「……攻せめようとしているのは帝てい国こくなんでしょう？　それがなぜ何もないなどと」

　うふふと意味深な笑みを残し、マヒロはそれ以上言うつもりはないようだった。

　あのときマヒロがユリカとどのような会話をしたのかは、パリエルの知るところではない。ジェスも無口でほとんど喋しやべってくれないし。だが現在、連合内ではそういうものとして話が進んでいる。事実、当初開戦が予想された期間を過ぎても、帝国軍には目立った動きが見られないのだから。

　小さな女の子が駆かけてきたのはそんなときである。

「チカ様」

　とコウが言った。

　画板のように肩かたから提さげたホワイトボードに、フェルトペンで書き書きと。

『お久しぶりです。マヒロ王子』

　フリル付きの上等なドレスにおめかしした少女はそれを見せてから、スカートの裾すそを摘つまんで会え釈しやくする。

「お久しぶりです、チカ様。また背が伸のびたようで。育ち盛ざかりですね」

　頷うなずいて、少女はホワイトボードをクリーナーで拭ぬぐい、楽しそうな笑え顔がおでまた書き込み、こちらに見せる。

『いい女になりつつあります』

「そうですか。あと五年したら是ぜ非ひまた我が国に来てください。今度は余のお嫁よめさんとして」

　パリエルは、ぎゅ、とマヒロの耳を摘んでみた。

「何のお話ですか？　こんな小さな子に向かって」

「馬ば鹿か者、無礼者、このお方をどなたと心得る。サフィナ領家当主にして、現ヴェロニカ商工同盟議長、セルヴェチカ・サフィナ卿きようにあらせられるぞ！　ええい、頭ずが高い、控ひかえおろう！」

　と、なぜかミスマルカの紋もん章しようをかざすマヒロ。チカはくすくすと笑いながら、また書き書き。

『元ネタはわかります』

「さすがチカ様、旧文明の文化にも精通していますね。そういえば余もこないだですね……」

　まさに旧知と呼べそうな仲の良さ。話し込む二人を微笑ほほえましげに見守りながら、コウが言う。

「人徳というんでしょうか。チカ様はマヒロ王子のことは、実の兄のように慕したっておいでなんです」

　エミットが頷いた。

「取っ付きやすいものね、王子様。あっけらかんとしてて」

「でも……あの」

　パリエルは、おずおずと小声で尋たずねた。

「チカ様って、お声が……？」

「ええ。数年前に、少し……」

　眉まゆ尻じりを下げたコウが、我がことのように苦く悩のうを見せる。だがすぐに、それを払ふつ拭しよくするように表情を取り戻もどす。

「……ですが、それから少しした頃ころです。私たちがどうしても取り戻せなかったチカ様の笑顔を、マヒロ王子がいとも簡単に取り戻してくれたのは」

　何か複雑な事情があるようだ。おいそれとは聞き出せそうな口くち振ぶりではなかった。

　雑談に区切りを付けたマヒロが振り返る。

「そうだチカ様、余の従者たちを紹しよう介かいしましょう。そっちの武装メイドがパリエルです」

「護衛です、護衛。近この衛え騎き士しです」

「そっちのシスターが、実はシスターかどうかも怪あやしいエミットさんです」

「汝なんじ、あとでお説教してあげるわね」

「で、そこの白しら髪が頭あたまが勇者のジェス」

「……」

　これは無言と。

「ジェス君てば」

　肘ひじで突つくパリエル。よろしくの一言も言えないのだろうか。きっと、する必要もする意味もないと思っているのだろう。

　チカが書き書き。

『勇者？　本当に？』

　百いれば九十九は思うだろう当然の疑問だった。

「……悪かったな」

「我が勇者ってば、了りよう見けん狭せまいわよ。あ、ちなみにあたしこの勇者のお供なのね。王子様の従者っていうのは仮の姿で」

　どっちでもいいだろうに。

『ウデと目は？』

「……よく覚えてねえが、たぶん魔ま物ものにやられた。そっちこそ、声はどうした」

　ペンを持ったまま、チカの手が止まる。

「ジェス君……！」

「なんだ」

　ああもう会話云うん々ぬん以前に、人との接し方というものを知らないのか。しかしチカは沈しずんだ表情のまま、再び字を書きつづる。簡単に一言。

『ごめんなさい』

「……何がだ」

　チカがますます萎い縮しゆくする。

　さすがに嘆たん息そくしたエミットが、その袖そでを引いた。

「もう我が勇者、いいから。お話は王子様たちに任せて、あたしたちは向こうで美味おいしいものでも食べてましょ。ね」

「だからてめえ、袖を……」

　行ってしまった。

「えっと……」

　なんとなく気まずい雰ふん囲い気きなので、パリエルはとりあえず。

「すみません」

『いいえ。私が悪かったです』

　俯うつむき加減のチカの頭を、マヒロが撫なでる。

「あいつ、ああ見えて結構すごい勇者です。本気で魔王を倒たおそうなんて考えているほどの」

「……」

　チカが驚おどろいたように目を丸める。

『マ王を？』

「ええ。それぐらいぶっ壊こわれてるような奴やつです、向こうは気にしてませんよ。お気き遣づかい無く」

「セルヴェチカ！」

　上等な背広を纏まとい、端たん整せいな口くち髭ひげをたくわえた四十前後の男が一人。執しつ事じらしい数人を連れて大おお股またにやってくる。

「セルヴェチカ、今夜は大勢の賓ひん客きやくがいらしている。みだりに駆かけ回ってはならないとあれほど……」

　そこで彼はマヒロに気付く。

「……失礼。お見苦しいところを。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト殿でん下か」

「ああ、別にいいよ。ヴァリオ公こう爵しやく。余が勝手にチカ様に相手をしてもらっていた」

「なるほど。しかし姪めいと遊んでいただけるのは有り難がたいが、今日は公式の場だ。これ以上はお控ひかえ願おうか」

「な……王族に向かって、なんて口を」

　そう言おうとしたパリエルはしかし、端はなから察していたようなマヒロの手で制される。

「いいんだよ」

「でも……！」

　そうして口は塞ふさがれたが、パリエルは半ば敵意の視線。領主であるチカの叔父おじ……エライはエライだろうが、他でもないチカも、同じ領主であるコウもマヒロに敬意を払はらっているというのに。

　そんなパリエルを、ヴァリオは鼻を鳴らしてせせら笑う。

「やれやれ、未いまだにいるものかね。古くさい形だけの身分を笠かさに、人に頭を下げさせようという輩やからが。しかも君はたかが従者ではないのか？」

「なんだと……！」

　ならそっちは、たかがチカの叔父というだけではないのか。領主ですらない、ただ血がつながっているというだけの……。

「王子。お言葉だが、その娘むすめは少し教育不足のようだな。そのように質の低い者を公おおやけの場に連れていたのでは、他ほかでもない、あなたやあなたの国の品位に関かかわるぞ」

「ええ、そうですね。よく言って聞かせます」

「王子っ……！」

　いいからいいからとなだめられるうち、男は葉巻に火など点つけていた。

「……そう言えばマヒロ王子も、この度たびは紋もん章しようを見に来たんだったな」

「ああ、それですよ。それ。で……どこにあるんです？　ヴァリオ公爵」

　紫し煙えんを一息。
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「なに、そう焦あせらずとも直じきにお見せしよう。ただ、その場に領主たるセルヴェチカがいないのでは話にならない」

　ヴァリオは、その快くない視線を今度はコウに向ける。

「セルヴェチカを連れてきてくれ」

「……わかりました。さ、行きましょうチカ様。マヒロ王子とは、また後ほどにでも」

　頷うなずき、会ったときのようにまた会え釈しやくし、チカはヴァリオとその取り巻きに……まるで、拘こう束そくされるように。

「……なんなんですかあのヒゲオヤジ」

　その後ろ姿に思いっきり中指を上に向けたり、親指を下に向けたり。

「……だからねパリエル、君がほんとにそんなだと知っているから、余もおいそれとは言い返せませんでした」

「う……」

　ちょっと耳に痛い。

「だ、だからって、王子こそちょっとくらい言い返したって……私はともかく、ミスマルカのこと自体を辺境の田舎いなか者ー、みたいに」

「あはは、領土、人口、国力、どれ一つ取ったって、うちの国はヴェロニカは疎おろか、このサフィナ一領地にも及およばないんだ。取引量からしても、ミスマルカなんてあってもなくてもいいような小国だ。しかも父上じゃなく、僕みたいなガキが相手じゃねー」

　そういうことじゃなくて、ああいう見下すような態度が気に入らないのであって、お世辞とか社交辞令とか、最低限のマナーとか。こんなときこそ得意の減らず口で、相手をへこましてやればいいのに。

　離はなれたところで聞いていたのだろう。ジェスと一いつ緒しよに、取り皿片手のエミットが戻もどってきた。

「へー。そんなにエライの、あの人ってば」

「ああ」

　とマヒロは首しゆ肯こうする。

「ヴァリオ・サフィナ公。公爵といっても王国なんかの爵しやく位いとは違ちがって、あくまでヴェロニカの各領内での階級みたいなものなんだけど……要は若くして当主になられたチカ様の、後見人だ」

「じゃあ……宰さい相しようみたいな感じなんですか？」

　とは言ってみたものの、パリエルが知っているいつも怜れい悧りな宰相とは、対極に位置するような男だった。

「そうだね。そのたとえは合っているかも知れない」

　マヒロは声量を抑おさえ、こう付け加える。

「……ただの宰相ならいいんだが、今のサフィナ家は……ひいてはヴェロニカそのものは傀かい儡らい政権と呼ばれている」

「傀儡……？」

　あまり良い意味で使われぬその言葉を、パリエルは反復した。つまり幼すぎるチカは名実共にお飾かざりに過ぎず、その実権を握にぎっているのがあの叔父なのだ。

「……家長制の悪いところよね」

　エミットが肩かたをすくめる。

　ヴェロニカとしての政治形態こそ七つの領家による共和制のようなものだが、それぞれの領家は今の時代に一いつ般ぱん的な王族貴族と変わらぬそれ。ならば継つがれるものが資財であれ権力であれ、家か督とく騒そう動どうも絶えるはずがない。

　ミスマルカの王位継けい承しよう者しやは現在、マヒロ一人。戦いくさが始まった乱世となれば心こころ許もとない限りだが、血の繫つながった者同士が争う必要がない、という意味では幸せなのかも知れなかった。

「けどまあ、そんなことは今どうこう言っても仕方がない。気になるのは……」

　マヒロが言いかけた矢先、庭にしつらえられた壇だん上じようにそのヴァリオとチカ、各領家の当主らが並んだ。賑にぎやかだった歓かん談だんの声は静せい寂じやくに返り、声を発せないチカは中央にてただ一度の会釈。

　領主らの挨あい拶さつが続き、最後にホストとしてヴァリオの長口上が始まった。七領祭の意義を、そこに至るまでの経けい緯いと合わせ、なるほどチカに成り代わって執しつ政せいを行うだけあり、弁は立つようだった。

　もっともパリエルはそんな小難しい話を聞くでもなく、料理を持ってきてはマヒロとパクついていたのだけれど。

　やがてスピーチは過去から未来、ヴェロニカの今後についてへと移り変わる。

「そしてようやく長きに亘わたった不景気を脱だつしたヴェロニカに、いま再び好機が訪おとずれました。皆みなさんも知っての通り、帝てい国こくと中原諸国・共和国連合とのそれです。今でこそ冷戦状態が続いていますが、もしこれが始まるとなれば、ヴェロニカにはかつてのような軍事特とく需じゆが沸わき起こることは明白。これによりヴェロニカは再び未み曾ぞ有うの経済成長を……」

「なんてやつ……あいつ、戦争を金かね儲もうけの道具にしか見ていないなんて……！」

　パリエルが歯は嚙がみすると、エミットも同調。

「本当にね。でも……」

　シスターはそっと辺りを窺うかがっていた。

「……なんだってあんなのが人気があるのよ」

　およそ地元、ヴェロニカ各領から集まったような名士たちは、そんな演説に歓声など上げている。マヒロが失しつ笑しようを見せた。

「そんなの。彼が、彼に賛同する者たちでその身を固めたからに決まってるじゃないか。ここにいるお偉えらいさんの大半は、彼の息がかかった彼のシンパなんだと思うよ」

　つまりこれらイケイケの雰ふん囲い気きは、自作自演？

「……そんなにすごいんですか、サフィナ家の権力って」

「そりゃそうさ。『産業と経済による幸福の追求』はともかく、『ヴェロニカは王を戴いただかず』……なんて理想はさすがに建前でね。現実にこれだけの人間が集まって、権力が集中しないなんてことは有り得ない。そんなことじゃ、共同体として成り立つはずがない」

「で、人間が集まれば……」

　ステージ上の他領家を見み詰つめながら、エミットがうんざりとしたような顔で言う。よく見れば、七領家のうち幾いく人にんかはそこまでの笑え顔がおを浮うかべてはいなかった。

「……派は閥ばつのできない道理もない」

「おや鋭するどいね、シスター」

　得意げにウインク。

「おねーさんくらいの歳としになると、大人の汚きたないところもいろいろ見てきているのよん」

　そうしてこちらが内々で話す間に、ヴァリオも傲ごう慢まんなまでのヴィジョンを語り尽つくしたらしい。

「それではいよいよ最後となりましたが、皆さんがもっとも楽しみにしているでしょう七領祭最大のイベント……キャラバンレースでの今年の副賞を、ここで発表いたしましょう」

　と。壇上に、ビロードの布を被かぶった台車が押されてくる。

「一昨年は時価六億と言われたカリスの肖しよう像ぞう画が。昨年は、超ちよう一流の闘とう技ぎ者たちの間で命を賭かけてやり取りされ続けてきた宝ほう剣けん、アビスゲージでしたが……」

　パリエルは飲み物を噴ふいた。

「パリエル……君ね」

「え、だって、だって王子、アビスゲージって、七星とかピースメーカーとかロメオジュリエッタ級の……！」

「そいつはすげえな」

　と、ようやく口を開いたジェス。

「そう、すごいんだよジェス君！　王子、出ましょう！　優勝しましょうそのレースに！　ルナス姫ひめも目じゃないです！」

「いや、だからそれが賞品だったのは去年の話で……」

　興奮しきりのパリエルに、マヒロが困ったように頭を搔かく。

　ヴァリオがそれを覆おおう布地に手をかけた。

「……ですが、本年の賞品はそれらを遥はるかに上回る、史上最高の価値を持つものであることを保証しましょう。……こちらです」

　誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中、除幕。

　つまりそういうことだ。

　まるで新製品を発表するように。『産業と経済による幸福の追求』という同盟理念が物語るように。その紋もん章しようは七領祭におけるイベントの賞品として、これからオークションにでもかけられるかのように衆目に晒さらされる。

　それは遠目には、黄色い模様の付いた、手の平ほどもない板ガラスにしか見えなかった。

「……え？　何よあれ」

　エミットの言葉が、その場の誰だれしもの気持ちをもっとも端たん的てきに表していただろう。方々より聞こえる拍ひよう子し抜ぬけしたようなざわめきこそがその証しよう拠こであった。

　ただ一人、マヒロを除いては。

「……」

　そして壇上のヴァリオは大勢を眺ながめ渡す風にしながら……その少年の表情に他とは違ちがう色を見た瞬しゆん間かんには、言葉を続けていた。

「……これこそ彼方かなた中原において、帝てい国こくとの戦いくさを左右するものとしてその行方ゆくえが取り沙ざ汰たされている神器、聖せい魔ま杯はい……その伝説を蘇よみがえらせるための鍵かぎとなる紋章なのです」

　観衆の間を、打って変わって驚きよう愕がくのどよめきが駆かけ抜ける。パリエル自身も無論その一人だった。

「そんなっ……まさか！」

「ちょ、ちょっとちょっと王子様!?　ほんとなの!?」

　だがマヒロは答えなかった。ただ自身の失態に気付き、それを悔くやむように舌打ちし、独りごちる。

「……そうか。なるほど、その通りだ。面と向かって確かく認にんを取る必要はなかったわけだ。……やられたな。全くもって迂う闊かつだった……」

　その奇き妙みような紋章符ふの姿に、それが持つ意味に、大勢は感かん嘆たんの声を上げていて、そうしてマヒロの呟つぶやく声など誰の耳にも届かない。

「……そう、もうおわかりでしょう。つまりこれは現在、連合、帝てい国こくのどちらもが喉のどから手が出るほどに欲ほしがっているそのものなのです。どちらの勢力であれ、およそ天文学的金額、あるいはそれに匹ひつ敵てきする見返りで取り引きに応じることは、まず間違いないでしょう」

　ヴァリオがその紋章の現れ出た経けい緯い、それまでの調べにてわかっていること。澄すましたセルヴェチカは最初に会え釈しやくしたきり、隅すみの椅い子すに飾かざられているばかり。自じ慢まんするようなヴァリオの説明だけが続いていく。

　スピーチが終わり、一度はショーケースに収められた紋章の周囲に人だかりができ、それが過ぎてなおマヒロは微び動どうだにせず、じっと紋章を見み詰つめるのみ。

「……おい、マヒロ」

「ああ」

　ジェスの声に、マヒロはようやく歩き出す。展示されたステージ上、ショーケースに向けまっすぐに。

　通常、紋章符とはその目的に応じた魔導紋章をプリントした木札、あるいは板金である。上等であればミスリルの地金に何層かに彫ほり込まれ、貴銀や宝石で飾られた芸術品のようなものもある。

　だが、改めて間近に見る紋章はそんな上等とは真逆。板ガラスのような中に、太陽を表すような幾き何か学模様一枚。その太陽のような形も、ただ黄色っぽいセロファンがそうして挟はさまれているが如ごとき無味簡素。

「こんなのが紋章符なの？　あたしには手の平サイズのステンドグラスにしか見えないけど……」

　エミットの言い分ももっともだった。パリエルにも、とてもそんな価値あるものには見えはしなかったが、マヒロが小さく口を開く。

「ガラスじゃない。オリハルコン級の硬こう度どを持ったエーテル結けつ晶しようだ。しかもこれは色素じゃない。ナノメートル単位で数百層にわたってプリントされた魔導式が、ある波長の光だけを反射・透とう過かする結果、こうして色が付いているように見えるらしい」

「じゃあ……」

　呟いたパリエルへ向け、マヒロは頷うなずく。

「ああ。これが最初の一枚だ」
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　それきりマヒロは踵きびすを返し、その場を離はなれる。

「あ、ちょっと王子……どこに」

「どうもこうもない、指を咥くわえて眺めていたってあれは手に入らない。ヴァリオ公の話を聞いていればそれくらいわかるだろう」

　いつになく鋭するどい視線に苛さいなまれ、パリエルは萎い縮しゆくした。続きはジェスが述べる。

「……だったらどうすんだ」

「普ふ通つうに考えれば手段は二通りだ」

　ステージから離れたところでマヒロは足を止め、三人へと振ふり返る。

「ヴァリオ公の言葉通り。そのレースに優勝した何者かから譲ゆずってもらう。これが第一だ。だがその何者かに帝国が接せつ触しよくしないはずはない。連合の他のどこかが横やりを入れないとは限らない。それが嫌いやなら……二つ目。皮肉にもさっきパリエルが言った通りのことだ」

「え？」

「護衛さんが言ったことって……まさか」

　エミットの言葉を、ジェスが引き取った。

「オレたちでレースに優勝して、賞品として手に入」

「来たわ!!」

　シスターが急にガッツポーズを取った。

「さすが天と主と予言者様のお導き！　なによー、ちゃあんとあたしと我が勇者の活かつ躍やくの舞ぶ台たいが用意されてるんじゃないのー、もう、憎にくいんだからぁ神さまってば♪」

　お空に向かって言う辺り、やっぱりちょっと宗教と言うより宗教関係の香かおりがそこはかとなく。パリエルは放ほっといてマヒロを見た。

「……でも、いきなりレースだなんて、勝てる見込みがあるんですか？」

「え？　あるわけないじゃん」

　……。

「自分で言ったんじゃないですか」

「だから、手段として提示しただけだよ。どう考えても優勝者と交こう渉しようした方が確実だって。探してたアイテムがたまたま寄った町のイベントの景品で仲間同士で力を合わせて優勝を勝ち取ってめでたしめでたし？　それ旧文明のなんてサブカル？」

「いや、現実にそういう状じよう況きようなんですから」

「同じ旧文明後期のロマンならせっかく出先の町なのに宿屋の美少女な看板娘むすめとの好感度イベントは無しか!?　美少女が魔ま物ものに襲おそわれているのを助けたりはしないのか!?　町の人にさらわれた美少女を助けてくださいってクエストを受けて悪い盗とう賊ぞく団を懲こらしめたらその頭領も実は美少女でちょっとハァハァなお仕置きをしたら予定調和的に改心してめでたしめでたしとかそういうものを期待して祖国を旅立ちし余の立場はどうなる!?」

「私に聞くなこのへっぽこ」

　……。

「……ひどい。馬ば鹿かだアホだと呼ばれ続けていく歳とし月つき。へっぽこと言われたのは初めてです。しかもあんなに盛り上がったのにすっごい冷たいし何この温度差。セメテツッコメヨ……」

「ていうかそういうのは勇者の役目ですよ」

「……ミスマルカ王朝って実は大昔のすごい勇者が建国したって設定とかないかな」

「てめえの父上に聞け」

　いよいよ呆あきれ返ったようにジェスが壇だん上じようを見やる。

「めんどくせえ。手に入りゃいいんだろう」

「ちょ、ちょっと我が勇者、だめよ、だめだめ！　汝なんじ盗ぬすむことなかれ！　めっ！」

　ひとしきり落ち込んだマヒロが、溜ため息いき一つ。

「美少女……」

「ああもうなんですか美少女美少女って……チカ様がいるじゃないですか」

「チカ様ってまだ十二歳なんだけどそれって倫りん理り的に」

　ぼぎょっ!!

「てめえコラなんで倫理的な話になった？　え？　ちょっと言ってみろ」

　お金無いの？　じゃあそこでちょっと跳はねてみろ。……チャリン。チックな言い方で脅おどすパリエル。

「す……すみまふぇん……」

　しくしく。のち、ぐだぐだ。

「……え〜、でも〜、なんかやる気ないんだよね〜。褒ほめられて伸のびるタイプって言うか〜、鼻先にニンジン無いと走らない馬っていうか〜」

　てめえ解体して馬ば刺さしにすんぞ、とかパリエルは思ったが、そこでシスターが助け船。

「じゃあこういうのはどうかしら、王子様」

　エミットが、ぴっと人差し指を立てる。

「レースに優勝したらなぜかチカ様の声も取り戻もどされて汝お兄ちゃんと呼ばれるフラグ!!」

　……。

「きたこれ!!」

「でしょっ!?」

「それだシスター!!　まさに天てん啓けい!!　そなたこそ天の御み使つかい我が予言者!!」

「でしょ!!　でしょ〜っ!!　いや〜んっ、もっと言って〜っ!!」

　この二人の相乗効果はヤバイ気がする。

「よし、そうと決まればさっそく……」

　うろうろ、おろおろ。

「……参加申し込みってどうすれば？」

　みんなで盛せい大だいに溜息をついた。
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「ま、とりあえず公こう爵しやくに話を聞いてくるか……」

　落ち着きを取り戻したマヒロが、ヴァリオのさがった館やかたへ足を向けると。

「……なるほど。そこまで本気になられる、ってことはあの紋もん章しよう、本当に本物ということでいいんですかね？」

　そこにいたのは見ず知らずの優やさ男おとこ。

「何者だ」

　反射的に腰こしに手をやったパリエルだが、敷しき地ちへ入る間ま際ぎわに得え物ものを預けていたことを思い出す。

「まぁま、そんな怪あやしいもんじゃありませんってば。お近付きの印にこれをどうぞ」

　取り出したのは帝てい国こく紋を箔はくで圧おされた名めい刺しだった。ご丁てい寧ねいにもマヒロだけでなく、パリエルにも、エミットにも、ジェスにも。もっとも隻せき眼がんの勇者は一いち瞥べつしただけで受け取ろうともしなかったが。

　字じ面づらに曰いわく、外交省の一等官。ルディ＝シャンク・マタドーラーとある。

　裏に返し表に戻し眺ながめたあと、名刺を内ポケットへ収めたマヒロ。

「で……その一等官が僕に何の用だい？　あれが本物かどうか、確かめたいだけか？」

「有り体ていに申し上げれば、そんなところです。どうですかね？　私も実物を見たのは初めてなんですが」

「ホンモノだったら？」

「そりゃあもちろん、なんとしてでも持って帰らないといけません」

「ニセモノだったら？」

「一応、持って帰らないといけませんね」

　まるでからかうように芝しば居いがかった軽けい薄はくな笑顔と、その仕草。

　を、逆に値ね踏ぶみするような視線でマヒロは見み詰つめ返す。

「……ヴァリオ公ほど目め端はしが利きかないようだね」

「どういう意味です？」

「いや、なんでもない。いいよ、教えてあげよう。父上が噓うそをついていなければ本物だとも」

「ちょっと、王子……!?」
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　パリエルを片手で制したマヒロは、さらに試ためすような口調で言う。

「どうだ、信じるかい？」

　ルディは肩かたをすくめる。

「残念ながらこの稼か業ぎよう、個人の意思なんてあってないようなものでしてね。用件はそれだけです。ではこれで失礼」

　話は終わったとばかり背中を向けた優男の肩に手を回し、マヒロは摑つかまえる。

「待ちなって。あの紋章、どうやって手に入れる？」

「……なんですって？」

「君はどうやって手に入れるかって聞いたんだ」

「そいつはちょっとばかり、甘過ぎやしませんか。なぜ私がそんなことを、敵であるあなたに？　窮きゆうしたにしても相談する相手が違ちがいませんか、王子様？」

　青年の小こ馬ば鹿かにした笑えみを、マヒロは邪じや気きのない笑みで返す。

「そうか。ならいい。いよいよ君は僕の敵じゃなさそうだ」

「……なんですって？」

「君が僕を敵視するのは勝手だが、僕が君に注意を払はらう必要はなさそうだって安心したんだ。いいよ、ほら、どこへなりとも好きなところへ行けばいいじゃないか！　しっしっ！　余は男なんかに用はないと言っているんだ！」

　初対面でこういう態度は、さすがに面食らうだろう。

「……一つ聞かせてください。なぜ私じゃ敵になり得ないんです？　こう見えても正しよう真しん正しよう銘めい、グランマーセナルの外務官かん僚りようなんですがね」

「君じゃ素す直なおすぎる」

「……素直？」

「どうやって紋章を手に入れるか聞いただろう。あんな質問、答えないのが当たり前だ。そして君はその通りに答えた。だから敵じゃない。でもあの咄とつ嗟さでこっちの動きを攪かく乱らんしようと噓を思い付けるとか、そんな事態まで予測して答えを用意してるような相手だったら……」

　ルディが失しつ笑しようした。

「……つまりその方法を教えるような相手だったら？」

「この場で君を殺していた」

　ルディの表情が凍こおり付く。彼と向かっているマヒロの目は見えなかったが、正対する彼に対しては、その言葉に匹ひつ敵てきする色を見せていたのだろう。

　それを払ふつ拭しよくしたのか、あるいはただ一時の気のせいと受け取ったのか。ルディはすぐに、元の余よ裕ゆうを取り戻もどす。

「……ご冗じよう談だんを。決してそれだけは許さない、お優しいお方だと伺うかがっていますよ」

「そうか。なあんだ、つまらーん。でもちょっとくらいビビるのが接待というか社交辞令というものじゃないか？　そんなことじゃあ、出世できないよ」

　そこへ現れたのがヴァリオだった。

「何をやっているかと思えば、両勢力同士が歓かん談だん中とはな。君らの戦争とはそこまで吞のん気きなものなのかね」

「いえいえ、滅めつ相そうもない」

　とマヒロが取り繕つくろえば、ルディは幾いく分ぶん慇いん懃ぎんに身を正す。

「……それより公こう爵しやく、さっきのあれは少々お話が違いはしませんか。紋章はマヒロ王子が確かく認にん次し第だい、我が国へ譲ゆずっていただくお約束だったはずです」

　その言葉に、パリエルは驚おどろきを隠かくしきれなかった。エミットも同じように目を丸め、ジェスは逆にその隻せき眼がんを鋭するどくし……マヒロだけが半ば予想していたような失笑を見せた。

　それを一いち瞥べつし、ヴァリオが言う。

「同じ話を何度も繰くり返すのは面めん倒どうだ。他の領主ももう集めてある。詳くわしくはそちらで話そう。マヒロ王子もそれでよかったかな？」

「……もちろん」
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　パリエルたちを表に残したマヒロが、ルディと共に通された室には、現在のヴェロニカを運営する七領家の全すべての当主が揃そろっていた。大陸が連合と帝てい国こくとに二分化されたことにより、彼らもまた大きな岐き路ろに立たされていた。

　即すなわち、連合か、帝国か。

　協力を要よう請せいするだけの連合に対し、帝国は中原への宣戦布告と同時期に、ヴェロニカとの国境付近にも兵力の配備を進めていた。表向きはヴェロニカ経由での連合勢力の抑よく止しとのことだったが、一方でそれがヴェロニカへの牽けん制せいであることは明白だった。

　だが『産業と経済による幸福の追求』が同盟の理念であり、また魔ま物もの発生率も低い土地柄がらのヴェロニカには、国家としての軍事力は皆かい無むに等しかった。徹てつ底ていした経済力、生産力という外交カードによって諸外国との友好を続けてきたが故ゆえに、魔物や犯罪者に対する治安維い持じはそれを治める各領家に一任されており、武力と言えば領軍、自治軍、警察隊、治安隊等、領地によって呼び方さえまとまりのない有様だ。

　そこに天が悪戯いたずらをした。

　聖せい魔ま杯はいの起動紋もん章しようである。

　そして悪戯は、マヒロの証言によって確固たる火種と成り得た。

「……まさか本物だったとはね……けどヴァリオ、あれは一体どういうこと？」

　ナージュ家の当主、マダム・レンシーが気け怠だるげな声でキセルを吹ふかした。ロズニィ家の御おん大たいがしかめ面つらしく肘ひじをつく。

「そうだとも。あんな話、俺たちには聞かされていなかったじゃないか。なぜわざわざレースの賞品なんかに……」

　続いて述べたのは、二十歳はたちほどの青年。年配ばかりのこの面子メンツの中にあっては、気弱そうに見えて当然の、ハインバック家の若き当主。

「もし本物であれば、正統な管理者であるミスマルカ王家へ返へん還かんするとのお話だったはずですよ……」

　形ばかりの席に着かせたチカの傍かたわら、ヴァリオが大おお仰ぎように腕うでを広げた。

「そんなものはお前たちを大人しくさせるための方便だ。そもそもあの紋章はサフィナ家……いや、この私が買い取ったものだ。それを私がどう使おうとも、私の勝手ではないか」

「馬ば鹿かを抜ぬかすでない！　それが今のこの大陸においてどれほど……！」

　キッテン家の翁おきなが白い眉まゆの下から、ヴァリオを睨ねめ付けるが……。

「ああ、わかっているとも。あれがどれほどの価値を持っているか。だからこそ私は、あの紋章を帝国へ譲ろうと思っている」

　ヴァリオの発言にほとんどが息を吞のみ、目を見張る。

「そんな、勝手な……！」

「ヴェロニカは自由な商人と職人たちの集まりだ！　その誇ほこりを捨てるというのか!?」

　ヴァリオが強く机を打った。

「抜かすな！　二言目には自由だ、誇りだと、そんなものが何の役に立つ！　時代が変わったのだ！　現実を見ろ！　ヴェロニカが大陸経済の中心地ともてはやされたのは、今や過去の話ではないか！　交易の中心であるというだけで、決してヴェロニカが潤うるおっているというわけではない！」

「だからって、俺らの自由を保障するために戦ってくれる連合を裏切るってのか!?」

　カリアロ当主の言葉に、ヴァリオはさらに苛いら立だちを込めた。

「お前たちがそんな綺き麗れい事を真に受けているから出し抜かれるのだ！　共和国が我々ヴェロニカに何をしてくれた!?　先だっては中原の弱小国までが、まだ始まってもいない戦争の題目で関税をふっかけて来たことを忘れたのか!?　張り子の決算報告など、既すでに見破られている！　このまま足元を見られ続ければ、結末は火を見るよりも明らかではないか！」

　頭痛を堪こらえるような表情で、マダムが紫し煙えんをくゆらせる。

「……だったらヴァリオ、帝国は何をしてくれるの？」

「この私を王とした経済特区としての自治を認める……そうだったな？」

　領主たちが啞あ然ぜんとする中、ルディが首しゆ肯こうした。庭で見せたものとは打って変わって、当たり障さわりのない物もの腰ごしで。

「その通りです、ヴァリオ公爵」

「なんだって!?　あんた自分の周りを都合のいい木で偶くで固めただけじゃ飽あきたらず、帝国にしっぽを振ふってまで自らが王様になろうっての!?　そうまでしてお山の大将になりたいわけ!?」

　マダムがキセルを灰皿に叩たたき付け、椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「あたしらヴェロニカはね、自由を求める商人の集まりなのよ！　大陸が誰だれの物になろうと関係ない、良き友が必要というのなら売ってあげるし、そうじゃなければ何も売らない、産業と経済による幸福の追求、それが全て！　その誇りが全てよ!!　その誇りまで売ってしまって何が残るって!?　ええ、ヴァリオ!?」

「商人の誇りと言ったなレンシー!?　ならば商人から金を取って何が残る!?　誇りだけが残って何が商人だ!?　お前たちの大好きな自由を名目に戦う連合は、兵を出せんなら金を出せとたかってきているに過ぎんのだ！　ただ食い潰つぶそうとするだけの連合と、その庇ひ護ご下で今以上に経済産業に集中しろという帝国と、どちらがお前の言う商人の生き様に相応ふさわしい!?」

「はっ、聞いて呆あきれるわね！　綺麗事抜かしたのはどっちよ、結局はあんたが王様になりたいってだけじゃないの！」

「ああそうとも、もはや我々はキャラバンなどと呼ばれていた流る浪ろうの民たみではない！　力を持つ者が民衆を率いるのは当然のことだ！　他に力ある者がいないから私がそれになろうというだけの話ではないか！」

　マダムはさらに言い返そうとしたが……ヴァリオの昂たかぶり方に、言うだけ無む駄だだと判断したのか。嘆たん息そく、再び腰を下ろし、キセルに新たな葉を詰つめる。その他の領主たちは、皆みな一様に暗い表情で重く項うな垂だれるよう。

　それを見計らったように、ルディが言った。

「付け加えるなら、連合辺りで吹ふい聴ちようされている『人間の隷れい属ぞく化』というのは完全にデマです。まあ我が国と親交厚いヴェロニカの皆さんならば、よくご存知かと思いますが……」

　一いつ拍ぱく間を持たせてから、最後のとどめ。

「それともう一つ。国境地帯に展開中の我が軍は、いつでも〝北〟へ動かせます」

「……ボウヤにその権限があるって？」

　問うマダムへ首肯。

「ええ、なぜか。もちろん、私のような役人はそんなこと望んではいませんけどね。願わくば、侵しん攻こうではなく駐ちゆう留りゆうのために動かせればと」

「わかったか」

　ヴァリオが睥へい睨げいする。

「もう選ぶ余地はなくなったのだ。お前たちが連合へ付きたいのならば勝手にしろ。このサフィナ領を抜きにしてもヴェロニカを保てるというのであればな」

　重い重い沈ちん黙もくが支配する。

　マヒロが横目にしたチカは、ヴァリオの横にちょこんと座したまま、悲しげに俯うつむいたまま。

「……ヴァリオの言うことももっともかも知れんなぁ。今はミスマルカ王が結んだ密約のおかげで、休戦状態になってるというが……」

「確かにな。いざ始まれば優勢なのは帝国なんだろう。なら……」

「……誇りも大事ですが、それ以前に僕たちには、領民の生活を保障する義務があります」

（参ったな……日ひ和よったか）

　そういった生の声を聞くにつれ、マヒロもヴェロニカの現状を把は握あくしつつあった。キャラバン時代からの自由な気風で、我が世の春を謳おう歌かしてきた彼ら。基本、厄やつ介かいごとは嫌きらっているのだ。どっちにも付きたくはない。だが選せん択たくを迫せまられた場合に帝国に付きたいのは、ヴェロニカの南側に領を持つ家々だ。

　となれば連合、ひいては共和国に付きたいのはその逆。そしてまたどちらかに付いた瞬しゆん間かん、どちらかは地勢的に最前線だ。戦の矢や面おもてに立たされることになる。今はまだ態度をはっきりしない者もいるが、あながち外れてはいまい。

「コウ、あなたはどっちなの？」

　マダムに聞かれ、それまで場の成り行きを見守ってきた彼は静かに述べる。

「……うちとしては自由な方がいいですね」

「あたしも同感だわ。街中に軍ぐん靴かの音が響ひびくなんてまっぴらごめんよ。爺じい様は？」

　残るキッテンの老大公。

「……領民に、今まで通りの暮らしを望むのは贅ぜい沢たくかのう」

「もちろん、可能な限り皆さんの暮らしを脅おびやかさないことを保証しますよ」

「爺様!?」

　マダムの声に、禿はげ頭あたまを振る。

「一番恐おそろしいのは、ヴェロニカが分ぶん裂れつすることじゃて……わしらぁ今じゃそれぞれの家がそれぞれの分野を持っておろうが。どれが欠けてもヴェロニカではなくなるぞ」

　盛せい大だいな溜ため息いきの後、彼女の矛ほこ先さきはマヒロに向けられた。

「……王子様、あんた連合の代表じゃないの。ぼーっと座って、あたしらがこのまま帝国側についてもいいわけ？」

　己おのれの思考を邪じや魔ましないよう、最低限の動きで、視線だけをマダムへ動かす。

「帝国があんなこと言ってるのに、連合は何もしてくれないの？　今のうちに、みんなを説得しておくれでないかい」

「そう言われても、僕は紋もん章しようを譲ゆずってもらうために来ているので。ヴェロニカが属国になるかどうかは……と、いうか……」

　発言者に視線が集中するのは当然のことだった。だからすがるようなチカの視線と目が合ってしまう。いや、それに気付いてしまったと言うべきか。

「言いたいことがあるならハッキリ言いなよ、ボウヤ。ここにはあんたを助けてくれるメイドの姉ねえやはいないんだからね」

（……きっつい人だなぁ……）

　ぼそぼそと頭を搔かき、思考を一いつ旦たんゼロに戻もどす。

「じゃあ言わせてもらおうか。いま聞いた分には、連合についてもらえないまでも帝国支配となったところで脅きよう威いと呼ぶべきレベルに達しない。そんなものはどうでもいい話だ」

「……あーあ、よりによってこんなときの連合の使者が噂うわさ通りのアホ王子かい」

　マダムが明後日あさつての方角を向きながら聞こえるようにぼやき、ルディが有り得ぬ発言に小さく笑った。

「連合での会合と同じように、居い眠ねむりでもしてましたか？　彼らが帝国につくということは、明らかに戦力比が傾かたむくということですよ」

「君こそよくそれで外交官が務まるな。聞いていたか？　僕はどうでもいいと言ったぞ。まあやりたいなら勝手にやってくれ。それよりヴァリオ公こう爵しやく。なぜ紋章がレースの賞品なのか、それを聞かせて欲しい」

　その不自然に演出した話の切り替かえ方に、一時は誰だれもが不ふ審しんげな様相となった。だが、乗ってきたのは他ほかでもない。絶対的優位にあるからこそ、確かに些さ末まつな議論と踏ふんだルディだった。

「……そうですね。それについては、私も是ぜ非ひ」

「簡単なことだとも。そうとわかった瞬間に強ごう奪だつでもされたのでは敵かなわん。だからああやって不特定多数の前で公開させてもらった」

　……そうか。

　やはり今回、敵はこの男だ。帝てい国こくではない。

「なるほど。だから公爵はレプリカを作らせた」

「……なんですって？」

　さすがに意外だったのだろう。ルディの言葉に、マヒロはつい笑ってしまう。

「なんだい君、あれがそんな大層な紋章に見えたのか。僕にはただの色ガラスにしか見えなかったぞ。だから信じるかい、って聞いたのに」

「っ……」

　軽く歯は嚙がみするルディが、可愛かわいらしいくらいに思えてくる。

　ほう、とヴァリオが感心する。

「聖せい魔ま杯はいの正統管理者の目まではごまかせなかったか。その通りだ。人目に触ふれる場所に展示しておいて、強奪されたのではそれこそ愚おろかとしか言いようがない」

　まさしく。

　やはりこの公爵、要所要所で機転が利きき、知ち恵えが働いている。

　平静を取り戻したルディが改めて聞く。

「では公爵、本物はどこに？」

「レースの終しゆう了りよう後ご、賞品として優勝者に渡わたそう。つまりだルディ君。帝国がこちらの提示した条件に応じ、正式な書簡での返答をもらえたなら、そのレースにおいて便宜を取りはからおう」

「……公爵、それはちょっと待ってもらえませんかね」

　ヴァリオは取り合わない。

「うやむやのうちに紋章だけ持って行かれたのでは困るのだよ。紋章はこちらの要求と引き替えだ」

「虫がよすぎますよ。五日後でしょう、レースは。それなのに仮文書ではなく、正式な書簡とは」

「それを何とかするのが外交官である君の役目ではないのかね？　不可能ならば別の者をこの場へ寄こしたまえ。今すぐにだ。代わりなどいくらでもいるのだろう」

　自分とパリエルが言われたときはさすがに参ったが、こうして敵方の者がいじめられているのを見ると、いやはや、なんとも。

　だがルディもこちらを値ね踏ぶみし、一等官を得ているだけのことはある。見え透すくほどのヴァリオの挑ちよう発はつなど鑑かんがみず、僅わずか思考した後には平素に答えていた。

「……わかりました。では可か及きゆう的てき速すみやかに手配しましょう。で、その条件というのは」

「こちらの書式でだが、調印文書を既すでに用意してある。来たまえ」

　そのままヴァリオはルディを連れて、室を出て行こうとする。

「公爵」

「……なんだ、マヒロ王子。私は忙いそがしい」

「もし僕がレースで優勝すれば、紋章は……」

「不可能だ」

　断言し、そのまま出て行ってしまった。

（……よし。まずは目があった）

　スタンドプレイヤーがいなくなったことで、残る領主たちで反決起的な密談が行われるかと思ったが……やはり意見が割れてしまったことに銘めい々めいばつが悪いのか、先延ばしするよう二、三の言葉を交かわすだけで、ぞろぞろと退室してしまう。ことヴァリオの側に付いた四名、苛か烈れつな性格のマダムの視線を避さけるようだった。

　だから残されたのは自然と、反帝国的立場の者たちだけだ。

「はあっ。くさくさするね」

　席を立ったマダムがキャビネットを開け、とびっきりの最高級酒を取り出す。

「……チカ様。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　次に席を立ったコウが、チカの肩かたに手を置いた。チカはすぐにその小さな体を震ふるわせ、呆あつ気けなく涙なみだの堰せきを切る。

「チカ様……」

　コウの声。

　チカがホワイトボードにこう書いた。

『みんなやさしかったのに。ヴァリオおじさまも、レンシーおばさまも』

　それを見たマダム・レンシーは、我に返ったように、気の毒そうに眉まゆをひそめた。

「……ごめんね、お嬢じよう。大きな声出してしまって」

『どうして』

　そんな簡潔な質問に、コウも、マダムも答えられない。表情を見ればわかる。何がどうしてなのではない。その幼い少女は、何もかもに対し、どうしてと叫さけんでいる。だから大人たちには答えようがない。

　だからチカはこう書いた。

『たすけて』

　そう書いた板面を、マヒロに向けた。

　マヒロだったからではない。ぐちゃぐちゃのヴェロニカだからこそ、ヴェロニカではない誰だれかにそう呼びかけたかったのだ。たまたまそこにいたのが、マヒロだったというだけの話。

　しかして、その少年の名はマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト。蛇へびの紋もん章しようを負った一族の末まつ裔えいであった。
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　連合側である自分があまり関かん与よし、ヴェロニカが帝てい国こくから煙けむたがられるような事態は避さけたかった。しかし、そういう段階はとっくに通り過ぎていた。こうなったらなんとしても食い込み、このいざこざに関与しなければならない。

「……公こう爵しやくは、昔からあんなだったわけではないんですか？」

　マヒロの不意の質問に、マダムが答えた。

「……ああ。そりゃあ、昔はね。見てるこっちが堅かた苦くるしくなるくらいの真ま面じ目めな奴やつだったわ」

　マダムは続けた。

「そこのコウと同じでね、お嬢のことも実の娘むすめのように可愛かわいがってたよ。けど……ある日を境に、まるで人が変わったようになってしまった」

「その、ある日っていうのが……」

　半ば察しているマヒロの言葉に、マダムが手にしたグラスをあおる。

「ああ。お嬢の父親……ヴェリス・サフィナが殺された日よ」

　ただそれだけで、チカが身をすくめる。

「そしてお嬢がサフィナの領主となり、ヴァリオがその後見人になった……元よりサフィナの名に恥はじない、頭のいい奴だったからね。数少ない身内で、仲のいい叔父おじと姪めいで、反対する奴はいなかったわ」

　それから彼女は遠い過去を眺ながめるように、深い深い溜ため息いきをついた。

「……でも、人間てのは変わってしまう。力もそう。金もそう。でも権力ってのが一番いけないね。形がないから取り留めもない。だからこそ、自分の力ですらないのを勘かん違ちがいしてしまう。そして利口だからこそ、ヴァリオは誰よりもその使い方を理解しちまったのさ……」

　そしてまた一いつ杯ぱい。それこそ、吞のみながらでもなければ語れぬのだろう。恐おそらく彼女たちがそうと気付いたときには、ヴァリオは今のような一極独裁的な地位を築いてしまっていた。後の祭りだ。各領の有力商家はヴァリオに取り入れられ、さらに力を与あたえられ、反する者は足あし下もとをすくわれ、没ぼつ落らくし。かくてヴァリオにとって都合の良い治世ができあがる。

　マダムが叩たたくようにグラスを置く。

「……そうよ。今にして思えば、あいつは頭が良すぎたのよ。だったら、もっと以前からその力に魅み入いられてたっておかしくはないじゃないか。証しよう拠こがないだけさ。あの日、ヴェリスを殺したのはやっぱり……」

「ナージュ卿きよう……！」

　コウが強い声で先を遮さえぎった。チカが、目を閉とざし、耳を塞ふさいでいた。構わず、マヒロはマダムに先を促うながす。

「……ヴァリオ公が先代を殺したと？」

「王子、あなたまで……チカ様の前で、酷こくだとは思わないんですか!?」

「仕方ないだろう。そういう家に生まれたんだ」

「ですが、王子も薄うす々うすは勘かん付づいているんでしょう、チカ様はその時のショックで……！」

「上に立つ者に何よりも必要なのは情報だ！　ましてや事実から目を背そむけるなど為い政せい者として論外だ！」

　マヒロがもたらした突とつ如じよの怒ど声せいに、三者は三様の驚おどろきを見せる。そして一息したマヒロは、特にチカへと視線を向けた。

「チカ様。こちらとしても、いま帝国へ紋章とヴェロニカをくれてやるわけにはいかないのです。本当に助けて欲しいのなら。助かりたいのなら。このヴェロニカをあなたの望むようにしたいのであれば。あなたが逃にげていては始まりません。今回のこと、最後に明暗を分けるのはあなたの意志なのですから。ご理解いただけますか？」

　何かきっかけが欲ほしかっただけなのだろう。ずっと何とかしなければと、声にできぬだけで、胸の裡うちには秘ひめ続けていたのだろう。

　二度、三度の瞬まばたきで涙なみだを振ふり切ったチカが、首しゆ肯こうする。力強く書き記す。

『わかりました』

「よかった。部外者の僕では、できることはたかが知れています」

　しかしチカの後ろ盾だてさえあれば、勝算は飛ひ躍やく的に高まる。ある程度のごり押しも可能になる。

「……それでマダム。ヴァリオ公の嫌けん疑ぎ、真実のほどは？」

「言った通りさ。無いんだよ、肝かん心じんの証拠は。でも犯人が未いまだに見つかっちゃいないのが、あたしから言わせれば何よりの証拠だね。ヴェリスが死んで得をしたのは、あのヴァリオしかいなかったんだ」

「犯人が、見つかっていない？」

「ああ。ヴェリスは毒殺されたんだよ」

　なるほど。姿なき暗殺者というわけだ。

　ただ……とマダムは付け加えた。

「その時のヴェリスの苦しみ方が、ひどかったみたいでね。お嬢じようはそれを間近にしてしまっていたのよ」

　見ると、俯うつむき加減ではあったが……チカは小さく頷うなずいた。

「……なにか手がかりのようなものも？」

「屋や敷しき中ひっくり返して、使用人はもちろん、庭師からゴミ処理の業者まで、それまでにちょっとでもこの家に関かかわった者はみんな調べ上げたよ。でも何も出てこなかった。何も。としたら、逆に怪あやしいじゃないの。やっぱり部内者の犯行と思うのが普ふ通つうだわ」

　首肯。敵意あらばこそ、マダムには尚なおそう思えてしまうのだろう。

「……うん。この家の状じよう況きようはわかった。そのことは最後の切り札として取っておこう」

「切り札って……あんた、人の話を聞いているんだかいないんだか。証拠はないって言ったはずだよ」

「ああ」

　探たん偵ていをするほど暇ひまではない。

「だから、最後の切り札だ。使う必要がなければ使わないよ。じゃあ、もう一つの問題……というか本題だけど。レースは確か……トラック、もしくはトレーラーで参加するんだったよね」

　マダムが気け怠だるげな視線を寄こす。

「……そうだよ。積荷さえ運べればアシは何でもいい。一チームに人数の制限はなし。武装は自由。不ふ慮りよの荷に崩くずれ、走路妨ぼう害がい、チェックポイントでの乱らん闘とう、町を離はなれれば野や盗とうの出ないためしもない……荒あれれば何人だって死者が出る」

　キセルの先に、火を灯ともしたマッチを浸ひたして一息。静かに紫し煙えんをたなびかせた。

「ボウヤ。キャラバンレースってのは、遊びじゃないんだよ。かつてモンスター溢あふれる荒こう野やを旅した、今じゃ伝説となった武装隊商を模した〝儀ぎ式しき〟なんだ。あたしたちのご先祖様が、人類の再興を願って命いのち懸がけで旅したように……あんたに死ぬ覚かく悟ごがあるのかい？」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。彼らが本当の商人なら、誰だれも死ぬ覚悟なんてしなかった。頭にあったのは、儲もうけることだけだ。今の僕が勝つことしか考えていないように」

　マヒロは小首を傾かしげる。

　にっ、とマダムが歯を見せる。幾いく分ぶんとうが立ってはいるが、初めて彼女が見せた笑顔は、なんとも人好きのするものだった。

「面おも白しろいボウヤだね。でもその通りだよ。曰いわく、己の命までも金に変えた真の錬れん金きん術じゆつ師たち。それが自由武装隊商、サフィナ商工ギルドのキャラバン隊さ。いいわ、あんたにその気があるならだめで元々、できる限りのことはしてあげようじゃない。コウ、あんたもそれでいいね」

「もちろんです、ナージュ卿きよう」

　暗く淀よどんでいた空気が、幾分か和やわらぎ始める。口元をほころばせたチカが、一言書き込んだ。

『ありがとう』

「それはまあ、全すべてうまくいったあと。改めて聞かせてくださいね。じゃあ……」

　するとどういう風の吹ふき回しか、一度退室したはずのヴァリオとルディが戻もどってきた。ことヴァリオの方は一層不ふ愉ゆ快かいげな表情。

「……まだいたのか、王子」

「ああ。せっかくなんでね、またチカ様にお相手してもらっていた」

　そんなマヒロの減らず口を聞くでもなく、ヴァリオはチカへと歩いていく。その前に、びっしりと細かな字で埋うめられた書類の束を置いた。

「当主直筆の署名が無ければ認めんそうだ」

　余よ裕ゆうたっぷりにルディが肩かたをすくめる。

「万が一、公こう爵しやくが失しつ脚きやくされるようなことがあってはなんの意味も持たなくなりますのでね」

　誰も彼もギリギリのところで勝負している。

　帝てい国こくに下ることをギリギリまでその他に隠かくし通していたヴァリオに、チカのサインを用意するほどの時間はなかった。ルディにしても、当主直筆のない書簡を帝てい都とへ送ったところで能なしの烙らく印いんを押されるのは事実だろう。

　そしてその二人ともが、やはり連合の動きを危き惧ぐしている。余よ裕ゆうぶってはいるが、何らかの拍ひよう子しに他家が連合へ傾かたむくようなことは、彼らにとってあってはならぬ事態。だから焦あせる。

「さあ、セルヴェチカ」

　高圧的に見下ろすヴァリオに対し、チカは完全に怯おびえていた。マヒロはにやけた顔で言った。

「わかっているとは思いますが、チカ様。そんなことをしたら即そく負けですからね」

「余計な口出しをするな、王子。これはヴェロニカの問題だ」

　ルディも追従する。

「そうですよ、王子。私が軍に望ましくない命令を下す必要に迫せまられたら、あなたにその責任が取れるのですか？　嫌いやなんでしょう、戦争は」

「……よく知ってるじゃないか。はいはい、わかったよ。じゃあチカ様に聞いてみればいい」

　ルディはヴァリオとは対照的な、穏おだやかな笑えみでチカの側に片かた膝ひざを付く。

「さあセルヴェチカ様、ただ一筆で結構です。ご愛用されている、そちらのフェルトペンでも構いませんよ」

　チカの視線が、レンシーへ、コウへ、マヒロへ泳ぐ。だが、これ以上は誰も何も手助けできない。何もしなければいい状態を、どう手助けすればいい。

「セルヴェチカ。叔父おじを困らせるな」

「セルヴェチカ様」

　チカが小さくかぶりを振ふった。フェルトペンのキャップを外す。

（あれ……）

　やばい、とマヒロが思ったのも束つかの間、チカがその書類一いつ杯ぱいに書き殴なぐる。




『ヴェロニカは王を戴いただかず！』




　二人の目に、その時のチカはどう映っただろうか。ただ逃にげ回るだけだった、幼い少女が見せた、精せい一いつ杯ぱいの反はん抗こう。窮きゆう鼠そが猫ねこを嚙かむが如ごときに見えただろうか。

　ならばそれが傲ごう慢まんというものだ。

　血とはそういうものだ。サフィナがヴェロニカの事実上の王であるならば、それが王の血だ。かつて侵しん略りやくせんとする大国に対し敢かん然ぜんと立ち回ったヴェロニカの血だ。その王が今、自身の上に王はいらぬと切り捨てた。

　まるで、全すべてを終えた剣けん豪ごうがそれを鞘さやへ収めるように。それ以上、言うべきことは何もないというように、チカがペンの先をキャップに閉ざす。その様を一目、爆ばく発はつするようにマダムが笑った。

「あははははははっ！　さあ、どうするんだいヴァリオ。盟主のチカ様がそうと言った以上、あたしらもおいそれとは従えなくなっちまったねえ」

「ぐっ……愚おろかな！　セルヴェチカ!?」

　叔父に向かい、少女はまたもかぶりを振る。はっきりとその意志を示す。

「これは……困りましたね、公爵。そうなると我が国としても、いきなり陛下からのご署名をお持ちするわけには」

「わかっている！」

　おお怖こわい、とルディはおどけて見せた。

「しかしながら大臣クラスの名前が入った仮文書であれば、予定通りにご用意しましょう。それでいかがです？　無事紋もん章しようを譲ゆずっていただいた暁あかつきには、必ずや陛下の直筆が入れられた約やつ款かんをお持ちしますので」

「余裕じゃないか、外交官」

　マヒロはからかう。

　ルディも笑う。

「おかげさまで、王子様。レースの勝利は公爵が保証してくださいますしね。なんでも参加チームの大半はもちろん、審しん判ぱんのほとんどが公爵の……」

「大陸中の観光客がそれを見に来ているって知ってるか？」

　突つっかかるマヒロに、受けて立ったのはヴァリオだった。

「何が言いたい？」

「八や百お長ちようなんてつまらない真ま似ねはやめておけと言ったんだ。バレれば君と、ヴェロニカと、帝国の品位を貶おとしめるぞ？」

　にたにた笑う物言いに、ヴァリオの眉まゆが吊つり上げられた。マヒロはさらに追い打ちをかける。

「有り体ていに言おうか。こそこそ隠れてやる程度の妨ぼう害がいなんて僕には通じない。あからさまなほどでなければ僕に負ける道理はない。そして僕が優勝してしまえば、判定を覆くつがえしたところで観衆が黙だまっちゃいない。不満を抱かかえた観衆の前で、チカ様が審判を糾きゆう弾だんすればどうなると思う」

「……そのためにチカに吹ふき込んだのか」

　ヴァリオの、奥歯を嚙む音が聞こえるようだった。実権を握にぎっているのは彼だが、公的にそれを行使できるのはチカなのだ。ルディが当主の直筆を求めたのも、それがわかっているからだ。

　人が認めなければ、王は王たり得ない。当代の王であるチカが譲ると言わぬ限り、ヴァリオは自じ称しようの王に過ぎぬのだ。そしてどうやら帝てい国こくは、力ちから尽ずくでそれを認めさせる気はない様子だった。

「そんなチカ様だけど、実は帝国へ下ることより何より、ヴェロニカのみんなが仲なか違たがいすることに心を痛めている」

　こく、とチカがはっきり頷うなずいた。それを受けて、マヒロは続ける。

「だからこうしよう。君たちが優勝したら、紋章と一いつ緒しよにヴェロニカは帝国に付く。僕が優勝したら、帝国は大人しくヴェロニカから手を引く」

　ルディが興味深げに聞いてくる。

「つまり、ヴェロニカが連合に付くわけではないんですか？」

「連合にそこまでの余よ裕ゆうはないよ。それは安心していい」

　防衛戦は緩かん衝しよう地帯のみ。こちらにまで兵力は割さけないのだ。東は今まで通りのヴェロニカであってもらった方が有り難がたい。下手に連合に加入され、帝国に攻せめ入る口実を与あたえる方がよほどまずい。

「……そういうことでしたら構いませんよ、こちらは。もっともそちらのお二人……先ほど反対を表明されたコウ家とナージュ家の両当主は、王子様の条件でもよろしいんですか？」

「いいんじゃないのかい。あたしもお嬢じようが悲しんでいる姿は、あんまり見たくないからね。それに面おも白しろいじゃないか。勝てばいいわけだ」

　コウを見ると、彼も首しゆ肯こう。

「こちらもナージュ卿きように同じく。チカ様は？」

　コウに聞かれ、ホワイトボードに。

『その取り決めに従います。不満ある者は、従わせます』

　これで条件はほぼ妥だ当とうだろう。

　マヒロとしてはその確約を取り付けるだけで充じゆう分ぶんだったし、向こうにしてもナージュ家とコウ家を……すなわちヴェロニカの全すべてを分断させることなく、労せず手に入れられるのだ。何ら無む駄だな兵力を投入することなく。

「君もそれでいいかい、公こう爵しやく」

「……勝手にしろ、馬ば鹿かどもが！」

　負まけ惜おしみのように吐はき捨て、チカに殴なぐり書きされた書類をルディに押し付け、ヴァリオは大おお股またに部屋を出て行った。押し付けられたルディもそれを小こ脇わきに抱え。

「では私も失礼させて頂きます」

　言こと葉ば遣づかいの慇いん懃ぎんさにはほど遠い、薄うすっぺらな笑えみを浮うかべて退室。

　チカの側へ歩み寄ったマダムが、緊きん張ちように強こわばるようなチカの肩かたに手をやった。

「すごかったじゃないか、お嬢。あの時のあいつらの顔ったらなかったね」

　ようやく、ほっとしたらしい。

『なんだか、疲つかれました』

「ああ、今日はもう休むといいよ」

　促うながされ、椅い子すを降りたチカはぺこり、おやすみなさい、と書いたホワイトボードを見せてマダムと一緒に出て行った。

「ではマヒロ王子、私も……」

「コウ。君のとこの兵隊、ちょっと貸してくれないかな」

「……自警団をですか？　しかし、一体何に……」

「とぼけるなよ。自警団は自警団だ。兵隊は兵隊だ。そうだろ、大たい君くん？」

「……」
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「……で、アンタぁビッチに尻しりを蹴けられたみたいにノコノコ戻もどってきたわけだ」

　宿で事情を聞いたキャスティが、からかうような声を上げる。ルディは反論せずに、軽く手の平を広げるのみ。

「ま、そんなところです」

　沙耶香が言う。

「……そういった場合、私とキャスティで強きよう襲しゆうするということだったが？」

「それも事情が変わりました。肝かん心じんの本物がどこにあるかは、ヴァリオ公しか知りませんし……今の状じよう況きようでそれをすれば、コウ家とナージュ家が離り反はんするのは火を見るより明らかですで」

　それも騙だまされた一いつ端たん。

　ヴァリオが完全にこちらの手中と思っていたのが甘かった。完全に言いなりと思っていたヴァリオが、完全に各領家を掌しよう握あくしている……はずだった。蓋ふたを開けてみればこのザマだ。

　そうしてただの欲ボケかと思えば、まさかあそこまでの謀ぼう略りやくを巡めぐらせている。そしてそこにマヒロ、即すなわち連合が付け込んできたせいで、完全に話がこじれてしまった。

　エリート故に数が揃そろわないのはわかるにしても、〝風〟の一人か二人でもサフィナ家にも回っていてくれれば。

「……ともあれレースに勝ちさえすれば、ヴェロニカはこちらへ付くと約束してくれています。そしてその肝心のレースの方は、ヴァリオ公が便べん宜ぎを図はかってくれるということですし」

「ふん、何が便宜だ。とどのつまり八や百お長ちようではないか」

　根が真面目すぎる緋ひ袴ばかまの姫ひめ将軍が、そっぽを向いて吐き捨てる。

「卑ひ怯きような真ま似ねは気に入らん」

「こう言ってはなんですがハセベ将軍。あなた方と違ちがって私たち文官は、その『卑怯』と呼ばれるほどの優位を築くことが仕事なもので。無む辜この民たみ相手に、無駄な犠ぎ牲せいを強しいるよりはいいでしょう？」

「それは……」

　道理を説かれても、それが生来の気質なのだろう。素す直なおには納なつ得とくし切れぬ様子。対照的に、キャスティが楽しげに言う。

「はいはい、難しいことはいいってんだ。結局はあれだろ色男？　アタシらにも出ろってことだ。そのキャラバンの護衛にさ？　邪じや魔まする奴やつは片っ端ぱしからウジみたいに潰つぶしてけばいいんだろ？」

　ネジがねじ切れてはいるが、さすが魔ま法ほう戦隊だ。話が早い。

　ルディは小首を傾かしげる。

「お二人にそれ以外のことをお願いするのも、お門かど違ちがいというものでしょう？」

「待て、キャスティはともかく私は手を貸すなど一言も……！」

「シャット、アップ」

　キャスティが沙耶香を指差し、指差された沙耶香はきょとんとなる。

「な……なに？」

「だってアンタ、仕事に文句言える立場かい？」

「……ど、どういう意味だ？」

「だからアンタ、要よう塞さいでヘマしたからこんな汚よごれ仕事に左さ遷せんされてきたんだろ？　って」

　ぐらっ、と沙耶香がよろめいた。

「な……いや、考えないようにはしていたんだが……やはり……そう、なんだろうか？」

「だね!!　そうだろ一等官!?」

　ルディは荒あら事ごとになる可能性を考こう慮りよし、とにかく腕うでの立つ者を寄こして欲しいと上申しただけだ。そしたら特に問題児っぽいこの二人が送られてきた。ただそれだけなのだが……せっかくなので乗っておこう。

「……でしょうね。ライン要塞での噂うわさは私も聞いていますよ。なんでもハセベ将軍は監かん禁きん中のマヒロ王子を一度取り逃にがし、しかもその王子を捕とらえるためにユリカ様のお手をも煩わずらわせたとか」

　沙耶香はどんよりと意気消しよう沈ちんしてしまった。これ以上言ってやる気を無くされても困るので、ほどほどにやめておく。

「しかしハセベ将軍。軍上層部の意向はともかく、これはそんな汚お名めいをも雪そそぐチャンスでしょう。ことは紋もん章しようとヴェロニカ七領に関かかわることです」

　ちょっと元気を取り戻もどした沙耶香が、健けな気げに拳こぶしを握にぎり込む。

「そ、そうか。そうだな、うん。期待されていなければ、そんな大役を賜たまわれるはずがない！」

「全くだ。アタシと沙耶香で一等ひどいレースに仕立ててやろうじゃないか？　来年から開かい催さい中止になるくらいにね」

　まあこれでいいだろう。

　ルディはようやっと一息をつく。

　審しん判ぱんその他からのあからさまな依え怙こ贔ひい屓きは避さけるべきだが、他ほかならぬ参加者が強いのではどうしようもあるまい。すなわち、この二人だ。

（いや……）

　なんだなんだ。

　よくよく考えれば、あの王子の言いなりではないか。そんな真似をすれば品位を貶おとしめるなどと、真っ当を抜ぬかしてきたせいで。ただセルヴェチカと仲良しこよしで食い下がったかと思ったが……最後に話をまとめたのは彼だった。マダムやコウに言わされていたとしても、だ。

（やはりこちらの三番、二番と相次いで言いくるめただけのことはあるのか……）

　もっともあんな子供に、敵ではないとまで侮あなどられたのはさすがに苛いらついた。あまつさえ「殺す」などと定型句のような脅おどしときた。

　いや、大口を叩たたいていても、その程度なのも事実か。

　あのとき、その気になれば殺せたのはこちらの方だ。何だかんだ言っても温室育ち、危機感というものは皆かい無むに等しかった。たかが文官といえども、敵方の者に対しあれだけの至近距きよ離りに立つという危あやうさだ。こちらもただの一等官では……。

（っ……？）

　そうして何とはなしに懐ふところに手をやり、気付き、軽く息を吞のんだ。

　シースから刃はが抜けている。

　すられたのだ。

　いつ。どこで。誰に。




　──あの紋章、どうやって手に入れる？




（まさか……!?）

　いや、だがあの時しか当てはまらない。立ち去ろうとする自分に、これ見よがしにくっついてきたあの一いつ瞬しゆんだ。自分もただの外交官ではない。『特務官』なのだ。その自分にまるで気付かせなかった。そしてあの質問。まさか脅しではなく、すでにそのために刃を手にしてから問うていたのか？　彼が敵と見なす程度の返答をした瞬間、自分は息の根を止められていた……？

　瞬間、そのときのマヒロの目を思い出す。

「どうした、ルディ。顔色が悪いぞ？」

　妙みように思ったらしい沙耶香の問いを、それとなく受け流す。

「……いえ。ちょっと備品をなくしたようで」

「はっ、だらしないことだね。ペンだの手帳だの名めい刺しだの、男のくせにゴチャゴチャ飾かざり付けてるからさ」

　ああ、まったくだ。

　そんな中から、狙ねらい澄すましたようにナイフだけをスリ取ったのだ、あの王子は。

（……暴力だけは許さない、お優やさしい甘ったれだと……？）

　冗じよう談だんではない。誰の観測だ。

　認にん識しきを改めねば。シャルロッテの言葉通りだ。あれは蛇へび。牙きばのみならず毒までも持つ。ならばレース当日、あからさまなほどでなければ妨ぼう害がいたり得ぬというあの自信も、ただの強がりには思えない。

　蛇は何を用意してくる？　それに対し、こちらはどう対処すればいい？

「……少し外出してきます」

　ルディは席を立つと、〝風〟との連れん携けいを強めるために足早に宿を出た。

　　　　[image: ]

　ミスマルカの王城裏手。深い木立に覆おおわれる手前に、ガレージと廏きゆう舎しやはある。その傍かたわら、王室車馬隊詰つめ所にて。ツナギを飼い葉くずに汚よごした者と、機械油に汚した者とが賭かけ将しよう棋ぎに興じたり、ジェンガを積んだり、日誌を書いたり。

「……王子がいないとほんと静かだなー」

　元より車馬隊は裏方である。縁えんの下の力持ち。自らが戦場に立つこともなければ、式典に並ぶこともない。日々、馬たちを世話し、同じようにオートモービルを整備する。

　ある意味、侍じ従じゆう隊より吞のん気きな部隊である。

「今はヴェロニカだって？」

「そうそう、なんか難しい交こう渉しように行ってるらしいぜ」

「交渉ねぇ……マヒロ王子は根がいいからな。騙だまされたりしてなきゃいいけどな」

「ああ。女の子にちやほやされれば、一発でコロリだ」

　わはははは。

「ヴェロニカっていえば、そろそろキャラバンレースの時期だろ。一度くらいナマで見てみたいよなぁ……」

「ま、今は無理にしてもだな……いずれうちの車馬隊でチームを組んで、いっそ参加しちまうってのはどうだ？」

　おお〜……。

「そうすりゃ確かに、うちの評判は鰻うなぎ登のぼりだ」

「しかしコケればただのタコだ」

「優勝できなきゃ意味はねえか……」

　う〜ん……。

　取り留めもない夢物語に、一同して首を捻ひねったり溜ため息いきしたり。弾はじけるようにドアが開いたのはその時である。それらを取り仕切るサングラスの壮そう年ねん、車馬隊長がぜえはあと。

「どっ……どうしたんすかおやっさん、そんな血相変えて……」

「はぁっ、はぁっ、喜べてめえら……うちの王子がやってくれたぞ！」

「「「は？」」」

　全く事情を飲み込めない彼らに、隊長が手にした伝報を突つきつけた。

「いいからコイツを見ろってんだ！」

　一人がそれを受け取り。

「えーとなになに……発、ミスマルカ王国第一王太子、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト。宛あて、ミスマルカ王国車馬隊の諸君。突とつ然ぜんだが五日後のキャラバンレースに参加することとなった。ついては他チーム及およびオフィシャルからの妨害が予想され、余がもっとも信しん頼らいする諸君らに機体の整備を願いたい……？」

　察しのいい何人かは、そのときすでに目を輝かがやかせ始めていた。

「隊長、これってつまり……!?」

　にたり、隊長はさらに年とし甲が斐いもなく口元を弛ゆるめて見せた。

「おうよ！　俺たちミスマルカ王国車馬隊へ、王太子殿でん下かから直々の出動命令だ！」

　うおおおお!?　と歓かん喜きが渦うず巻まく。

「日の当たらねえ俺たちにこんなチャンスをくださった王子のためにも、天下のキャラバンレースで勝ち名乗りを上げてやろうじゃねえか！」

「当たり前じゃないっすか、これがミスマルカ王国車馬隊のデビュー戦っすよ！」

「やべえ、やっぱあの王子すげえぜ！」

「キャラバンレースだ！　ライナーだ！」

「まじかよ、俺二十リッタージーゼルなんて初めてだぜ！　ハァハァしてきた!!」

「で……誰がドライバーなんだ？」

　一人が述べた根本的な疑問に、全員で我に返る。車馬隊の右から左まで、乗れといわれれば馬もマシンも大たい抵ていのものは乗りこなせるが、レースに出られるほどの技術となれば、とんと疑問。しかもキャラバンレースで用いられるのは、『ライナー』と呼ばれる全長二十メートル近い大型トラックである。

　書面を見直すが、それについての指定はない。

「陛下より了りよう承しようを頂いて来ました」

「「「おわ、侍従長っ!?」」」

　突とつ如じよ隊長の横に現れた女へ、一同一いつ斉せいに起立、敬礼。

　その女、エーデルワイスはメイドの姿をしているが、将軍である。非武装でツナギを着てはいるが、彼らは一いつ般ぱん兵卒である。だからエーデルワイスは、彼らにしてみれば口を利きく機会もないほどエライのである。

「また、ゼムン王のお取り計らいにより、急行列車が用立てられました。出立は明朝六時。ヴェロニカには明後日に到とう着ちやくの予定です。何か質問は」

　隊長を除いた全員、敬礼のままで首を振ふる。

　車馬隊長は呆あきれ嘆たん息そく。

「ああ、ところで侍従長よ。こいつに単車一台持ってこいってあるんだが……王子は一体何に使いなさるおつもりで？」

「さあ」

「それともう一個。俺も気になっちゃいたんだが、誰がドライバーだ？」

「わたくしですが」




　……。




　…………。




　!?




「何か」

　冷ひや汗あせ半分、隊長は代表して述べた。

「いやな、侍じ従じゆう長……ライナーってのは、うちのメルツェデスとはちょいと桁けたが違ちがうんだが……」

「ステアホイルとアクセルペダルくらいついているのでしょう」

「そりゃ、まあ、そうだろうが……」

「では問題ありません。それより明朝六時出立の件を忘れないように」

「は……はぁ。了りよう解かいで……」

　隊長が気の抜ぬけた敬礼を返す頃ころには、エーデルワイスの足音はツカツカと遠ざかりつつあった。

「……メイドってそこまで完かん璧ぺきな生き物なんすか、隊長」

「馬ばっ鹿か野や郎ろう、俺に聞くんじゃねえや……」
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　二日後。

　王子が呼んだという車馬隊の面々がサフィナ領家近くのとある整備工場に集まり、午前中からやいのやいのと車両をいじり始めていた。

　通常のトラックとの違ちがいはいくつか。

　まず、何といっても大きい。横よこ幅はばは三メートル近く。長さは荷台の種類にもよるが、十八メートル前後が普ふ通つうだとか。もちろん高さもある。運転手その他クルーが乗り込むキャビンスペースのシートは三人掛がけの前後二列。トラックの頭の部分だけで、ゆったり六人が乗れる勘かん定じよう。

　だが最大の特とく徴ちようは、そのキャビンスペースの上にしつらえられたタレットと呼ばれる物見台だろう。元は外敵をいち早く発見、対応するためのものだが、今では銃じゆう座ざや法座に改造するのが当たり前らしい。無骨な装そう甲こう板による囲いが、陸路の王者に与あたえられた冠かんむりのようでもある。

　で、当然のことながら車馬隊の中でも特に機械方面に強い連中が集まったようで、隊長はともかく、若い連中は『大きいクルマ』というだけで鼻血でも噴ふき出しそうなほど興奮しまくっている。要はマヒロのバイクを囲んでハァハァ言ってた連中だ。

「馬の方があったかいし、目が優やさしいし、毛づやも綺き麗れいだし、脚あしも長くてカッコイイと思うんだけど……」

　というのがパリエルの感想。対し、ある若いの曰いわく。

「かーっ、これだから女の子はなーっ！　ジーゼルエンジンの方がよっぽど熱いぜ!?」

「ヘッドライトもツヤツヤだしな！」

「ああ、このクロスメンバの溶よう接せつ痕こんのなまめかしさったらないぜ！」

「十四プライタイヤでかすぎ超ちようかっけーっ!!」

（う〜ん、やっぱりみんなヘンタイだ……）

　うんうん。

　邪じや魔まをすると食い殺されそうな勢いなので、パリエルは頷うなずきながらそっとその場を離はなれた。

「……で。エーデルワイス様が運転するんですか？」

　様子を見守るエーデルワイスの瞳ひとみだけが、ちらとパリエルを見やる。

「何です」

「いえ、意外だなーって……」

　普ふ段だんからよくわからない人だが、あのデカブツを本当に運転できるのだとしたら……もっともっと隠かくされた秘密がありそうな気がする。

「侍従長」

　何やら分解したパーツを調べていた車馬隊長が、クリップボード片手に戻もどってきた。

「いかがでしたか」

「一通りばらしてみたが、王子のお察しの通りだ……こっちゃあわざと調子が落とされてやがる。噴ふん射しやポンプにタイマー、ガバナ、挙げ句の果てにはインシュレーターときやがった。どれもちょいとずつだが、合わせりゃ何割かの馬力ロスだろうぜ」

「ではナージュ卿きようのお言葉に甘えさせていただきましょう」

　ガレージには二台収まっている。エーデルワイスが今言ったナージュ領から取り寄せられたトラックと、このサフィナ領で調達されたトラックと、だ。

「調整するだけならそんな手間じゃねえが？」

「見えるだけでその程度です。見えない箇か所しよまで疑った方がいいでしょう」

「しかしフレームと足回りはこっちの方が新型でな、しっかりしてんだ。ちょいともったいねえ気がしてよ。なんなら、そっくり乗せ換かえっちまうか？」

「お任せします」

　マヒロから聞いたが、それもまた公こう爵しやくの言う『便べん宜ぎ』の一いつ環かんなのだろう。味方となりそうなチームには絶好調の車両を与え、そうでなければ不調のものを手配する。

（あのヒゲオヤジ……卑ひ怯きようっていうか、せこいっていうか）

　うんうん。

　よくわからないがわかったように頷きながら、パリエルはさらにその場を離れてガレージの外へ。

　前夜祭でお邪魔したサフィナ家は、徒歩数分、目と鼻の先である。戻ってみると庭の芝しば生ふで、いつも通りつまらなそうな勇者と、さらに退たい屈くつそーなそのお供が黄昏たそがれていた。

「暇ひまだわぁ……」

「まあ……夕焼けが綺麗ですしね」

「我が勇者、お出かけしてくれないの」

　七領祭は一週間続く。街のメインストリートはこのサフィナ領に限らず、どこもそれぞれの特色ある催もよおし物で賑にぎわう。そんな中遊びにも行けずこうしてダラダラしているのが耐たえられない気持ちはよくわかる。トラック一台であれだけ盛り上がれる連中の方が、どう考えてもおかしいのだ。

「王子様は王子様で、どこまで行っちゃったのかしらねぇ……バイクに乗って、びゅーんって」

「さあ……また変なところに行ってなきゃいいですけど……」

　車馬隊の面々が、マヒロの要よう請せいでバイクを一台持って来たのである。マヒロは何やらレースに向けての準備があるらしく、パリエルが止める間もなく。

「……護衛さんも大変よねぇ」

「全くです……あれだけ言ったのに聞いてくれないんですから」

　あれに乗って行かれたのではこの広いサフィナの街中、探そうったってそうはいかない。まあエーデルワイスが今回は大だい丈じよう夫ぶだろうというので、大丈夫だとは思うのだが。




　　　　◆




　その王子。駅裏の裏通りに来ていた。駅前のメインストリートと比べれば、賑やかさのトーンが下がる場所である。そんなちょっとうらぶれた場所なので、お祭り騒さわぎに乗じて並ぶ露ろ店てんも、バッタ品からパチものブランド品まで胡う散さん臭くさいことこの上ない。

　マヒロが訪おとずれたのは、中でも一ひと際きわ怪あやしげなマジックアイテムをずらり取り揃そろえた少年店主の店である。

「うちは真っ当なお店だよ？」

「噓うそつけエミリオ。どう見ても君の店が一番異い彩さいじゃあないか」

　しかも今日はフード付きの黒い魔ま導どうローブにすっぽりと身を包んでおり、より雰ふん囲い気きが際だっていた。

「だいたいなんだ、このラブラブリングというベタな商品は」

「それをお互たがいの腕うでに着けた者同士は生しよう涯がい結ばれるっていう、そういう奇き跡せきのアイテムさ。王子も一つどう？」

「余の目には、手て錠じようにピンク色のペンキを塗ぬっただけに見えるんですが」

「……いやぁ、実は合いカギなくしちゃってね……」

　リサイクルの精神、リユースの心。物を大切にする行き過ぎたそれを、人は時に商しよう魂こんと呼ぶ。

　さておき、七領祭という一大イベントにそんな魂たましいを持った彼が食い付かぬはずもなく、雑貨屋エミリオ・サフィナ出張所はそうして健けな気げに営業中なわけである。

「国を出る前にうちの出店場所聞いてたけど、実際やって来たってことは……？」

「ああ、ちょっと厄やつ介かいごとだ。明後日あさつてのキャラバンレースまでに……えーと。これを頼たのむ」

　ポケットから、品物と、お届け場所を指定したメモを渡わたす。斜ななめ読みするように、エミリオの視線は上から下へ。

「……あのさぁ、王子。そりゃお金がもらえるなら用意するけどさ。今度は何するつもりだよ。暴力は嫌きらいじゃなかった？」

「キャラバンレースに出る」

「え？」

「というかキャラバンレースで優勝する」

　これにはさすがのエミリオも面めん食くらった様子だった。

「……王子、本気で言ってる？」

「失敬な。余はいつだって真しん剣けんに生きていますよ。なんならスポンサーとして、君の店の名前をでっかくトラックに書いてやってもいい。なんせ優勝だ、あはははは」

　とフランクに笑うマヒロ。エミリオの顔に商人の色が浮うかんだ。

「……広告料、いくらくらいかかる？」

「そこに書いてある物用意してくれれば、トントンでどうだ」

「乗った」

　商談成立の握あく手しゆ。

　そんな折、やはりキャラバンレースに参加するらしい一団が和気あいあいと、マヒロの後ろを通りすがった。

「いやあ、よかった、本当に助かったよ！　ちょうどディフェンダーが足りなかったところなんだ！」

「いいえ、こちらこそ。遅おくれて昨夜来たものだから、どこのチームにも入れてもらえなくて困っていたのよ」

「まさか虹こう剣けんのシーナ・ミルローザが仲間に入ってくれるなんてなぁ！」

「ああ、まるで夢のようだよ。これで今年の優勝は俺たちで決まりだな」

　ふーん……。

「王子。あれって……」

「ああ、来ているって噂うわさを小耳に挟はさんでいたんだけど、こりゃビンゴだ。ちょっと行ってくる」

　チームに定員は定められていないが、キャラバンレースには定石のような配役がある。トラックを運転するドライバーと、車両を整備するメカニック。積み荷を敵から守るディフェンダーと、必要であればその危険を排はい除じよするためのアタッカーだ。

　そうして荒あら事ごとが起きるのが必定となれば、怖こわいのが帝てい国こく側の陣じん容ようである。アタッカーであれディフェンダーであれ、タイミング的に件くだんの魔法戦隊が絡からんでこないとは考えにくい。

　戦力は、あればあっただけ良いはずだ……そう思ってマヒロは、シーナの行く手を遮さえぎった。

「やあ、よかったよかった、やっと見付けましたよシーナさん」

「なっ……」

　突とつ如じよ目の前に現れた知った顔に、シーナが凝ぎよう然ぜんとなった。

「もうどこ行ってたんですか、探してたんですよ。さあ、これから二人っきりで夜明けまで語り合おうじゃないですか……二日後に控ひかえたキャラバンレースについて」

「な……な……」

　シーナは口をぱくぱくさせるばかり。突とつ然ぜんのことに思考が追い付かないか、もしくはどこから突つっ込んでいいかわからない。まあそんなところだろう。

「何だこのガキ、突然出て来たと思えばわけのわからんことを……！」

　皆みなまで言わせず、マヒロはシーナの肩かたをこれ見よがしに抱だき寄せた。

「フッ……君たちこそ、マイラバー（私の恋こい人びと）に何の用だい？」

「「「まっ、マイラバー（私の愛人）だって!?」」」

　ぎょっとしたのはシーナである。

「ちょっ……王子様、突然なにをっ……!?」

「「「私の王子様っ──!?」」」

　雷かみなりに打たれたようなショックを受ける一同へ向け、シーナは慌あわてふためき、飛べない鳥のようにバタバタと手を振ふってみせる。

「い、いえ、違ちがうの、あの、これはっ……！」

「ひっ……ひどいや、俺たちの純情を弄もてあそんだんだな!?」

「そりゃそうだ、アイドル勇者なんて呼ばれるような人が、まともに俺たちの相手なんてしてくれるはずがない……」

「儚はかない夢だった……」

「ああ、行こう行こう……」

　かくして取り巻きたちは面おも白しろいように立ち去り、残されたシーナとマヒロの間を、ヒュウと冷たい風が吹ふき抜ぬける。

「な……な……なんなんですか急に突然っ!?」

「あわよくばシーナさんに付こうとする悪い虫を追い払はらっただけですとも」

「どっちがっ!?」

　憤ふん懣まんやるかたない勇者を連れて、エミリオの露ろ店てんまで戻もどってくる。

「見たまえ、エミリオ。戦闘要員を確保したぞ」

「お見事。これなら優勝って話もまんざらでもなさそうだね。広告の件、よろしく」

　名高いＡランク勇者の参戦に、エミリオも期待でほくほく。

「ちょっ……何なんです王子様、事情がさっぱりわかりません！　私はレースの賞品が件の紋もん章しようだと聞いて、連合のためにそれを手に入れようと……！」

「なら尚なおのことよかった。もちろん詳くわしい話を聞かせますよ」
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　またぞろ上着を脱ぬいでシャツ一枚になったジェスが、ストレッチなど始めていた。彼は暇ひまになると、よくそうしたり、指立て伏ふせやら懸けん垂すいやらもやっていた。で。

「……ねえ、私と手合わせしよう」

　パリエルがそう言うと、決まって彼はめんどくさそうな顔になり。

「やらねえ」

　と、言う。

「そんな基き礎そ体力ばっかり付けたって、いざというとき何の役にも立たないんだから。経験を積まなきゃ。ほらほら、立って立って」

　正直パリエルも退たい屈くつで、促うながすのだが……。

「師し匠しようにな」

「え？　師匠って……前に馬車で言ってた人？　詐さ欺ぎ師しの？」

「……」

　ジェスは無言でストレッチを再開。

「あ、いや、うそうそ。でも……実は尊敬してたりするの、その師匠って人」

「……よくわからねえ人だったが、とりあえず強かったんでな。言い付けは守るようにしてんだ」

「何それ。手合わせはするなって？」

「ああ。だからほっといてくれ」

　それもなんだかおかしな話だ。

　聞こうとした矢先、館やかたの中からチカに従うように、マダムと、コウと、使用人らが現れた。茜あかね混じりの青空の下、キセル片手のマダムが穏おだやかな声で言う。

「天気もいいし、みんなと大勢で食べたいって、お嬢じようがね」

　チカは微笑ほほえみ、こくりと頷うなずいた。

　そして大人たちは会食の準備をし始めるコウを先頭に執しつ事じたちが椅い子すやテーブルを、メイドらは食器類を。

「で……ジェス君ね」

　一体何をどう習ったのか、不思議で聞いてみる。

「手合わせもなしに、訓練も稽けい古こも師匠もあったもんじゃないってば」

「……稽古の経験は、何度やっても稽古の経験だそうだ。町の道場で強くなりてえならそれでもいいらしいが、殺し合いの経験てのはそうじゃねえらしい」

「実戦経験、ってこと……？」

　言って、パリエルは、また何を馬ば鹿かなと失しつ笑しようした。

「よくいるけどね。そういうカッコイイ言葉が得意な、口先だけの剣けん士しも。それに殺し合いだけが剣術じゃないよ」

「なら、てめえの腰こしにぶら下がってんのは何のための剣だ」

「私のは、守るための……」

　言いかけて、気付く。

　そのための訓練は積んでいる。だが、実際にそれで何を守ったかと聞かれれば。

（そっか……）

　そうした実戦の経験はほとんどない。口先だけは自分の方かも知れなかった。自分の護衛対象は王族だ。無論、それが狙ねらわれ近この衛えが出るというのは、あるまじき危機的状じよう況きようである。今まででならば、有り得ぬ話だった。

　だが戦争が始まった今、実際にその状況は起きてしまった。帝てい国こく三番姫きは、現実にマヒロの喉のど元もとへ切っ先を突つき付けた。自分はそこに及およぶべくもなく、ただ茶番のように彼女が率いた銀ぎん髪ぱつ鬼きの前に敗れ去った。

　相手が大陸最強だったから、などと甘えた言い訳はもう通用しない。敵が王族に迫せまることがあるまじき状況であるならば、それを可能たらしめる敵は、当然そうしたあるまじき力を持っているということ。それがわかっていて勝てないのなら、護衛など端はなから必要のない話……。

（でも……護衛が実戦経験を積むなんて、ほんとはあっちゃいけないこと……）

　ならば今の自分は、何ができるのか。パリエルは深いジレンマに落ち込んでいく。とどのつまりは日々の鍛たん錬れんにより、それを少しでも補っていくしかないのだが、それにも限界があるだろうことも薄うす々うすは感じていた。

　もはや経験云うん々ぬん以上に、才覚の問題であるほどに。

　パリエルが考え込んでいると、いいとこ準備が整ったのか、黒いスーツで筆頭執事のようなコウがやってきた。

「皆みなさんはまだ工こう場ばの方でしょうか？　でしたら私が呼んできますが」

「えっ……あ、いえいえ、それなら私が」

　うじうじ悩なやんでいても仕方ない。気分転てん換かんにと、パリエルは踵きびすを返した。

「じゃ、あたしも散歩ついでに護衛さんと行ってこようかしら。我が勇者は？」

「行かねえ」

　そんな素っ気ない返事にも慣れたように、パリエルとエミットは行ってしまう。コウはまたテーブルをしつらえた付近へ戻もどっていき、マダムと共にささやかな歓かん迎げい会場作りに余念がない。

「……あ？」

　ジェスがふと気付くと、目の前には、まだチカが残っていた。

『剣のおケイコはしないんですか？』

　パリエルと同じことを言う。

「必要ねえ」

　言うと、文字を書き換かえない代わりに首を傾かしげる。隻せき眼がん。隻せき腕わん。白髪しらが頭。珍めずらしい見かけであることはジェスも自覚していたが、どうしてそう中身のようなことまで根ね掘ほり葉掘り聞いてくるかがわからない。
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『経験は大事だといいます』

「ああ」

　喋しやべってるうちに気が殺そげ、やれやれとジェスは胡座あぐらをかく。

　それと……少女はパリエルやエミットのように、ギャアギャアとやかましくないのが良かった。あいつらはこっちが口下手なのを知ってか、知らずか、頭の中で言葉をまとめているうちに、また別な質問を投げてくる。

　対してこの少女は、フェルトペンの音が耳に心ここ地ちいいくらいだった。

「さっきから聞いてただろ。稽古の経験と殺し合いの経験てのは違ちがうらしい」

　パリエルは、途と中ちゆうで何か思い悩んでいたようだったが、守るための剣であるなら、それでも良いとジェスは思った。ただ、自分は師し匠しようからそう教えられただけの話なのだ。

　逆を言えば自分は殺し合いの経験しかなく、相手がいないこともあって稽古などしたことがなかった。だから、「らしい」、としか言うことができない。

『いきなり実戦だと、殺されるかも？』

「なら……それまでってことだろ」

『マ王を倒たおせなくてもいいんですか？』

「魔王以外に殺されるような奴やつが、魔王を殺せるかよ」

　言って、また普ふ段だんと違う自分が出ていることに気付き、ジェスは気を落ち着かせる。が、チカはそれを気にした様子もなく、また書く。

『どうすればあなたみたいに？』

「あ？」

『強くなりたい。私は弱い』

　それから意を決したようにこう書いた。

『ひょっとしたら私は、おじを殺さなくてはいけない』

「……」

　向こうで会食の準備をする誰だれにも気付かれぬうちに、その字だけはすぐに消されてしまった。マヒロから、家いえ柄がらによる複雑な問題とは聞いていたが。

「……くだらねえ。馬ば鹿かな真ま似ねはやめとけ」

『でもそうしないとヴェロニカが』

「いいじゃねえか。帝国でも連合でも」

『紋もん章しようはいりませんか？』

　パリエルか、エミットか、マヒロか。誰かから聞いたのだろう。

「ああ。オレが欲ほしいのは聖せい魔ま杯はいだ」

　そういえばこんな話、マヒロたちにはしていなかった。

「ミスマルカにあるってんで、成り行きでマヒロたちと一いつ緒しよにいるだけでな。紋章なんてのはどうでもいい」

『でも紋章が帝てい国こくの手に渡わたったら、セイマ杯はいも帝国のものになります』

「なら帝国にもらいに行くだけだ」

　難しそうな顔でさらに書く。

『この大陸が帝国のものになっても？』

「どうでもいいだろ」

『そのせいで大陸の平和が脅おびやかされても？　大勢のひとが死んでも？』

「……」

　なんというか。

　それがパリエルたちなら責める勢いでそう言うのだろうし、自分も途中で鬱うつ陶とうしくなって口を噤つぐんだだろう。だが書き文字故ゆえにその色はなく、何より、チカの目がそうは言っていなかった。子供らしくあどけない、純じゆん粋すいな好こう奇き心の目で、そんなくだらないことを問うてくる。だからジェスは、一度髪かみを搔かき上げてからこう言った。

「……大勢を助けることはできねえが、魔王一人ぐれえ殺すことはできるだろう」

　チカが、きょとん、と目を瞬またたかせた。

「そんな風に考えてるだけだ。できるできねえはともかくな」

「……」

「マヒロもそうだ。あのアホは戦争なしに大陸を平定するとか抜ぬかしたらしい」

　さらにきょとん。

「パリエルの奴は、そのアホを真まに受けて護衛やってるって言うしな。そんなもんだろ。思うだけなら勝手だ。やるやらねえも勝手だ」

『シスターは？』

「知らねえ」

　……。

『ありがとう。なんとなくわかりました』

「そうか」

　チカが何かに悩なやんでいたのはわかるが、今の会話で何がわかったのかまでは。

『目や腕うでが欲しいと思ったことはありませんか？』

「ああ。無くしたその日から毎日毎日、朝から晩までな」

　ジェスは不思議と穏おだやかな気持ちになって、そう言ってやった。すると少女は、どこかほっとしたように柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　周りには当たり前のようにそれらを持っている者がいて、そして自分たちにはそれがない。お互たがいに無くしたものは違うが、無くした者同士の共感だった。

『久しぶりに、たくさんお話をしました』

「ああ。オレもだ」

　日が、町並みの向こうに沈しずみ始める。

　正門の方からはパリエルやエミット、エーデルワイスと共に、緊きん張ちよう半分の車馬隊の面々がぞろぞろと。

『ごあいさつしてきます』

「ああ」

　チカが元気に駆かけていく。それを受けて代表らしい幾いく分ぶん歳としのいった男が先頭に立ち、部下らしい若い者たちに頭を下げさせている。

　入れ替かわり、パリエルとエミットが戻もどってきた。シスターの方が妙みように嬉うれしそうな顔で言う。

「ねえねえ我が勇者、実は子供好き？」

「……あいつが人見知りしねえだけじゃねえのか」

　この姿を見て、物もの怖おじしない奴やつがおかしい。子供だろうと大人だろうと、気味悪がるのが普ふ通つうだ。

「へー、ジェス君、ひょっとしてずっとチカ様とお話してたの？　どんなお話してたの？　やっぱり王子のこととか？」

「……」

　だから、質問が多すぎるというのだ。

　チカのように、大切に、嚙かみ締しめるように言えばいい。

　パリエルが諦あきらめて嘆たん息そくした頃ころ、妙な声が聞こえた。

「何かしら？」

「悲鳴……ですよね？」

　エミットの言葉にパリエルが相づち。

　悲鳴なのだが、近付いてきている。しかも結構な勢いで……と思った次の瞬しゆん間かん。

「きゃあああああああああああああっ!?」

　庭先に猛もう然ぜんと突つっ込んできた一台のバイクが、玄げん関かんへの石いし畳だたみを横よこ滑すべりしながら急停止した。

「ただいまっと！」

　嬉き々きとしてゴーグルを上げるマヒロの後ろで、悲鳴の主らしい女勇者が凍こおり付いていた。

「……シーナじゃねえか」

　幾分顔が引きつっているが、間ま違ちがいない。

「ああ、お願いしたら喜んでこっちのチームに入ってくれるって」

「お願い!?　喜んで!?　どの口がっ!?　根も葉もないスキャンダルを書き立てられる身にもなっていただけません!?」

「噂うわさのアイドル勇者、謎なぞの美少年と密会！　お相手は某ぼう国こくの王子様!?……とかそんな感じですか。下世話な大衆が喜びそうな話ですね。いやいや困ったものです。あはははは」

「こっ、のっ……どうしてあげればいいのかしらっ……!!」

「うん、だから殴なぐってもいいんだよシーナ」

　とパリエルが勧すすめるのだが、そう簡単には手を上げないのがさすが名うてのＡランク。

「でまあ余はここまで目一いつ杯ぱいに飛ばしてきたわけですが、予想通り振ふり落とされまいとしっかり抱だき付かれたにもかかわらず、鎧よろいを着けているので肝かん心じんの感かん触しよくがわかりませんでした。パリエルよりはあると思うのになー。いや、何がとは言わないけどね。ちぇっ」

　さすがに殴られた。もちろん二正面から。
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　網あみ焼やきに鉄板焼きに。

　幾いく人にんかのシェフが香こうばしく焼き上げた端はしから、執しつ事じやメイドらがテーブルまで持ってきてくれる。それなら面めん倒どうな作法も必要ないとあって、車馬隊の面々も普ふ段だん食べられない高級食材に感激しつつ、思うさま舌した鼓つづみを打っていた。

　対照的に、貴族や王室相手のクエストも多くこなしているシーナは、この手のもてなしにも慣れているのだろう。食べるのはほどほどにナイフとフォークを置く。

「……つまりあの王子様が勝たない限り、紋もん章しようはヴェロニカと一いつ緒しよに帝てい国こく側へ流れてしまうというのね？」

　チカやコウたちと一緒に別テーブルを囲んでいるマヒロを見ながら、パリエルは首しゆ肯こう。

「正直、王子の独断で進めていいような話の規模じゃないと思うんだけど……」

　シーナが強い声で言う。

「当然でしょう!?　今の大陸を色分けしたら、絶対中立の教団を除けば連合、帝国、そしてこのヴェロニカの三つしかないのよ？」

　ヴェロニカがどちらかに付く。それは即すなわち、均きん衡こうを保っていた天てん秤びんが傾かたむくところまで傾いてしまうということだ。それこそ、ミスマルカの王城で日夜開かれている会合で取り上げられるべき問題。

　シーナがエーデルワイスへ険しい視線を向ける。

「侍じ従じゆう長、お国では、陛下はそのことを聞かれても何も？」

「ええ。そのような事情は伝報には記されてありませんでしたので」

　……え？

「あれ？　じゃ、エーデルワイス様や車馬隊のみんなって……」

「陛下を始めカイエン宰さい相しよう以下、殿でん下かがレースに参加したがっている、程度の認にん識しきです」

　……そうか、とパリエルは思い至る。

　紋章はともかくも、たった一レースにその一大勢力の行方ゆくえまでが懸かかっているなど、誰が思うだろうか。むしろ真実を言ったところで、相手にもされない可能性が高いのではないか。ましてやバイク好き、ひいてはスピード好きのマヒロのことなのだ。ならば「ただレースに出てみたいから」、そっちの方がよっぽどマヒロらしく、合が点てんがいく。

「……パリエル、今の話は事実なのですか」

「あ、はい、エーデルワイス様……私も王子から聞いただけですけど、でも……」

　チカ、マダム、それにコウ。三家の領主が揃そろってマヒロと意気投合しているのは、誰だれの目から見ても明らかだ。そして実際、車両や整備のための工場も用意してくれている。

　シーナは呆あきれ口調。

「……やっぱり、ことの重大さがわかっていないんだわ。あの要よう塞さいのときもそう。なんでも自分一人でどうにかなると思ってるんじゃないかしら」

「誰も頼たよれねえだけじゃねえのか」

　言ったのは鶏とりもも肉の炭火焼きをがっついていたジェスだった。思いがけぬところからの発言に、シーナが不思議そうな顔をする。

「どういう意味？」

「あんときなんで俺たちが集められた」

　一ヶ月前、リーゼルらと共に王に謁えつ見けんしたときのこと。

「……紋章を集めるために、でしょ？　唯ゆい一いつ封ふう印いんを解除できる王子様の、旅の安全を確保する勇者を選せん抜ばつするために」

「ああ。だがいざこうして旅に出てみりゃ、本当にお供がオレたちだけしかいねえんだ。しかも肝心の勇者ってのが、オレみてえな三流だ……だったらどこの軍隊でもなんでも使やあいいじゃねえか、って思ってな。こないだマヒロに聞いてみた」

「……彼は、なんて？」

「紋章と聖せい魔ま杯はいってのは、どの国も欲ほしがってるらしい。だからミスマルカとしちゃ、どの国にも借りを作れねえそうだ」

　シーナが目を瞬またたかせる。

「どの国も欲しがってる……って」

「それさえありゃ聖せい魔ま王おうになれるかも知れねえ。天下を取れるかも知れねえ。結局、どの国も自分の物にしてえらしい」

　事実、紋章に関してヴァリオが公言してしまったあの前夜祭の後、連合を始めとした各国からレースの参加希望が相次いだという。表向きはマヒロのチームを勝たせるための全面支し援えん、ということになってはいるが……。

「何よそれ……だって連合は帝国に打ち勝つために……」

　シーナの表情が、パリエルには痛ましかった。マヒロやカイエンから連合の内実を聞かされたときの自分と、同じ気持ちだったのだろうから。

「あんときのリーゼルも、ひでえ顔をしてたじゃねえか。失望させねえようにオレたちには言わなかったが、そういうことらしい」

　そして光の御み子こは会合の席で、まさに今シーナが思ってるような理想、それとはあまりにかけ離はなれた現実から来る憤いきどおりをぶつけ……知ったような顔をするリアリストどもに嘲あざけられる。

　悩なやみ、思い詰つめるリーゼルの表情を思い起こしたのだろう。シーナの視線が、そのままこちらに向けられる。パリエルは控ひかえめにだが、頷うなずくしかなかった。

「うん。私も、ひどいと思うけど……でも王子も、カイエン様も、それが政治だって……」

　シーナが拳こぶしを握にぎった。

「……そう。馬ば鹿かみたい。馬鹿よ。世間にはあれだけ自由のため、平和のためにって……今は中原のどの町に行っても、みんなそれを信じて……だから私だって……！」

「ああ。ならそれでいいじゃねえか」

「え……？」

　シーナはジェスの言葉に瞬まばたきした。

「オレたちは勇者だ。自分が正しいと思ったんなら、誰にも遠えん慮りよすることはねえ。偉えらい連中の考えることなんざ、知ったこっちゃねえだろう。こっちのバックには、天と光と神様がついてんだ」

「ジェス……」

　シーナが呟つぶやく。ショックを受けた彼女を、不器用だが彼なりに勇気づけようとしたのだろうか。意外そうなシーナだったが、次には力強く頷く。

「そうね。あなたの言う通りだわ。私たちの正義は誰にも邪じや魔まできない。させたりするもんですか」

「我が勇者、超ちよう々ちよう勇者らしーっ！　もう、言うときは言うんじゃないのさっ♪　あたしもお供として鼻が高いわぁ」

　台無しだ。何かわからないけど、酔よっぱらいが口を開いたせいで台無しだ。

　ちなみにもう六杯ぱい目だ。

「我が勇者、天とか光とか神さまのこと信じてるのね」

「……悪いか」

　否定しないジェスの頭を、嬉うれしそうにぽんぽん撫なでるエミット。ジェスは鬱うつ陶とうしげにその手を払はらい除のける。

　実はパリエルも少し驚おどろいていた。しかし前にもリーゼルに対し、神様からもらった最強とかなんとか。何もかも斜はすに見ている風だが、案外、信心深いのかもしれない。

「……それにな。レースでオレたちが勝てば、紋もん章しようはマヒロのもんだ。少なくともオレは、それ以外の誰にも渡わたすつもりはねえ」

　まあ、こっちの方が彼らしい。

　初めて会ったときこそ、そのあまりの壊こわれきった様子に戸と惑まどいもしたが……いざ目的が合がつ致ちしたときの頼たのもしさといったらない。

「ささ、そうと決まったら！」

　エミットがジョッキを掲かかげる。パリエルも勢いグラスを掲げる。

「レースの優勝目指して！」

　シーナも合わせ、

「その先にある、打だ倒とう帝てい国こくのために！」

　ジェスとエーデルワイスが静かに見守っていたが、エミットはジェスに、パリエルはエーデルワイスにグラスを持たせて。

「「「かんぱーい!!」」」

　そこへやってきたのがマヒロだった。

「やぁやぁ盛り上がっているじゃないか。その調子でレース本番も頑がん張ばってくれたまえ、諸君。余も全力で応おう援えんするからね」

「「「は？」」」

「いや。だから応援しますよ、って」

　パリエルは慌あわてて問いただした。

「レースに出るんですよね!?」

「うん、君たちがね」

　ちょっとちょっと？

「言い出しっぺが乗らないってどういう……！」

　し、とマヒロは人差し指を立てた。

「僕が乗っていると思わせるだけでいい。それに実際に余が乗り合わせたところで、戦力にはならないだろう？」

「それは……」

　言いかけるが、何か策がある様子だった。

　しかし戦力という言葉が引っかかったのだろう。シーナが言う。

「ねえ、例の……王子様に剣けんのお稽けい古こさせるって話は？」

「あ〜、それが……私が言っても聞いてくれないし、そもそも勇者のジェス君に稽古する気もないし」

　あの時王様と交かわした、勇者に捕つかまったら剣の稽古をするという約束。うやむやのうちにグダグダになってしまっていた。

「紋章は探すが、マヒロの身までは守れねえって条件だった」

「あ〜あ、余もシーナさんが手取り足取り教えてくれれば明日にも中原を代表する剣けん豪ごうになろうというのに」

　シーナは項うな垂だれ、パリエルは嘆たん息そく。

「だからなんで私じゃ不満なんですか」

「君の場合は手足が飛んでくるだけだろう!?」

「剣の稽古に蹴けったり殴なぐったりしませんよ!?」

「じゃあ君は身体からだと身体を密着させた手取り足取りの最中に余が胸の感かん触しよくがもの足りんなもっと精しよう進じんしたまえＨＡＨＡＨＡとか言ったらどうするつもりだ!?」

　ボカッ。

「……ほら見ろ」

「いいから表出ろてめえ」

「既すでに庭じゃないか!?」

「芝しば生ふが汚よごれたら失礼じゃないですか」

「何で汚す気だ、何でっ!?」

　やいのやいの言い合う二人に、シーナがさらに頭を抱かかえ、ジェスとエーデルワイスはいつも通りの無関心。そこで真打ち、スーパーシスターのエミットさん曰いわく。

「素す手ででの護身術くらいなら、あたしが教えてあげよっか？」

「へ？　エミットさん、何かできるんですか？」

　いつも飲んだくれてるばかりなので、ちょっと意外だった。

「ん〜、まあ僧そう兵へい術くらいは簡単にね」

「へぇ〜！　じゃあ王子、今度からそうしてもらいましょう。剣じゃなくて徒手格かく闘とうの僧兵術なら、必要以上に相手を傷付けたりすることもないですし」

　教団領には魔ま物ものを殲せん滅めつするための軍のように聖騎き士し団があり、一方で人による暴力を鎮ちん圧あつするための僧兵団がある。それが扱あつかう僧兵術とは、信徒らが『汝なんじ殺すことなかれ』の文もん言ごんに従い、盗とう賊ぞくなどを殺あやめることなく自衛するために生まれたもの。暴力を許さないマヒロの考え方に沿うものだ。

　本物の僧兵術は補助系魔法まで組み合わせることで初めて完成すると言うが、その基き礎そにあるのは、旧文明の時代に生み出された実じつ践せん的な種々の格闘術である。

「うっふっふ〜、どうどう、王子様。お姉さんがあんなこともこんなことも、手取り足取り教えちゃったりなんかするわよん♪」

「女の子じゃなきゃ、やだ」




　……。




「汝上等じゃないちょっと裏行きましょうか。いやあたし別にそんな遠回しに年とし増まとか言われたって気にしないんだけど神さまが汝に大事なお話があるって言うんだから仕方ないわよね」

　エミットと一いつ緒しよに、パリエルも席を立つ。

「はい、というわけでよかったですね王子。さっそく僧兵術の神しん髄ずいを教えてもらえるみたいで」

「いやっ、なっ、ちょっ、待っ……!?　おーい、誰だれか助けて〜……」

　連れて行かれた。

「……だからどうしてあんなのがあのミスマルカの王子様なのよっ!?」

「オレが知るか」

　とジェスは言い。

「わたくしもです」

　と教育係のエーデルワイスまでもが言う。

　夜は更ふけていく。
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　そしてレース当日。その日は早朝から、勢いよく花火が上がっていた。何万という大勢が、その勇ゆう壮そう過激なレースイベントの開始を見守らんと、スタート地点であるサフィナ郊こう外がいの草原に詰つめかけていた。

　参加総数は過去最多の百三十九台。見み渡わたす限りのライバル、その外周を埋うめる人の波。圧あつ倒とうされそうなそれらに、パリエルは一度深呼吸。

「さすがにこう、見守られている雰ふん囲い気きっていうか、いっぱい人が集まってると緊きん張ちようするよね……」

「あら、意外と繊せん細さいなのね」

　とは、同じ後席の隣となりに座るシーナの言葉。冗じよう談だんめかしてではなく、本気で意外そうに言われたのがちょっと傷付く。

　一同はスタートを間近に控ひかえ、既に車両に乗り込んでいた。広々としたシートの前列には、ドライバーのエーデルワイスと、車馬隊長。後部座席にはパリエルとシーナ。上のタレットと呼ばれる物見台には、ジェスとエミットだ。

　しかし周りを見ればそれをさらに箱形の荷台の上にも並べたり、体当たりを考えてか側面に凶きよう悪あくなスパイクをあしらったすごいのもいる。逆に攻こう撃げき力より装そう甲こうを増やした、装甲列車みたいなのも。あたかも、多種多様なライナー級の見本市となっていた。

「他のと比べると、私たちの車はだいぶ見み劣おとりするけど……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「バランスで言やぁ、このクルマはスピード重視ってところだ」

　タレットに魔物駆く逐ちく用の機き関かん銃じゆうが一丁。定番ではあるが、このレースの中では珍めずらしいほどシンプルなクルマだった。車馬隊長はそんなシーナの質問に、大手を振ふって答える。

「あんな風に武装を増やせば積せき載さい量も、余よ剰じよう出力も減っていく。だからって無む駄だに馬力を上げりゃ燃費は悪くなっちまう……ま、幸いこっちにゃ、勇者が二人とミスマルカきっての腕うで利きき剣けん士しが乗ってるってことでな。なあ嬢じようちゃん」

「え？　はあ、まあ。頑がん張ばりますけど……」

　走ってる最中は出番がないだろうな、とも思うパリエル。チェックポイントでの乱らん闘とうが多いそうだから、腕を振るうとなればそこだろう。

「武装に手が回らなかった分、シャシとエンジンは逸いつ品ぴんに仕上げてあらぁ。あとは侍じ従じゆう長の腕一つって寸法よ」

　そのエーデルワイスも、白しろ手て袋ぶくろなど着けてハンドル握にぎり準備万ばん端たん。調子を確かめるようにアクセルを二度、三度と踏ふみ込んで、空から吹ぶかし。室内に伝わる地鳴りのような音と振しん動どうが、よく知らないパリエルにも、バイクなんかとの桁けたの違ちがいを感じさせた。

「どうでぇ、侍従長。リビルドとは言え、ヒノの二十リッタージーゼルだ。力ちから強づええじゃねえか、ええ？　インタークーラーターボまで付いてるからよ、燃費もいいぜ」

「……回りませんね」

　ちょっと肩かたすかしを食くらったような隊長。

「そりゃあ、侍従長よ……まあ、こんだけでけぇジーゼルだしよ」

「回らないのですか」

「だからそういうエンジンじゃねえ。トルクで走らせんだ」

「回らないのですね」

「おい、あんた……ほんとに大丈夫だろうな……」

　外では、全参加チームのゼッケンと名前が紹しよう介かいされていた。

《ゼッケン48番！　雑貨屋エミリオ協賛、可愛かわいいメイドさんチーム!!》

　なぜメイドが？　という雰囲気のどよめきが、四方八方から押し寄せてきた。あと、せいぜい頑張れよー、みたいな上から目線の生暖かい応おう援えんが近きん隣りんのチームから。

「ですってよ、パリエル。頑張ってね」

　自前の軽けい鎧がい姿のシーナが恨うらめしい。

　そう、メイド服である。

　横目に、エーデルワイス。

「……配はい置ち換がえを希望しているのですか」

「それは王子に聞いてください……」

　メイドさんチームなのにエーデルワイスだけでは誰だれも納なつ得とくしないだろうと、その格好である。ちなみに上のエミットも、シスター姿ではさすがにまずいと便乗してメイド姿である。というかあのアホはなぜそんな名前で登録したのか。そもそもなぜあのいかがわしい雑貨屋が協賛なのか。

　さておき、敵もわざわざ帝てい国こくなんて名前ではエントリーしていないだろう。だが、いまこうしてスピーカーで読み上げられている中にはいるのだ。やはり注意すべきはその相手の動向……。

《ゼッケン67番！　お茶目な魔ま女じよっ子と巫み女こさんチーム!!》




　　　　◆




「アホか!?」

「アホでーす」

　キャスティは鋭するどい目付きでニタニタ笑うばかり。沙耶香の言葉など、まるで楽しむ風。むしろ指さし、

「アンタのその怒おこった顔が見たかった！」

「がーっ!!」

　となる沙耶香。

「まあまあ、いいじゃないのさ。向こうさんだって可愛いメイドさんと来たもんだ。そうだろ、色男？」

「ええ、呆あきれたことに」

　呆れたことには、本国から整備士を呼びつけた割にこれといって剣けん吞のんな武装は施ほどこしていないらしい。しかし買い被かぶりすぎた、という考え方はやめておこう。

「虹こう剣けんのシーナが加わったという情報もあります。勇者であればそうダーティなことはしてこないと思いますが、念のため用心しておいてください」

「問題ない。あれとは一度やり合っている」

　傲ごう慢まんではなく言ってのける辺りに、ルディは三さん剣けんの凄すごみを垣かい間ま見みる。

「頼たのもしいお言葉で」

《それでは皆みな様さま、大変長らくお待たせいたしました！　キャラバンレース、間もなくスタートです！》

　ドライバーは軍の輸送部隊からベテランを選せん抜ばつした。戦せん闘とう要員は三剣の一人と、天魔将の一人。スターティンググリッドは表向き抽ちゆう選せんだが、ヴァリオによって便べん宜ぎが図はかられている。周囲のチームは全すべてその傘さん下か。

　負ける要因はなし。

　サイレンが鳴る。地を震ふるわせる百三十余台の原動機、古いにしえの大隊商を思わせる勇ゆう壮そうさ。一つ違ちがうとすればそれら息い吹ぶきたる排はい気き煙えん、黒雲の如ごとく。

《３！　２！　１!!》

　号ごう砲ほう、轟とどろく。
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　ルールは明めい瞭りよう。より多くを、より速く運んだチームの勝利だ。各領に設定されたチェックポイントで積めるだけ積み、次のチェックポイントでまた新たな荷に積み替える。そうして得点を重ね、最後に再びこのサフィナへ。二日がかりでヴェロニカ七領を一周する形となる。

　競馬でもなんでもそうだが、最初は団子状である。その集団から脱だつしようとペースを上げる車両もあれば、マイペースを守って流れを読む車両もあり。そんな中、可愛いメイドさんチームは当然のように。

「エェデルワイス様、前、前〜〜〜〜ッ!?」

「見ています」

　のっけから大爆ばく走そう。

　エーデルワイスはアクセルを踏ふみ続けたまま、大きなハンドルを、船の操そう舵だ輪りんの如くぐいぐいと。車両と車両の列の間、一台分もない隙すき間まに自車を滑すべり込ませ、むしろ相手に避よけさせる。他にも多いそういった無茶な暴走車のおかげで、そこかしこでガツゴツと巨きよ体たいはひしめき合い、クラクションが鳴らされまくるのを、エーデルワイスはすいすいとかいくぐらせていく。

「私……このトラックに乗ってるって思われたくないんだけど……」

　勇者としての世せ間けん体ていを気にしてか、ちょっと顔を隠かくすようなシーナ。三人目のメイド、上にいたはずのエミットが、くすんと涙なみだ目めになって降りてきた。

「あのね、周りの人たちがね、すっごい睨にらむの……」

　まあ、タレットの乗員同士は自然と。

「睨み返してあげればよろしいのです、シスター」

「あたし我が勇者とかメイド長さんほど目付き悪くないし！」

　目付きが悪いというか据すわっているというか。

「汝なんじ、危険走行することなかぁわあああああ!?」

　突とつ然ぜんの急ブレーキ。横のスパイク付きが幅はば寄よせしてきたのをかわしたらしい。

（うわ……エーデルワイス様、怒おこってる……）

　彼女の場合、口に出さないし、舌打ちなんて下品なこともしないし、そもそも表情を表にしない。ただ。ほのかに漂ただよわせるその気配が怖こわいのである。外見上、すなわち光学的観測にそれを察せられる要素はないのだが、なんとなく怒っているんじゃないか、と思わせる底知れぬ恐きよう怖ふ。

　再び追い上げて横に並ぶと、エーデルワイスは窓を開けた。当然、何か言うものだろうと向こうも窓を開けてくる。

「どうした、ビビってごめんなさいかぁ!?　女子供の遊」

「ごきげんよう」

　ヒュッ、と目にも留まらぬ速さでエーデルワイスが何かを投げ込んだ。ぼしゅん、と向こうの車内が煙えん幕まくで真っ白になった。そのまま運転もままならず、急ブレーキ。あらぬ方向へ横よこ滑すべり、後続他車を巻き込んでの大クラッシュ。氷の女はそんな様子をミラーにチラと見やっただけで、何事もなかったように窓を閉める。
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「あ、あの……エーデルワイス様、今……」

「事故とは恐おそろしいものですね」

　それで済ませるつもりらしい。

　済ませられない性しよう分ぶんのシーナが言う。

「ちょっと、あなたいま何を投げ込んだの!?　明らかに妨ぼう害がい行こう為いだわ！」

「そ、そうですよエーデルワイス様！　あとで審しん判ぱんに何か言われたら……！」

「黙だまらせれば良いでしょう」

　審判を。

　皆みなまで言わなかったが、語ご尾びにそう付け加えるのが一番しっくり来る。そんな気がする。

「いやぁ〜、黒い〜、怖い〜、メイド長さん、汝あんまり乱暴なコトしちゃ駄だ目めなんだから〜」

　狼狽うろたえるエミット。

　げっそりとしたようなシーナが、パリエルに小声で囁ささやきかけてきた。

「……こんな人が教育係だから、あの王子様なのね。なんとなくわかった気がしたわ……」

「いや、あの、うーん……」

　口くち籠ごもってから。

「まあ、そうだと私も思うんだけどね」

「何です」

「いえなんでもないんですエーデルワイス様はよそ見せず前を見て運転に集中してください！」




　　　　◆




「ふわわぁ……、吞のん気きなことだねぇ。あくびが出るったらありゃしない」

「気を抜ぬくなキャスティ。どこから邪じや魔まが入るかわからないんだからな」

　キャビン上のタレットには、キャスティと沙耶香が収まっていた。ヴァリオに手配された護衛役の車列が、フォーメーションを組んでいる。沙耶香たちの車両はもちろんその中心位置。順位は先頭集団のさらに先。旅は順調そのものだった。天気も良く、風も暖かく、キャスティの言い分は沙耶香もわからないではない。

　そうして大平原の後方、遅おくれる団子状態を眺ながめてキャスティが言う。

「はっ、ウジ虫どもがごちゃごちゃと。こっからイッパツぶち込んでやったら何台リタイアするだろうね？」

「私が知るか」

「じゃあ試ためしてみようか！」

　しまった、と沙耶香が思ったときには遅おそかった。ホウキを浮うかべ、それに乗り、瞬またたく間に高所。

「馬ば鹿かっ、キャスティ!?」

　上空を車両と併へい航こうしながら手をかざし、朗々と唱える一語。

「イクスタス・プラズマぁっ!!」

　パパパパパパン、と連続して空を切り裂さく雷らい鳴めいの列。晴天から紫し電でんの稲いな妻ずまが降り注ぐ。幸い、落ちた先は集団のやや手前。だが、直後に電でん撃げきを撃うたれた地面が轟ごう爆ばく。重量のあるライナー級はすぐには止まりきれず、キャスティの開けた穴に次々突つっ込み、つんのめっていく。そこに後続車がどんどん衝しよう突とつしていく。

　キャスティは宙返りとんぼ返り、ホウキ一本で自由自在に器用にはしゃぐ。

「あっははははははっ!!　きゃーっはっはっはははっ!!　わかった、ありゃウジじゃないね、ネズミだよネズミ!!　レミングスは死ぬまで止まれないのさ!!　あはは、沙耶香、知ってるかい!?」

「知るかーっ!!　馬鹿ーっ!!　さっさと降りてこいーっ!!」

　降りてきた。

「……知らないのかい？　レミングってのはこれがまた面おも白しろいネズミでね」

「それはどうでもいい!!　真ま面じ目めな顔で解説するな!!」

「じゃあ何怒ってるんだい」

　だめだ。真面目に相手をすると疲つかれる。ものすごく。魔ま法ほう使つかいでもあるし、今も直撃はさせず、しかし効果的な足止めをする辺り、頭はいいのだが……どうも羽目を外しすぎるというか。

　弾だん雨うの魔女。戦略級魔法使い。ブルーム・フルバレット。敵方から付けられた二つ名は多々あるが、歩く迷めい惑わくやら、眼鏡めがねをかけた迷惑やら、空飛ぶ迷惑やら、味方から付けられた二つ名も数多い。

「……いいから、お前は大人しくしていろ」

「はいはい、っと……。でもアンタも大たい概がいものを知らないよね」

「なんだと？」

　遠回しに何かを言われたようで、沙耶香はカチンと片かた眉まゆを吊つり上げた。

「だってアンタ、なんだって？　活字中毒を……」

「過去にそういうこともあったというだけの話だ!!」

　ぜえはあ。

「じゃあレミングってなんなのさ？」

「う……それはその……、つまりだ」

　右か左か迷った挙げ句。

「こ、こっちだ!!」

　左手で、指ゆび鉄でつ砲ぽうのような形を作る沙耶香。キャスティはトンボ眼鏡の奥できょとんと瞬まばたきする。どうやら当たったらしい。危ない危ない。というか、まさか正答を得ると思っていなかったのだろう。ざまあ見ろ。

「ふふん、どうだ。それくらいは知っている」

　するとキャスティは突とつ如じよ哀あわれむような微笑ほほえみを見せ。

「アンタってさ……ほんっと可愛かわいいよね」

「何がだ!?」

「アンタが言ってるのはフレミングの法則。ちなみにアンタさっき迷ったけど、右手でも左手でもどっちでも正解。意味は違ちがうけどね」

「むぐぅ……」

　相当へこんだ。

「ていうか、アタシさっきからネズミネズミって言ってたじゃないか」

「武の道にフレミングもフレグランスも関係ないっ!!」

「そりゃ関係ないけどさ。フレミングって自分が言ったんじゃん」

「……うるさい」

「可愛いなぁ」

「だーまーれーっ!!」
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「もちろん、遅れ過ぎていいこたぁねえんだが……」

　何やら爆ばく弾だんで掘ほり返されたような溝みぞ、そこに落ち込んだ先頭集団を横目に車馬隊長が言う。

「先の長なげぇレースだ、ひとまずは前の連中に露つゆ払はらいになってもらうってことも必要だぁな」

　遅れ気味だった一行はそれを大きく迂う回かい。

　溝と言っても深さは一メートルもないだろう。馬であれば容易に駆かけ上がれる程度だが、タイヤは意外とそんな段差に弱いらしい。クルマとは地面が平へい坦たんであればこそ、スピードというその真価を発揮する。旧文明、都市間は疎おろか一戸一戸の家路までが舗ほ装そうされていた時代の産物なのだ。

　ともあれ、これで先頭集団と後方集団が入れ替かわる。先ほどエーデルワイスがクラッシュさせた分、その他小こ競ぜり合いやトラブルでの脱だつ落らくも含ふくめれば、残り台数は早くも百台以下といったところ。

《聞こえるか》

　伝声管での、タレットにいるジェスからの声だった。隊長が受けて答える。

「おう、聞こえるぜ。感度良好だ」

《町が見えたぞ。二〜三キロ先だ》

　運転席からの視界は、先行車両に塞ふさがれている。隊長は地図を片手に。

「よーしよし、もうロズニィ領に入ったらしいな。侍じ従じゆう長、できるならここで一回差しておきてえところだ。チェックポイントのターミナルは場所が限られてやがる上に、荷の積み下ろしも必要だ。遅おくれれば大渋じゆう滞たいのドツボにハマるぜ」

「わかりました」

　静かに応こたえたエーデルワイスが、ギアを一段低くする。




　　　　◆




　その頃ころには、沙耶香たちの乗った車両は地域住民や観光客の歓かん声せいに迎むかえられつつ、チェックポイントに入っていた。積み下ろしは基本、ターミナルの職員らによって行われる。より早く出立したければ、トラックのクルーが手伝えばよい。

　というわけで、沙耶香もルディも荷台に入って、どんどん段ボール箱を渡わたしていく。

「……しかし、何を運んでいるんだ？　どの箱も随ずい分ぶん軽いが」

「綿ですよ」

　と言ったのはルディだった。

「ワタ？」

「ええ。布ふ団とんなんかに入っている」

「……」

「またそんなしかめ面つらを。綿だって人々が豊かに暮らすためには、重要な資源ですよ」

「それはそうだが……要は空荷ということではないか」

　勢いを付ければ、荷台の入り口まで滑すべっていくほど軽い。最初の積み荷はスタート位置と同様、くじで決められたというが、怪あやしいものだった。全すべて降ろすと、今度は幾いくらか重い段ボール箱が入れ替わり。

「これは……何だ？」

「クッションですね。ソファなどに敷しく」

「またワタかっ!?」

　困ったようにルディが頭を搔かく。

「……ほんとに怒おこりっぽい方ですね、ハセベ将軍は。綿に恨うらみでもあるんですか」

「ないが！」

「それはよかった。ではじゃんじゃん積んでください」

　諦あきらめて、言われたとおりに。




　　　　◆




　その一時間後。

　パリエルたちのクルマも、ようやくターミナルに着けることができた。

「重いーっ！」

　とは言いながら、エミットがえっちらおっちら。パリエルとシーナも何とか。木箱の中身は桟さ敷じきを組むための敷き板だったり、そうでなければ単管だったり。

「こいつは驚おどろいたぜ。近ちか頃ごろの女の子ってなぁ力持ちだなぁ、おい。うちの若い連中じゃ尻しりに敷かれちまうぜ」

　車馬隊長が入り口でそれらを受け取りながら笑う。降ろした端はしから、ターミナル職員が台車に積んで倉庫へ運んでいく。

　パリエルは一息。

「そりゃまあ、一応は剣けん士しですし、鍛きたえてますから……」

「ふぅ……。でもほんと、女の子の仕事じゃないわよね、これ」

　汗あせを拭ぬぐってシーナが一息。

　全すべてターミナルの職員に任せてもいいが、後ろもつかえているし、急げ急げ。片かた腕うでのジェスはタレットの上、走り通しのエーデルワイスはキャビンで休きゆう憩けい中だ。今のところは噂うわさの乱らん闘とう騒さわぎもなく、平へい穏おんかつ順調に作業は進む。

「隊長さん、これでラストぉ〜、疲つかれた〜、女の子っていうかシスターの仕事じゃないわ〜」

「おうし、お疲れさん。次の積み荷は何でぇ」

　チェックシートを付けた審しん判ぱんが向こうを示す。

「はい、ではあちらの倉庫からお好きなものをどうぞ」

　積み荷によるポイントを重視するか、順位によるポイントを重視するかはチームに任せられる。重いものは得点は高いが、自然と車速は落ちてしまう。積み下ろしの時間にも影えい響きようするので、総合的に見れば不利。どのチームにも煙けむたがられる。だから軽いものをたくさん運ぶのが定石らしいが、毛布や衣料品といったものは先に来たチームにみんな取られてしまっていた。

　そんなこんなで、取り合いになりそうな雰ふん囲い気きもそこかしこ。運転手が気の荒あらいトラック野や郎ろうで、護衛に付いているのが一山いくらで生きる賞金稼かせぎとなれば、そりゃケンカの一つも始まるのが道理だろうと納なつ得とくする。

　パリエルは目に付いたものを言ってみる。

「……シイタケの原木とか」

　シーナは顎あご先さきに手をやり。

「生木は結構重いわよ。だったらそっちのエリンギの苗なえ床どこはどうかしら？　中身はおがくずみたいなものなんでしょう？」

　するとエミットが。

「あたしキノコってあんまり好きじゃないわぁ。なにかもっとおツマミ的なものはないの？」

「いや、エミットさんてば。食べるわけじゃないんですから。運ぶだけですし」

「そうよ、あなたはこんなときにまでお酒のことしか考えられないわけ？　やっぱりシスターだなんて怪あやしいわ」

　やいのやいの言っていると、エーデルワイスがやってきた。

「何をぐずぐずしているのですか」

「いえ、でもですね、なるべく軽くてたくさんでっていうと……」

　あたふたするパリエルに、エーデルワイスは小さく一息。

「迷っている暇ひまがあったら、何でもいいから積み込みなさい」

　エーデルワイスが、キノコ栽さい培ばいセットの箱はこ詰づめに手を伸のばそうとした矢先。

「おら邪じや魔まだ、どいたどいた」

　他所よそのチームが下に敷かれたパレットごと、フォークリフトで運び去ってしまった。

「あ……あーあ、持ってかれちゃった……」

「何よあの便利なクルマ……ひょっとして、トラックに積んでたのかしら？」

　シーナの推察通りで、積せき載さい量は減るが重いものを短時間に積み下ろしできるという利点はある。まあ元手もかかるだろうが、そんなのはスポンサー次し第だいでもある。

「……男手に使わせるには、いささかもったいないですね」

　急なエーデルワイスの呟つぶやきに、一同びくりと身をすくめた。折り返しまたやってきた、さっきのフォークリフト。

「……あ？　なんか用か？」

「見ての通り、か弱い女手ばかりですので。一度だけお貸し願えませんか」

　ちら、とエーデルワイスの目配せを受けて。

「お願いしまぁす、お兄さん☆」

　とびっきりの愛あい想そ笑いをするパリエル。エミットはしなまで作って、ウインク一つ。

「ああもう荷運びでくたくた、あとで一いつ緒しよにお茶でもどうですかぁ？」

　ナニゴトカと表情を強こわばらせていたシーナも、パリエルとエミットに肘ひじで突つつかれようやく気付く。ぎこちない愛想笑い。

「え、っと、あの……さ、サインとか……いる……？」

「え、おおおおおおっ!?　よっ、よく見りゃシーナ・ミルローザちゃん!?　ほんとにこのレースに参加してたのかぁ！　俺アンタの大ファンなんだよぉ!!」

（（はいはいやっぱりアイドルには敵かないませんよね））

　内心舌打ちするパリエルとエミット。

「いくらでも貸しちゃうよ、どんどん使っちゃってよ、それよりサインくれるってほんと!?　ちょっと待ってて、今仲間も呼んでくるから!!」

　強こわ面もてをだらしなくして、フォークリフトをほっぽり出して倉庫を出て行った。

　強い。

「女の子って、強い。女の子の勝利！」

「パリエル。感心していないで、荷台に登と坂はん板ばんをかけてきなさい」

「あ、はい……！」

　トラックに戻もどり、車馬隊長に言って、念のためと用意していた軽合金製のそれを荷台から引っ張り出す。小型車両や台車を登のぼらせるための、ハシゴみたいな板である。

　シーナがアイドルスマイルで営業をしている間に、エーデルワイスが容よう赦しやなく倉庫内を爆ばく走そう、セメント袋ぶくろを二パレット、耐たい震しん金庫二つを瞬またたく間に積み込み、登坂板を片付け、荷台を閉める。

　フォークリフトと一緒に。

　既すでに全員乗車完かん了りよう、シーナが戻るのを待ってから、気のいい男どものとろけた顔に手を振ふりながら出発。

「……って、盗ぬすんだのあなたたちっ!?」

「失敬な。お借りしただけです」

　と、心外そうなエーデルワイス。

「了りよう承しようも得ています」

「それはあの人たち、貸してくれるって言ったけど！　あなた、一度だけって約束で……！」

「ええ。ですからこの一度のレースが終わるまでお借りします」

　シーナはがっくり、頭を抱かかえる。

「どうしましょう……こんなチームにいたら私の評判……勇者としての評判が……」

「大だい丈じよう夫ぶだって、今度会ったらまた握あく手しゆでもしてあげれば」

　あははと笑うパリエルに、シーナは恨うらみがましく視線をやる。

「……人ごとみたいに言わないでよ……」

（人ごとだもん）

　一度チェックポイントを離はなれれば、団子状態は自然と解消されていた。町を出れば前に、後ろに、ぽつりぽつりと他の車両が見えるだけ。だからこそ、ここからがレースの本番であるとも言えた。

　進路を邪魔する相手もなく、エーデルワイスはそれまでよりも速めのペースで突き進む。となれば、元よりスピード重視と太たい鼓こ判ばんを押された車両である。都市間では順位を伸ばしつつ、続くハインバック領、カリアロ領のチェックポイントも拝借したフォークリフトのおかげでらくらく。高得点を稼かせぎながら難なくクリア。

　日は傾かたむき始め、停てい泊はく地の用意されたキッテンのチェックポイントへ向かうのみとなった。

　　　　[image: ]

《こちらＺＺＺラジオ放送、リトラ・ライトです。レースの中間地点にして停泊地でもある、キッテンの仮設キャンプにお邪魔しています。さてここで一日目の結果を報告いたしましょう》

　電波障害が強いのか、ノイズは強めだった。

《ここキッテンのセントラルターミナルへの一番乗りは、変わらずゼッケン44番、ローリングストーン号でした。続く二番手にゼッケン21番、ガロール運送チーム、安定した強さです。そして三番手には、名前にそぐわぬ上位キープを続けているゼッケン67番、お茶目な魔ま女じよっ子と巫み女こさんチーム。意外なダークホースといったところでしょうか。トップグループのレース運びは非常に統制が取れてるように思われますが、この展開はどう思われますか、解説のアンディ・スクワット・ヒギンズさん》

《毎年、先頭集団には連帯感といいますか、レース終しゆう盤ばんまでの不ふ可か侵しん条約のようなものが暗あん黙もくの了りよう解かいとして生まれましてですね。その魔女っ子と巫女さんチームは、うまくそこに食い込むことができたと言いましょうか……》

《なるほど。同じ道を行く者同士、トラッカー魂だましいが見せる熱い絆きずなですね》

《そうは言ってもこれはレースですし、明日のゴール間ま際ぎわになればきっと白熱したデッドヒートが展開されるはずです。互ご助じよの精神という薄うすっぺらな仮面が剝はがれ、人の浅ましい本ほん性しようが覗のぞく瞬しゆん間かんです。やはり見所はそこに尽つきるでしょうね。魔人も人間もありません。人は業ごうの深い生き物で……》

《えー、……あ、六時ですね。ＺＺＺラジオが午後六時をお伝えします》

　時報と共に、ラジオのスイッチを切る。

「定時」

《こちら風一号。特になし》

《同じく二号、王子は見つからん》

　嘆たん息そく。

「呆あきれたな。どこに消えた」

《歩行カチで隠おん密みつではな。あの単車にはさすがに追いつけん》

《やはりトラックに乗ってるんじゃないのか？　宿に戻もどってきた様子もない》

「……そうか。いや、たっての申し出だったんでな。暗あん躍やくした様子がなければそれでいい」

《暗躍？　あのアホ王子がか》

「特務の一等官殿どのは、どうもそうは捉とらえていないらしい。買い被かぶっているのか、俺たちの認にん識しきが甘いのかはともかくな」

　何にせよ、見失ったものは仕方ない。ことあのアホは、単車に乗せると手が付けられない。ルナスの陣じんに乗り付けたときとは型が違ちがったが、やはり馬とは運動性能の質が違う。その上、人通りの多いサフィナの街中においてもとかく飛ばしまくるときた。

　ビルの上を飛んで走れば追えないこともないのだろうが、日中にそれをやっては〝風〟の意義が失われる。目に見える風などあるはずもないからだ。結果として見失うより、他はない。

（……このままマヒロ王子の監かん視しが続くなら、相応の対策を具申するべきか……）

《キッテンの方へ向かってみるか？》

「いや、その必要はない。今まで通り、会場とサフィナ家に的を絞しぼる。トラックに隠かくれてレース中に何かを企たくらんでいるとすれば、それは巫女と魔女の仕事だ」

《特務官の方からはその後ないのか》

「ない。だいたい、キッテンからでは電波が届かんだろう」

《旧文明の時代には、世界が電波でつながっていたと言うが。手の平ほどの端たん末まつ一つで、世界中の誰とでも通信できた……便利な時代があったもんだ》

《霊れい的てき電波障害なんて、その頃ころはほとんどなかったらしいな》

「だがその分、魔法や紋もん章しよう技術も皆かい無むと言っていいほど普ふ及きゆうしていなかった。剣けん術じゆつなんて廃すたるに及およんだ。人間を殺すだけなら、確かに鉛なまり弾だまで充じゆう分ぶんだ」

《魔物も魔王もいなかった。戦う必要もなく、喋しやべっていれば世界が回ったか。夢のような話だ》

《我らが帝てい国こくはその夢を取り戻そうというだけだ。中原の馬ば鹿かどもはなぜ理解できない？》

「芯しんまで野の放ほう図ずでいることに慣れきった怠たい惰だな豚ぶたどもだ。豚のくせに飼われることも知らんのだから、最悪だ」

《だから食われることを教えてやるのか》

「思い出させてやるだけだ。下等は上等に従うべきだと、当たり前のことをだ。魔物に食われてからでは手て遅おくれだ」

　時計の針は進んでいた。

「明日の今頃には紋章の行方ゆくえが決着する。それまでは気を抜ぬくな。次の定時は二フタ一ヒト〇マル〇マル。相そう違いなしか」

《了解。一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」




　　　　◆




「さぁーて、メシだ、メシメシー♪」

　ホウキを肩かたに担かついで、キャスティがニタニタ浮うかれている。たかが一食のことで日に三回もこうして上じよう機き嫌げんになれるのだから、ある意味羨うらやましい性格だと沙耶香は思う。

「騒さわぎは起こすなよ」

「わかってるって、アタシも馬鹿じゃないんだ。沙耶香は何食べる？」

「まだメニューに何があるかわからないだろう」

「何かあるといいねぇ」

　……何だかんだでこうして喋っているのだから、気が合うのだろうか。同類とは思わないのだけれど。

　都市の郊こう外がいに広くスペースを取られたキャンプには、参加者のために用意されたプレハブと呼ばれる簡易宿舎が並び、その一角において炊たき出しのように夕食が振ふる舞まわれていた。夜風に乗って流れてくる、煮に込こみやらスパイスやらの匂においに誘さそわれるまま向かってみると。

（……なんだ？）

　百人近い先客たちは、二人の姿に気付くなり、快くない顔になった。賑にぎやかだった声もぴたりと止やみ、ヒソヒソと陰かげ口ぐちを叩たたく風。気付いてないわけではないだろうが……いやあるいはほんとに気付いてないのか、キャスティはさっさと配はい膳ぜんのカウンターに行ってしまう。気にしても仕方がないと、沙耶香も後に続く。

「さぁてオバちゃん、何があるんだい？」

　キャスティが尋たずねると、肝きもっ玉たまの太そうな彼女は一言。

「あんたらに食わせるものなんてここにはないよ」

　沙耶香はちょっと驚おどろいた。

「だが……ここは確か、レースの参加者のための食事場と……」

　沙耶香が言いきる前に、胡う乱ろんげな視線が向けられる。

「ああそうさ。けどなんだい、あんたたち帝国の連中なんだろ？　サフィナの公こう爵しやく様を脅おどかして、八や百お長ちようしてるって言うじゃないか」

「なっ……誰がそんなことを！」

「誰がだって？　みんな言ってるよ！　八百長でなんとかって紋章手に入れたら、このヴェロニカを乗っ取る気だってね！」

　このおかしな雰ふん囲い気き。そこら中からの刺さすような視線はそのせいか。

「そんな奴やつらに食わせるご飯はここにはないって言ったんだよ！　さ、わかったら帰っとくれ！」

　まるで野の良ら猫ねこか、野ねずみか、ゴキブリか。それくらいの勢いでしっしと手を払はらわれる。しかもやんやの喝かつ采さいまで起きる。

「そうだそうだ、帝国の犬は帰れ！　俺たちの自由は俺たちのものだ！」

「いいぞ、よく言ったぞカーチャン！」

「そんなに戦争がやりたきゃ他所よそでやれってんだ！」

「お前らご自じ慢まんの姫ひめ様はここにはいねーぞ！」

「か、え、れ！　か、え、れ！」

　あとは帰れ帰れの大合唱だ。酒が入っていることもあるのだろうが、一度火が付いてしまった以上、もう歯止めが利きかない。多勢に無勢と見下し、いいように囃はやし立てる様子にはさすがに怒ど鳴なり返してやりたかったが、民間人相手に事を荒あら立だてるわけにもいかない。

　沙耶香は喉のどまで出かかった怒ど声せいを吞のみ込み、小さな吐と息いきに変えた。

「……仕方ない、キャスティ。帰」




「上っ等だこのウジ虫どもがァッ!!」




　合唱より大きな声で叫さけんだキャスティが、配膳カウンターを片手でぶん投げた。上に乗った料理と皿ごと。ヒートアップした群衆のど真ん中にである。

「黙だまって聞いてりゃ女二人に寄ってたかって随ずい分ぶんと楽しそうじゃあないか、ああこのビッチアンドサノバビッチどもが！　当然アタシのことも楽しませてくれるんだろうね!?」

　ガラの悪そうなのから、率そつ先せんして立ち上がる。

「このアマ、やりやがったな!?」

「安心してかかって来なよ、ああ!?　ウジってのは潰つぶすとファッキン汚きたないからさあ、殺さないでおいてあげようじゃないかこのアタシが!!」

　殴なぐりかかってきた男の顔面に、ホウキの柄えを思い切り叩き付ける。

「キャスティ、武器は……！」

「ああ!?　武器ぃ!?　こいつはホウキって言うんだよ!!」

　横から向かってきた相手にベースボーラー級のフルスイング。勢い、その場で一回転するほどの痛つう烈れつなクリーンヒット。

「きゃっははははははは!!　ほら来た沙耶香、サックどもが顔真っ赤にしてジーザス怒おこってやがる！　可か哀わい想そうに頭の中身が愉ゆ快かいすぎてそれしか思い付かないのさ！　で、こういう状じよう況きようなんて言うんだい!?　ケンカを売られてるって言うんじゃないのかい!?」

「……どっちかと言えば、私は巻き込まれただけのような気がするんだが……」

　目を閉じ、沙耶香は溜ため息いき一つ。

　得え物ものを召しよう喚かんするまでもない。後ろから摑つかみかかろうとした相手を気配だけで半身にかわし、手首を摑み、捻ひねり上げる。動きが止まったところで、鳩みぞ尾おちにメリハリを付けた正せい拳けん一発。ぐうの音も出させずその場に倒たおす。

　洗練された武術の流れるような所作に、取り囲む多勢が軽く後あと退ずさった。キャスティが、ニヤニヤ笑っていた。沙耶香は不承不承に一言。

「……今回だけだぞ」

「そう来なくっちゃ。おいクソババア、五分で全部片付けてやる！　それまでにアタシたちのメシ作っときな!!」

「ふん。こんなザコども相手に、三分もかかるものか」

「はぁ!?　アンタ、そんな早く片付けてカップラーメンでも出て来たらどうすんだい！」

「わかったわかった、じゃあお前の言うとおり五分にしよう。それならカップうどんくらいできるはずだからな」

　そんな下らない話をしている間に、十数人を地べたに這はいつくばらせ、テーブルの上に伸のしていた。

「つ、強すぎ……る……」

「ただもんじゃねえぞこの二人……!?」

「逃にげ……」

「逃がすかーっ!!」

　踵きびすを返した男の後頭部に、キャスティが椅い子すを投げ付ける。

「五分って約束したこっちの身にもなりなよこのファッキンども、思いやりって言葉を知らないのかい!?　あんたたちに残された道はただ二つ、この五分以内にいたぶられるか食後の腹ごなしにいたぶられるかそれだけだ！　イヤなら殺す!!」

「「「どーしろってんだ!?」」」

　謝って聞くような女でもなし。だから迷めい惑わくがホウキ持って歩いているとか言われるのだが、沙耶香も全くその通りだと思った。

「っと、これ何の騒さわぎ……!?」

　遅おくれてきた何とやら。聞き覚えのある声に沙耶香が振ふり返ると、見覚えもあるような一行がいた。

「あっ！」

　と声を上げたのは、メイドの格好をしているが、パリエルとか呼ばれていた娘むすめだ。同じようにシスターだったメイドに、独どく眼がん龍りゆうと虹こう剣けんもいる。

「……また会ったわね」

　と虹剣が言った。

「肩かたの具合はもういいのか。無事で何よりだったな」

　と沙耶香は言い返す。一歩進み出て、虹剣が睨にらんでくる。一歩進み出て、沙耶香は睨み返す。

「ちょっとシーナ、シーナってば……何もこんな所で……」

「……わかってるわよパリエル。でもこの騒ぎの原因は、どう見てもこの二人でしょう。どんな理由があったかは知らないけど、勇者として看過できないわ」

　沙耶香が言った。

「ならばどうする。今日は光の御み子こはいないようだが、それで私の相手が務まるのか？」

「なん……ですって？」

　琴きん線せんに触ふれたように、シーナの眉まゆ尻じりが吊つり上がる。そうして無言のまま、虚こ空くうに火花を散らし合う両者。

「へぇ、なんだいサヤカ。じゃあ要よう塞さいにカチ込んできたファッキンナッツってのはこいつらだ？　はっ、揃そろいも揃って女子供ばっかじゃないか」

　ふと横目にすると、キャスティが良くない笑い方をしていた。幾いくらかの付き合いはあるので、なんとなくわかるのである。じゃあ試ためしてみようか、と言ったときと同じそれ。

「やめろキャスティ。ここにいるのはザコだけだ」

「どうでもいいさ。で、マッパでダッシュした王子様ってのはどこにいるんだい？」

　ニタニタニタニタと。沙耶香は思い出しただけで頭を抱かかえそうになったが、そんなＰＴＳＤをかぶりを振って懸けん命めいに払はらい除のける。

「いや……、キャスティ、その話は……」

　沙耶香が気を静めている間に、狼狽うろたえるような口調でパリエルが言った。

「な……なに？　マッパって……」

　クツクツと笑いを押し殺しながらキャスティが言う。

「なんだ、知らないのかい？　マッパはマッパさ。聞いた話じゃアンタらのとこの王子様、うちの要塞をゼンラーで振り乱しつつ舞まい踊おどったって言うじゃないか。そのアホはどこだって聞いてるんだよ、チンチクリン」

　瞬しゆん間かん。

「……んだとコラ眼鏡めがねてめえコラレンズ割られてえのか、ああ？」

　まだあどけなさを残した武装メイドの中で、何かのスイッチが入った。少なくとも沙耶香の目には、そう映った。

「……アンタ、今このアタシに向かってなんて言ったんだいクソビッチ」

「レンズにヒビ入れられて涙なみだ目めになりてえのかって話してんだコラ」

　びしぃ、と音を立ててキャスティにもスイッチが入った。

「上っ等だＭＦこのガキそのド頭たま叩たたき割って今すぐ中に詰つまったウジ搔かき出して除じよ虫ちゆう菊ぎくを一輪挿ざしにしてやろうじゃないか!!」

「だとてめー一生のうちどれだけレンズ拭ふくのに時間使ってるか計算したこともねーくせにグダグダ抜ぬかしやがって三つ編みほぐすぞコラぁ!!」

「アンタがフルモンティアホ王子の何様か知らないがそのない胸使って一揉もみいくらでサッカーアホ王子に取り入ったか土ど下げ座ざで言わせてやろうかこのアタシが!?」

「世の中眼鏡かければ萌もえる男ばっかりだと思ったら大おお間ま違ちがいだ毎日毎日レンズに向かってヲタクみてーにハァハァ言いながら柔やわらかい布で拭きやがっててめーそんなにレンズが大事か、ああっ!?」

「ぶっ殺してやるっ!!」

「叩き割ってやるっ!!」

　取っ組み合いの大げんか。

　出会ってはいけない二人が……、とはこういうことを言うのだろうか。女同士だからといって、猫ねこの縄なわ張ばり争いとかいうレベルでなく。先ほどまでいきり立っていた粗そ野やな男どもも軽く引くほどの。

「パリエル、あなた落ち着きなさいってばっ！　ほら、ジェスもシスターも止めるの手伝って！」

「キャスティ、お前もそれくらいにしておけっ！　ただの戯ざれ言に本気になるな！」

　見るに見かねて、双そう方ほうで羽は交がい締じめにして引き剝はがす。

「放せ沙耶香!!　殺す!!　あいつだけはファッキン殺す!!　ジーザスクライストが許してもアタシがブッ殺す!!　はーなーせーっ……!!」

「コラー逃にげんな眼鏡ー!!　びびってんじゃねーぞてめー、あーっ!?　今度会ったらぜってー叩き割ってやるから新しいレンズ用意して待っ」

　すぱんっ。

「…………。なぜ。エーデルワイス様」

「なぜ。ではなく」

「いえ、だって私はにっくき帝てい国こくのレンズを叩き割るために、こう……」

「レンズに恨うらみでもあるのですか」

「……へ？　いえ、別に」




　すぱぁんっ!!
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　翌朝、レースは前日にキャンプへ入った順にスタート。トップグループと可愛かわいいメイドさんチームとのタイム差は約三十分。正午を過ぎ、最後のチェックポイントであるクァン領でのタイム差は十五分にまで縮まっていた。

　レースは北のクァン領ターミナルから、サフィナ市街地ゴールまでの二百キロメートルが最難関と言われている。当初のあれほどの群集団であった車列は、既すでに半数以上の車両が過か酷こくな全開走行からくるマシントラブルや、参加車両同士の妨ぼう害がい行こう為いによってリタイヤ。時々刻々と車両の間かん隔かくは開き、自然と群れは孤こ立りつし始める。

　昨日と同じようにタレットの上、沙耶香とキャスティは暇ひまを持て余していた。

「……あれほどいたのに、随ずい分ぶんと減ったものだな」

「見み渡わたす限りアタシらだけかい。あのファッキンクソメイドの乗ったクルマが見えたら、特上のを一発ブチ込んでやろうってのにさ」

　護衛の車両も、数台が深刻なマシントラブルによって脱だつ落らくしていた。舗ほ装そう路ろ、未舗装路を問わず、鉄てつ塊かいは走り続ける。大たい抵ていはタイヤや緩かん衝しよう器といった、大きな過重のかかる部品からやられていく。常に高負ふ荷かを強しいられるエンジンは、リビルドの精度が低ければ簡単に焼き付き始める。

　そうしてレースも終しゆう盤ばんに差し掛かかり、台数が減ったところを好機と狙ねらう連中がいる。

「……ふん、本当に現れるとはな」

　横手に見える山腹より、ジープやバギー、バイクなどに分乗した野や卑ひの群れ。総数は百台近い。その剣けん吞のんな気配に、キャスティが嬉き々きとして飛び起きた。

「ヘイヘイヘ〜イ♪　ウジ虫どもがイイ感じに寄ってたかって来たじゃないか!!」




　　　　◆




《なんて数だ……！》

《くそ、左からも出やがった！　何台いる!?　百台か!?　二百台か!?》

《数えてられるか、くそ！》

　ヴァリオに雇やとわれた護衛車両同士が、混線したようにまくし立ててくる。恐きよう慌こう状態に舌打ち一つ、助手席のルディは無線機のスイッチを跳はね上げた。

「ガタガタわめかず隊列を維い持じしろ！　予想されていたことだ！」

《予想だと!?　やっぱてめえ、素人しろうとの他所よそもんだな……そりゃあ毎年、出るには出るがよ！》

《ああ、ここまで大量ってのは聞いたことがねえ！》

「なんだと……？」

《出るっつっても普ふ通つうは十台、二十台の話だ！　しかも狙われるのは置いてけぼりの後続って相場が決まってんだ！　あとから追い付いた連中に加勢されねえようによぉ！》

《ああ、それがいきなり頭を潰つぶしに来やがった……こっちはまだ十台からいるってのに！》

《あの旗、ロンザー騎き士し団か!?》

《ビッグスパイク・アントラス、レミーバーゲン、リズルタス盗とう賊ぞく団もいやがる！　冗じよう談だんじゃねえぞ、ここらの盗賊ども全部結けつ託たくしたってのか!?》

　無線機のマイクを握にぎったまま、ルディは思考を巡めぐらせる。

「どうします、一等官」

　さすが軍から呼び寄せたそのドライバーは落ち着いていたが、威い嚇かくするように近付きつつある無数の排はい気き音に、緊きん張ちようの色が現れていた。

《おい聞こえるかライナーども!!》

　盗賊団より、拡声器を通した野太い声が響ひびき渡わたった。

《命が惜おしけりゃ今すぐクルマを停とめやがれ!!　さもなきゃ痛い目に遭あうぜ!!》

「スターライト・プリズマぁ!!」

　頭上のタレットから聞こえたキャスティの声と同時、星色の光線が野盗の群れなす中心部を駆かけ抜ぬける。高圧縮レーザー光は切断し、破断し、爆ばく発はつせしめ、残ざん骸がいはその他を巻き込みながら後こう塵じんの彼方かなたへと消し去っていく。

「タァリホー!!　見ろ、見ろ、ウジどもがハエみたいに空まで吹ふっ飛んでいきやがった!!　きゃははははははははっ!!」

　交こう渉しようの余地もなし。

　ルディは嘆たん息そく一つ、マイクのスイッチを押し込む。

「各車、見ての通りだ！　何も問題はない！　車速を維持しろ！」

　すでに取り囲む方々からの銃じゆう火かが始まっていたが、便べん宜ぎを図はかられたこちらの装そう甲こう荷台は魔ま導どう皮ひ膜まく済み、石つぶてを弾はじくに等しい。そして決定的な重量差がある以上、それら群ぐん狼ろうに鋼鉄の猛もう牛ぎゆうを止める手だてはない。総重量三十トン超ちよう、寄れば轢ひき殺すのみだ。

　ルディは伝声管に向かって告げる。

「……ハセベ将軍。キャスティア将軍。お願いしますよ」

「ダメだっつってもアタシはやるけどね！」

「……ザコの相手は気が進まんが、向こうがその気であれば止やむを得まい」

「じゃあどっちがたくさん潰せるか競争だ。アタシは左、アンタは右側」

「くだらん、勝手に数えていろ。行くぞ」




　　　　◆




「カシラぁ、あいつらただのライナーじゃありませんぜ!!　軍用列車並みに硬かてえ!!」

「ばぁか、前だ、前っ!!　前に出るんだぁよ!!　いくら金かけてるか知らねえが、所しよ詮せんクルマだ!!　タイヤにスパイクかませりゃ一発よ!!」

　いかに重量級だろうとも、ライナーが軽車両に車速で敵かなうはずもない。ジープはタレットからの重機関銃砲ほう火かを、スクラップを溶よう接せつした手製装甲で弾きながら加速する。

　そうして他の盗賊団に先さき駆がけ、ライナー群の前方を取ったそのとき。

「うおっ……!?」

　その男の眼前に、千ち早はや、緋ひ袴ばかまをはためかせながら女が降り立つ。

「下げ衆すが」

　酷こく薄はくに吐はき捨て、手にした得え物ものを一いつ閃せん。車両ごと真っ二つに、足場が無くなる前に跳ちよう躍やく。まるで重さのないもののように、今度は単車のハンドルへ。何の感かん慨がいもなく得物を振ふり下ろすなり、また次の車両へ。

「なっ、何なんだあの女、どうしてあんなバケモノがライナーなんぞの護衛にいる!?　忍にん者じやか!?」

「あんな派は手でな忍者がいるか、馬ば鹿か！　くそ、命あってのモノダネだ、ずらかるぞ!!」

「ウジがどこへ逃にげるってぇ!?」

「ひぃっ!!」

　音もなく、箒ほうきに乗った魔女がフロントガラスの前を漂ただよっていた。手には異形の短機関銃。あとは言葉もなく弾たまをばら撒まく。操縦主を失い、迷走、盗賊団の車列を右往左往、飛び交かう銃じゆう弾だんを魔女は右に、左に、上に、下に、笑いながら舞まい踊おどり、ロール、ループ、また笑う。

「ひゃあああああああああああっははあーっ!!」

　そうして直上からの急降下、猛もう禽きんが狙ねらい澄すますが如ごとくに無防備な脳天目め掛がけ、弾雨を振り撒きまた笑う。

「散れっ、散れっ!!　なんで魔法使いがキャリコなんざ振り回してやがる!!」

「知ったこっちゃねえや、撃うて、撃て、撃てっ!!」

「くそ、ハエみてえにちょこまか動きやがって、まるで当たらねえぞ畜ちく生しようが!!」

　そうして魔女は嫌いやな笑い方をする。晴天の彼方かなたより気き紛まぐれな紫し電でんの雷らい撃げき。何が起きたか理解するヒマもなく、三台、二台、二台、四台、電光の発火地点にあった車両が軒のき並なみ爆散。

「何が騎士団だくそったれ、ロンザーの腰こし抜ぬけどもがずらかり始めたぜ!!」

「やべえ、やべえ、やべえぞおい！　ラクな仕事なんぞと抜かしやがった馬鹿ぁどこのどいつだ!?　殺される！　殺される！　殺されっ……!!」

　音もなく降り立った紅白の衣ころもが、音もなく刃はを薙なぐ。動きが止まった瞬しゆん間かんを銃火が注ぐが、炎えん獄ごく舞まえと一声唱え、それを放った車両ごとが猛もう火かに包まれ転がり果てる。跳とんでは突つき、跳んでは薙ぎ、跳んでは払はらう八はつ艘そう跳び。

「サ〜ヤカ〜！　何匹びきやった〜!?」

「知るか馬鹿ーっ！　いちいち数えているものかーっ！」

　巫み女こは去る者は追わなかった。しかし逃げようとする者は魔女の手にかかる。逃げられず内に向かう者あれば、それこそ巫女が刃にかける。




　遠目に見ればそれは、雑ざ魚こが巨きよ鯨げいの威いを借りるように、海かい竜りゆうの影かげに海鳥が群れるように。だが現実には、残ざん酷こくにも渡わたりが群れから脱だつ落らくするように、一両、また一両と荒こう野やへ散っていく。

「……まあ、そんなもんか」

　小高い丘おかの木立に紛まぎれ、地平線上に現れた先頭集団を眼下に据すえる。

　オペラグラスを畳たたみ、ポケットに突っ込む。

「暴力は嫌きらいじゃなかったの、王子」
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　闇やみを思わせるローブを纏まとった少年が、何処どこからともなく現れ、微笑ほほえんだ。

「モーゼルなんかぶら下げて、まるで馬ば賊ぞくだ」

「こんなのはただのイタズラじゃないか。昨日のキャンプで、あることないこと言って回ったのと同じレベルの。それに実じつ弾だんじゃないんだろ？」

「ああ。注文通り、純度百パーセントのショック弾頭だよ。それにしたってイタズラとはね。度が過ぎてるよ、王子。言葉ってのは便利だね」

「そのための言葉さ。馬賊でも匪ひ賊ぞくでも、それがたとえ王族でも」

　キックレバーを踏ふみ下ろし、鋼はがねの心臓を律動させる。

　それがたとえ義賊だなんだと高をくくったところで、所詮、生きるために盗ぬすもうなんて連中だ。そんな賤せん民みんの気持ちなど王族にわかろうはずもなく、またそんな王族の気持ちなど、賤民には全くもって度し難いのだろう。

「見送りご苦労。じゃ、行ってくる」

「今生の別れにならないことを祈いのってるよ、お得意様」

　マヒロは額からゴーグルを降ろすと、抑おさえ得ぬ笑えみを隠かくすよう、バンダナマスクを引き上げた。
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　阿あ鼻び叫きよう喚かんも寸前の中、誰だれかが気付いた。

「……なんの音だ……？」

　前方からだった。

　これだけの車両が揃そろう中で、なお耳慣れぬような甲かん高だかい排はい気き音。小さな小さな影だったが、自分らとて日々、これらマシンと暮らしているのだ。加速しているのはその音でわかった。二速、三速、パワーバンドまで回しきっている。四速。まだ弛ゆるめる気配はない。

　影が見えた。サイドバッグ付きの単車。この百台以上の争乱が見えぬわけでもあるまい。にもかかわらず、鉄馬は絹を裂さくよな悲鳴を奏かなで、さらに五速へ叩たたき込む。

「突っ込む気か!?」

　単車はサイドバッグの一つを切り離はなし、まっすぐライナーの群れの中へ。速度差は二百キロを優に超こえる交差。その間、秒とかかっていただろうか。すれ違ちがいざま、駆かけ抜ぬけた中から連続した爆ばく発はつが起きた。

「やったぞ！　壁かべ役やくのライナーが車速を落とした……！」

「クラスター爆弾か……!?」

　単車はギアを落とし、地に伏ふせるように車体を倒たおし込みながらの猛もう旋せん回かいを見せる。群れる野盗連合の最中を直交するようなベクトル。魔ま女じよにも巫女にも、追いすがるヒマを与あたえぬ軌き道どうで一気に外へ距きよ離りを置く。絵に描かいたような一いち撃げき離り脱だつだった。

「何てぇムチャな走り方をしやがる……どこのチームのもんだ!?」

「チラッとだが、タンクに蛇へびみてえなエンブレムをしょってやがった！　ここいらじゃ見たことがねえ!!」

　単車はさらに旋回、大きく距離を置いたままライナーの真後ろに付ける。二速落とし、フロントタイヤを持ち上げながらの猛もう烈れつな再加速。

「今度は後ろから突つっ込むぞ！」

「馬ば鹿かが、入れば潰つぶされる!!」

　ライナーが連れん携けいする。単車が抜けるだろう車線を読み、体当たりするようにその道を塞ふさぐ。行く手を塞がれ、あわや激げき突とつというところで再びフロントリフト、バンパーに前輪をぶち当て回かい避ひする。

　魔女と巫女の意識が完全にそちらへ向いた。軽車両を渡り歩いていた巫女がライナーの荷台へ戻もどるが、群れを離れ足場を与えぬ単車に飛び移ることができない。魔女がマークしているが、野盗が魔女を撃うち落とせぬと同様、その単車も常じよう軌きを逸いつした速度で旋回と進路変へん更こうを繰くり返し、銃じゆう弾だんも魔法もかいくぐる。

　しかし驚おどろくべきはそれだけ蛇だ行こうしながらも、八十キロ近い速度で巡じゆん航こうするこの集団から離れる気配がないということだ。

「馬鹿か野や郎ろう、一体何キロ出してやがる!?　転こければ即そく死しだ!!」

「何キロ出てるか知らねえが、大体があんなマシンは見たことがねえ！　チャンバーを四本も生やした２ストなんざ……！」

「ＲＺ……いや、Ｖ型じゃねえ、ガンマーだ！」

「ガンマ!?　スクウェア４だぁ!?　あんなふざけたエンジン調整できるメカニックがどこにいる!?」

「知るかバーカ！　けど音も加速も外見も、それ以外に説明が付かねえだろうが!!」

　魔法では目標に対し規模が大きすぎ小回りが利きかず、銃弾では精密すぎて蛇行する目標に狙ねらいが定まらない。だから魔女は、もどかしげに高度を跳はね上げた。水平巡航であればせいぜいが時速百キロメートル台前半、しかし重力を利用した直ちよつ滑かつ降こうであれば、滑空速度はまさに隼はやぶさ並みに跳ね上がる。

　ホウキの先せん端たんよりプラズマによるバリアフィールドを展開し、無重力状態より一気に地平へ滑すべり落ちる。

「砕くだけ散れぇええええええええええええええええええええええっ!!」

　そこを単車が好機と踏んだ。左右にではなく、ライナーへ向け一直線に再加速。姿勢を低く、後輪を蹴け立たてる。

　魔女は届かない。下降途と中ちゆうで角度を緩ゆるやかに、だが慣性のまま猛もう追つい。単車はブレーキになど指もかけぬまま、野盗集団の最中をすり抜けるような全開加速。追う魔女のフィールドにより、単車が抜けた先から野盗の車両は弾はじけ、砕け、プラズマにより蒸発する。

　互たがいの速度は時速二百キロメートルにも届こうかというところ、そして頭に血が上った魔女は、獲え物ものの背しか見ていなかった。単車は直前で後輪を滑らせドリフト軌道に入る。瞬しゆん時じに目標を見失った魔女は、声を上げる間もなくライナーの荷台に突っ込んだ。

　くすぶり、車しや軸じくが折れ、また一台のライナーが脱だつ落らくしていく。

　……が、魔女はそのまま荷台の天てん井じようを突き破やぶって現れた。

「舐なめた真ま似ねしてくれるじゃないか!!」

「落ち着けキャスティ、挑ちよう発はつに乗るな!!　あれは私たちの気を引くのが目的だ!!」

　巫み女こは隙すきあらば突こうとする盗とう賊ぞく団を追い払はらうので手一いつ杯ぱいだった。最初のすれ違いざまの爆ばく撃げきにより、十台残っていたうちの三台が食われた。その後キャスティがおびき出されたことにより火力は半分。フォーメーションを立て直す隙に、さらに二台が戦線を離り脱だつ。今キャスティが突っ込んだことによってさらに一台。

　とかく護衛対象が大き過ぎ、人ひとりで全方位を捌さばききるなどできはしないのだ。状じよう況きようを理解した魔女が爛らん々らんと目を光らせながら唇くちびるを歪ゆがめ、巫女の隣となりに舞まい戻る。

「どーして昨日今日とこうファックなＭＦばっかり出てくるんだか!!」

「とにかくこれを守り抜くのが私たちの役目だ！　二人で守る、寄らば斬きる！　その分であれば何も問題はない、いいな!?」




　　　　◆




「くそっ、味方の車両を壊こわしてどうする……！」

　毒づき、ルディはむしり取るようにマイクを手にする。

「生き残っている各車、もっとスピードは出ないのか!?」

《だめだ、異音が止やまねえ！　さっきぶつけた拍ひよう子しにハブか軸がイカレちまってんのかも知れねえ！》

《こっちは水温が上がり続けてやがる！　ラジエターか、クソ！　こんなところで止まってくれるなよ、泣けるぜおい……！》

　おかげで未いまだこの車両は完調だが、今の段階でこれ以上護衛車両を減らすのはまずい。

「サフィナはまだか……!?」

　ルディの問いに、ドライバーはトリップ計を一いち瞥べつ。

「あと五十キロメートルってところです……！」

《もう少し行けばサフィナ自警団の守備範はん囲いだ！　上の姉ちゃんたちに粘ねばるように言ってくれ！》

　ルディは地図を開き、おおよその位置を確かく認にんする。そこまで行けば、幹道にも舗ほ装そうが入る。護衛を捨ててもったまま逃にげ切れる。

　算段を付け、再び前を向いたときだった。

　あのバイクが踊おどるように前へ、距きよ離りを置いたかと思うとそのまま停車。ドライバーがクラクションをかき鳴らす。

「死にたいのか!?」

「構わん、引き殺……！」

　言いきる前にルディは気付き、息を吞のんだ。

　ゴーグルを上げ、バンダナマスクを解いたその顔。

「止まれぇえええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　絶ぜつ叫きようした。ドライバーはブレーキペダルを蹴けり飛ばし、ハンドルさばき、ライナーの巨きよ体たいを斜ななめに滑すべらせる。質量のまま、滑り、滑り、止まったのは、ようようその少年の目と鼻の先。

　笑っていた。

「やあ、どうしたルディ＝シャンク。血相を変えて」

（何て……、ガキだっ……！）

　妨ぼう害がいは通用しないなどと啖たん呵かを切ったのは、せいぜいが自分もライナーに乗り込み、聖せい魔ま杯はいの鍵かぎである己おのれの命を盾たてにするつもりだからと高をくくっていた。その上で虹こう剣けんらに鉄てつ壁ぺきの守りを、任せるものだと思い込んでいた。

　それがなんだ、このガキは!?

　今の今まで見せた奇き行こうの、一体どこに命の保証があった!?　突つっ込めば死んだ、転こければ死んだ、キャスティア・フルバレットの一発でもかすれば死んでいたではないか!!

　その瞬しゆん間かん、聖魔杯は蘇よみがえる術すべを失ったのだ。

「馬ば鹿かか貴様はァっ!!」

　それ以外に言葉がなかった。

　キャビンを飛び降りるなり、ルディはその少年の軽い胸むなぐらを摑つかみ上げる。

「いい加減にしろよこのクソガキが!!　死んだらどうするつもりだった!?」

「わけわかんないこと聞くなよ。死んでそれで終わりじゃないか」

　死んだら終わり。死ねばもうどうでもいい。そう述べる底知れぬ目に怖おぞ気けを覚え、摑んだ胸ぐら、突き飛ばすように手放した。

　殺してやりたい気分だった。殺せるなら、殺せるなら今すぐにでも殺していた。だが殺せない。このガキは自分が此こ度たびの戦いくさのカギだとわかった上で、こうしてへらへら笑っているのだ。

（なんだってこんなガキがミスマルカの跡あと継つぎだ……!?　神は何を間ま違ちがってこんなのを聖魔杯の鍵にした……!?）

　逆だろう。

　普ふ通つうはその生おい立ちを恨うらみ、重責に喘あえぎ、諸国大勢の期待に押し潰つぶされそうになりながら、あれら甘ったれた勇者どもと傷を舐め合うように馴なれ合い、励はげまし合いながら紋もん章しようを集めていくもんだろう？

　こっちはそれを横合いから邪じや魔まし、奪うばうだけの汚よごれ役と踏ふんでいた。正義を笑い、踏みにじるだけの楽な仕事だと高をくくっていたはずなのに。

「ああ、わかった。そうか。僕が死んだら君たち、紋章を集めるどころか聖魔杯の目を潰してしまうか。帰ったらどんな処分を受けるかわかったもんじゃない。だから危ない真ま似ねするなって怒おこってるんだろ？　そうかそうか、偉い大だいなるグランマーセナル帝てい国こくが、うちみたいな超ちよう弱小国家のたかが一王子の命をありがたくも心配をしてくださるってわけだ。何て慈じ悲ひ深いお心こころ遣づかい！　そして喜べ、ルディ＝シャンク！　幸い僕は、こうして元気いっぱいだ！　あっはっはっはっはっはっはははは!!」

「この、ガキっ!!」

　拳こぶしを振ふり上げようとしたところで、少年は似つかわしくない拳けん銃じゆうを抜ぬき放った。

「っ……！」

　ニタニタニタニタ、蛇へびのような目で笑っていた。
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「わかったかい？　調子に乗るなってことさ。品位を貶おとしめるからなんだ？　品位品格で戦争に勝てるなら随ずい分ぶん幸せな世の中だ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。卑ひ怯きようとののしった相手が卑怯をしてこないなんて誰が決めたルールだ？　だから『あからさまと呼べるほどでなければ勝てやしない』と、あんなにはっきり教えてやっただろうに。え、外交官？」

　その時後背から、取り囲む盗とう賊ぞく団を押し退のけるように、一台のライナーが抜き去っていった。少年が擁ようした、メイドらの乗ったライナーが、だ。

「しまった……！」

　気を取られ、言ったときにはマヒロは再びバイクに跨またがり疾しつ走そうしていた。

　なんだ、なんだ、なんだ……結局はこのためか!?　ただの時間稼かせぎか!?　挑ちよう発はつにまんまと引っかかっただけなのか!?　あれだけの命いのち懸がけで、やったことはただの挑発、時間稼ぎだと!?

「おい色男、どーするんだよ!!　あいつら行っちまうぞーっ!!」

　上等だ。

「……キャスティア将軍、ハセベ将軍、今行ったライナーを叩たたき潰してもらいたい!!」
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「王子っ……!?　エーデルワイス様、ストップ、ストップ!!　あそこに止まってたの王子です!!　なんで!?　サフィナ家で大人しくしてるって……！」

「恐おそらく、時間を稼いでくださったのでしょう」

　エーデルワイスが、ちら、とミラーを見やる。単車に乗ったマヒロが、すぐに追い付いてきた。あっという間に並び、バンダナマスクを外す。

「いいか、絶対にスピードを落とすな!!　残したアシを使い切れ!!　すぐに追い上げてくるぞ!!」

　首しゆ肯こうし、エーデルワイスがアクセルの開度を深くする。

　パリエルはタレットの上に出て叫さけんだ。

「盗賊団も追ってきてます!!　王子も早くこっちに……!!」

「守ってくれると言った君には申し訳ないが、これくらいしかできることが思い付かない!!」

　サフィナ領の方から、通報を受けた自警団の車両が大量に現れた。その姿を見た盗賊団は追つい跡せきを諦あきらめ三々五々に散っていく。

「向こうのライナーは僕が引き付けておく!!　なんとしてもこのライナーを守り抜け!!　ここから先は君たち次し第だいだ!!」

「王子ってば……!!」

　手を伸のばしたって、届くはずもない。ツバメの返るような軌き道どうを描えがき、マヒロは真後ろに向かい走り去る。

　ジェスが言った。

「ほっとけ。ただ死ぬような奴やつじゃねえ」

「ただでなくても死んじゃったりしたら……」

　無む謀ぼうではないとしても、無理と無茶の度が過ぎている。元より便べん宜ぎを図はかられた向こうのライナー、単たん騎きとなれば積み荷もないに等しく、こちら以上にスピードが出ていた。

「来たわ!!　みんな気を付けて!!」

　シーナが剣けんを抜いた。パリエルもそれにならい、エミットはロッドを構える。ホウキに乗った魔ま女じよが現れる。上空を追い抜きざまに、片手でぶら下がっていた巫み女こが降下、荷台に飛び移った。

　タレットを出たパリエルは、シーナと共に応戦に入る。銃じゆう座ざに付いたジェスが、飛び回る魔女を機き関かん銃じゆう弾だんで追い回す。

「我が勇者、汝なんじ殺すことなかれ！」

「殺して死ねばありがてえが！」

　照準は合っているが、魔女の動きがあまりに速い。またヴェールのように薄うすくだがシールドを展開しながらの飛行、

「ハイ曲射プラズマぁっ!!」

「カーテンっ!!」

　右から左へ、ロールしながら放った魔ま法ほうの電磁爆ばく弾だんを、シスターがロッドの前面から展開した光の障しよう壁へきで弾はじく。赤く青くに輝かがやく魔女の光球は、左右へ落ちた端はしからクレーターのような窪くぼみを地面に穿うがっていく。

「いぃやぁ!?　強い強い、怖こわい怖い、我が勇者早く早くぅ〜!!」

「そうは言うが、マシンガンなんざ滅めつ多たに使ったことがねえ！」

　しばし楽しげに踊おどっていた魔女だったが、あるとき何かに気付いたようにクルリと回って、荷台にて刃やいばを交える沙耶香の元へ。

「サヤカ！　よく考えたら、独どく眼がん龍りゆうってユリカ様のお気にじゃなかったっけ!?」

「そうだ！」

　パリエルの刺し突とつを薙刀なぎなたの柄えで払はらい、シーナの魔法を炎えん獄ごくの炎ほのおで逸そらす。

「なんだあの色男エラッそうに!!　じゃあ全部ブッ殺したり全部まとめて爆破ってのはまずいんじゃないかっ!!」

「わかったらあそこのメイドの格好したシスターに感謝しろ!!　私まで黒くろ焦こげになるところだったぞ!!」

「はあ!?　メイドかシスターどっちだって!?」

「私が知るか馬ば鹿かーっ!!　ヒマがあるならこっちを手伝え!!」

　吞のん気きに喋しやべっているが、再び相まみえた三剣は相変わらず馬鹿げた強さだった。パリエルとシーナは、威い力りよくを捨ててとかく手数で押し込んでいく。大振りを放たれれば、自分たちの長剣で防ぎきれる得物ではない。

　だが押し切ったと思ったタイミングで、沙耶香は跳ちよう躍やく。空を滑すべるように、後背に追ってきていた帝てい国こく側のライナーに乗り移った。その鼻先にマヒロがぴったりと付けているが、敵もさる者、右に左にのフェイントから一気に加速、マヒロをかわして半馬身差で横合いに並ぶ。

　マヒロは後退、帝国の後ろを回り、そのさらに横から抜ぬきにかかる。

「あ〜、わかった。わかったよ。どうしてまたこんなこんな簡っ単なこと思い付かなかったんだろうね、アタシってば……！」

　飛ひ翔しよう、鋭えい角かくを描いたホウキの魔女が、短機関銃を片手にキャビンの真横に付けた。

「馬じゃないんだ、運転手が死ねば勝手には走らないわけだ♪」

　エーデルワイスの鋭するどい視線が向いたときには、トリガーに指はかかり、魔女の唇くちびるは三日月のように歪ゆがめられていた。

「ＤＩＥ!!」

「バカかてめえ。やっと摑つかまりに来やがった」

　真上から、ジェスがキャスティに飛びかかる。突とつ然ぜんの加重に照準はずれ、弾丸はドアパネルに虚むなしく弾かれるのみ。

「このっ……やってくれるじゃないか!!　野や郎ろうがアタシのホウキに乗ろうなんて十年早いんだよっ!!」

　狙ねらう必要もない密着状態でキャスティが銃口を突つき付ける。刹せつ那な。

「なら一いつ緒しよに落ちやがれ!!」

「がっ……!?」

　ジェスは魔女の首にワイヤーをかけ、それを握にぎったまま足場もない後方へ跳とんだ。ぶら下がる形となり、それで集中力が維い持じしきれなくなったキャスティが、徐じよ々じよにだがホウキを失速させていく。タレットから身を乗り出して、エミットが呼ぶ。

「我が勇者っ!?」

　やがて高度も維持しきれなくなったところで、ジェスはホウキに片かた膝ひざをかける。さらに手をかけ、蹴けり上がりの要領で身を起こし、魔女の背を踏ふんで跳躍。反動で地面に着地したキャスティはそのまま転がり、後こう塵じんの彼方かなたへ遠ざかっていく。

　隻せき腕わんの勇者が伸のばした手は、

「ジェス君!!」

　荷台には届かなかったが、パリエルが伸ばした手により拾い上げられる。荷台の天板に引っ張り上げ。

「……大した馬鹿力だな、おい」

「馬鹿はどっち!?　王子も、ジェス君も!!」

「二人とも話は後よ！　まだ厄やつ介かいなのが一人残ってるわ!!」

　抜きつ抜かれつを繰くり返す彼ひ我が、向こうにはまだ長谷部沙耶香が残っていた。怒いかりを押し殺した双そう眸ぼうが、静かに見開かれた。

「無茶ではあったが、悪い奴やつではなかった。友の仇あだ、討うたせてもらおう！」

「たぶんまだ死んでねえぞ」

　ジェスの言葉に、きょとん、と拍ひよう子し抜ぬけしたように。

「どけサヤカぁ!!　ユリカ様のペットか何か知らないが、消し飛ばしてやるぁあああああああああああ!!」

　跨またがったホウキを握った両手より魔導力を流し込む。

　銀の箒ほうき、銘めいイッポンダタラ。柄の部分は純ミスリル銀バレル。内外の超ちよう々ちよう硬こうクリスタルコーティングに、二万と二五五の紋もん章しようがエッチングされたイカレた魔導ブースター。ただ一本が二〇二五五種の紋章符ふと同様のベクトル変へん換かんをもたらす、万ばん能のうの器うつわ。その全すべてを起動し、箒は銀一色より七色に輝かがやきを帯び始める。穂ほの部分に束ねられたクリスタルファイバーが、その広大な表面積をして大気中の魔導力子を貪どん欲よくにバレル内へ集力する。

「っ!?　馬鹿っ！　キャスティ、それはっ……!!」

　魔力を蓄たくわえきった魔女が、ライナーの真後ろに付ける。

「ジャッジメントのお時間だ！　消えてなくなれ、セブンパレットプラズマァアアアアアアアッ!!」

　電光の虹にじが膨ふくれあがる。

　対するは銘パーフェクトローズ。荷台の後こう端たんにてシーナの構えた剣けんの鍔つば、蕾つぼみのような造形がその名の通りに変形し、刀身に光を纏まとう。

「薔ば薇らよ開け虹を咲さかせ!!　虹こう剣けん、クリティカルレインボーアローっ!!」

　勇者の放つ七属性の虹が、魔女の唱えた電光の虹を切り裂さいた。二つのぶつかり合う衝しよう撃げき波は、ライナーの駆かける直後を炸さく裂れつし続け、延々幅はば十数メートルに亘わたり削けずり取っていく。

　桁けた外はずれの光と光、精神力が尽つきるも同時。

「何て威い力りよくっ……これが天てん魔ま将しよう……!!」

　シーナが膝ひざをつくと同時、魔女もまた息せき切って向こうの荷台に不時着する。

「フザケた小こ娘むすめだ……、アタシの魔法を散らしやがった……！」

「長く飛び回って魔法も乱発していたからだ。無理はするな。あとは私に任せろ」

　再び豪ごう剣けんが飛び移ってくる。
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　パリエルはジェスと共に、シーナを庇かばうように立つ。

　とは言え、リーゼルもいない、シーナもいない状態だ。あの薙刀なぎなたの台風のような連撃、そう長く捌さばききれる自信はない。その上厄介なのが、あのヒラヒラした衣い装しようだ。筋肉や腱けんの動きからクセを読むことができない。それがひどく戦いづらい……。

　ジェスが呟つぶやいたのはそんなときだった。

「パリエル。足元をよく見て戦え」

「足……？」

「何をゴチャゴチャ言っている！　ならばこちらから行くぞ!!」

　そのタイミングでジェスが突っ込んだ。

「甘いっ！」

　横薙ぎの刃は、かいくぐってきたところに、沙耶香は下からすくい上げるような一撃を加える。いや、加えようとしたのを。

「なっ……!?」

　逆手のナイフ、岩を削ろうとでもいうような勢いで柄えの中心部分に叩たたき付ける。

（すごい……！）

　自分もシーナも長剣だから、間合いも自然とそれに則した中ちゆう距きよ離りにならざるを得なかった。だがそれは敵の間合いでもあり、尚なおのこと沙耶香はそれを振ふりほどくように長物を振り回し、遠ざけ、一方的な己の間合いを作り上げていた。だから手のつけようがなかった。

　だがあれだけの長物だからこそ、圧あつ倒とう的な近距離には徹てつ底てい的に弱い。自分の長剣ではその間合いでは戦えないが、ナイフ主体のジェスだからこそだ。そうして、遠心力というもう一つの武器を、支点に近い場所に力を加えることで封ふう殺さつする。勢いの乗った刃は止めるなどほぼ不可能だが、力がそこへ伝わる前の段階、即すなわち手元の部分で止めてしまえば話は別。

　気付いてしまえば当たり前の話だ。

（でも……）

　それはそもそものあのスピードを見み極きわめるだけの目、そして実際かいくぐれるだけの並外れたスピードと度胸があればこその理論。いや、長谷部沙耶香ほどの腕うで利ききが相手であれば、まず机き上じようの空論。

「くっ、貴様っ……！」

　そして豪剣の暴風が、全く勢いを失った。受けるだのかわすだの以前に、独どく眼がん龍りゆうはそのモーションを与あたえない。振り回させない。押そうとすればただ力任せに刃を叩き付けて動きを封ふうじ、引こうとすれば手首を返し刃をかけてそれを封ずる。それを瞬しゆん時じに見極める判断力、反射神経、追つい随ずいする身体能力。

　そして初めて見るジェスの剣けん技ぎ。パリエルもスピードには自信があるが、得物の短さ、軽さも手伝ってか拳けん闘とう士並みの速度で圧倒する。否いな、しかしまたその不利をしてなお一撃を食くらわない三剣の凄すさまじさ。

「舐なめるなぁっ!!」

　荷台の端はしまで追い詰つめられ、業ごうを煮にやしたように沙耶香が得え物ものを搔かき消した。徒と手しゆ空くう拳けんになった瞬間、勢いのまま突つき出したジェスの左手首に右手が添そえられ、肘ひじに左手が添えられる。目を見開いたジェスは、重心を落としざま、荷重がかかろうとした沙耶香の右みぎ膝ひざを蹴けり飛ばし距きよ離りを置く。

（足……足あし元もとってそういうこと……!?）

　パリエルは理解する。高速で行くライナーの不安定な足場だから、とも思ったが、そういう意味ではない。

「なるほど、あのユリカ様に認められるだけのことはあるか！」

　再び沙耶香は得物を召しよう喚かん。だが今度は薙刀ではなく、要よう塞さいで見せた長弓でもなく、ジェスの得物と同等の長さをした小こ太だ刀ち。構えの型も変わった。

「……くそ、強つええな。底が知れねえ。融ゆう通ずうが利きく分、レイナーの野や郎ろうより厄やつ介かいだ」

　元より慢まん心しんのないジェスの呟き。だが、沙耶香の表情からも余よ裕ゆうが失うせていた。代わり現れたのは危機感ではない。真しん摯しなまでの気き迫はく。

「救国の英えい雄ゆう、独眼龍に褒ほめられるとは光栄だ……だが此こ度たびの我らは敵同士！　いざ、参る！」

「っ！」

　速い。刃の交わる音、数え切れぬほどのまさに剣けん舞ぶ。上に、下に、右に、左に、二人の間合いのあらゆる場所で互たがいの得物はぶつかり、刃は鳴き合う。そして長物でさえ押し切れなかった三剣の巫み女こ、同等の得物とあらば今度は隻せき眼がんの勇者を圧倒し始める。

「くっ!?」

　ジェスが呻うめいた。刃の隙すきに、空手による鋭するどい当て身が加わる。体勢を立て直したところに、今度は柄え尻じりで殴なぐりつける。遊んだ左手を取り、返す。

「!?」

　ぶん、とジェスの体はその場で宙に回り、背中から叩き落とされた。

　鮮あざやかすぎて、呆気ないほどの決着。

　ジェスは起き上がれない。

「……まさかただ一本の腕うでで、私にここまでの手を使わせるとは」

　ジェスを見下ろし、沙耶香は一息。

　涼すずしげに風を浴び、鋭い視線がパリエルを向く。

「まだやるか？」

　短刀を搔き消し、沙耶香は再び薙刀なぎなたを召喚した。

　要塞で見た、今日また見た。見切って然しかるべき武器。勇者がヒントを残してくれた。竜たつ巻まく暴風、台風のような型であれば、その目を突けばよい。足元を見ろといった。普ふ段だん目に入れようもないが、先ほどのジェスの戦いで理解した。巫女装束は動きを読みづらいが、足元は別。言うなれば踏ふみ込み。この女は自分と同様、小こ柄がらな故に、威い力りよくある一撃を繰くり出す際には、その踏み込みを重要としている。重心の使い方がとてつもなくうまいのだ。

　ならばそこを読み、あの時のジェスのようにくじければ。

「……いや、貴様では私の相手は務まるまい」

「え……？」

　沙耶香が厳おごそかに、ゆっくりと薙刀を振り上げる。

「縦に割る。死にたくなければ避さけろ」

「なっ……！」

　縦に？

　この巨きよ大だいなライナーを真っ二つに叩たたき斬きる!?

「逃にげてパリエル!!」

　危険を察したシーナの悲鳴。

　身が竦すくみ、膝ひざの震ふるえに気が付いた。それが命を懸かけることなのだと、今、ようやく思い至る。

　きっとどこかで甘えていた。所しよ詮せん護衛だ、王宮にいれば外敵は、そこへ至る前段階で排はい除じよされる。旅に出ればこうして勇者らが一いつ緒しよに戦ってくれる。王子は聖せい魔ま杯はいの鍵かぎだから、敵も軽々には殺したりはしないだろう……そういう甘えだ。

　だが現実にはどうだ。

　ジェスの言う通りではないか。自分の中に、殺し合うほどの覚かく悟ごがあっただろうか。たとえ殺せはしても、殺されるだけの覚悟があっただろうか。

　敵のライナーにいつ轢ひき殺されてもおかしくない距離で妨ぼう害がいするマヒロ。ライナーの車輪に巻き込まれる恐きよう怖ふも厭いとわず、魔女のホウキに飛び移ったジェス。あれだけの大出力魔法に、敢かん然ぜんと立ち向かったシーナ。

　自分だけが考えるばかりで、右往左往と。

　ひょっとしたら、ここが分かれ目なのだろう。

　逃げるか、否か。

　それは即すなわちこの先の自分の人生において、逃げ続けるか、否かに違ちがいなかった。

　守れと言ったのだ。

　祖国を蘇よみがえらせてくれると、約束してくれた彼が。

　それを信じるか、否かだ。

（……）

　そこまで思い至る頃ころには、自然と身体からだの震えは止やんでいた。

　死ぬわけにはいかなかった。だが、逃げるわけにもいかなかった。負ったものが大きすぎる。

　命を守るということは、即ちその対象の無限の未来を守ることに他ほかならない。マヒロがこの先、大陸に覇はをなす存在であるならば……自分は、その未来を守り通す者であらねばらない。そして今、彼が見み詰つめる未来のためには、帝てい国こくに屈くつするわけにはいかない。

　彼は、守れと言ったのだ。

（守れって──!!）

　こんなちっぽけなクルマ一つ守れず。

　ただ一つの使命すら果たせず。

　どうして、仕えるべき主君のそんな理想を守り果おおせるのか!?

「……ふん、あのアホに劣おとらず死に急ぎたいらしいな」

　パリエルに退く様子がないことを……いや、打って変わって胸きよう裡りに静かな炎ほのおを宿らせたことを見やり、沙耶香は双そう眸ぼうを鋭するどくする。

　だが、もはや眼光程度に臆おくしはしない。

「……言っていろ。目に物見せてやる」

　深い場所で、何かが繫つながった。自分が切り替かわったのを感じた。

　半分の血。自身に流れる半分の魔人の血。能力がその姿勢を取らせた。

　魔法なんてただの一度も使ったことがない。だが、きっとそういう感覚なのだろうと魔人の血が教えてくれた。背に残された傷。その下に刻まれた紋もん章しよう。同じように隠かくし通してきた、それが己おのれに流るる血の能力。
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　低く。

　最速を求め。

　刃はは、真後ろよりも後ろに引き絞しぼる。

「ならば死ね!!」

　相手は大上段。

　豪ごう剣けん、龍りゆう殺ごろしと呼ばれた女が全力を込めようとした矢先。




「逃げろサヤカぁああああああああああああああああああああああっ!!」




　波動を感じ、同じ魔人であるキャスティが叫さけんだ。その時には、パリエルは刃を振ふり切っていた。

　なんの音もない。

「……っ。なに……、が……」

　巫み女この身体は、後ろに刃を掲かかげた姿勢のまま。呆ぼう然ぜんと、ゆっくりと、その上体を後ろに反らしていく。

　何分初めてのことだ。失敗したのだと、パリエルは悟さとった。だが、それで良かったのかも知れない。

「サヤカっ！」

　そのまま荷台から落ちようとする巫女の身体を、ホウキに乗った魔女が下からすくい上げるように。だが先ほどの大魔法による消しよう耗もうが回復しきっていなかったのか、そのまま失速。二人はゆっくりと地に落ち、後こう塵じんの彼方かなたに転がっていった。

（……勝っ……た）

　一気に身体の力が抜ぬけ、パリエルはその場に剣けんを落とし、膝をつく。魔女と同じく、まだ立つのもやっとのようなシーナが駆かけ寄ってくる。

「パリエル、しっかり！」

「我が勇者も、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　朦もう朧ろうとする頭を振るジェスに、エミットが肩かたを貸す。

「ああ……、なんとか、な……」

　そうしてみんなで、タレットの方へ。

　ハッチから車馬隊長が顔を覗のぞかせた。

「おい、大丈夫か!?　誰もおっこちたりしてねえだろうな!?」

「……ええ、危なかったけど。見ての通り、みんな無事よ」

　シーナの声に首しゆ肯こう。

「よぉし、大丈夫だ侍じ従じゆう長！　もう遠えん慮りよはいらねえぜ!!」

　さらにライナーの車速が上がった。

　あとは純じゆん粋すいに、より速い方が勝つ。

「でも、パリエル……あなた、さっき何をしたの？」

「ん……と」

　聖剣の国と呼ばれし王家に、伝えられた業わざがある。

〝億千万の刃〟と謳うたわれたアウターが、遺のこしたものだと言われている。

「一本が……」

「え？」

「……八本ぐらいだったかも」

　四本ではなかった。かといって十六本には届いていなかった。だから八本ぐらいだったはず。何にせよ、斬ざん撃げきという本来の形に至っていなかった。だから沙耶香のあれは、衝しよう撃げき波はを浴び、ひっくり返った程度に過ぎない。

　でもやっぱり、それで良かったのかも知れない。傷付けず、無力化する。あの王子の意に沿う形の力だろうから。




　　　　◆




「まさかっ……雷らい将しようと豪剣が……!?」

　息を吞のむドライバーの言葉は、ルディの心境そのものでもあった。だからルディは彼へ言うと同時、自分へ言い聞かせるように呟つぶやく。

「……事実だ。受け入れるしかないだろう」

「戻もどって、お助けせずともいいんですか……？」

「止むを得ん……言うなればあれは、彼女たちの任務の結果だ。こちらにはこちらの任務がある」

　とは言うものの、王子は相変わらずこちらの周囲を行ったり来たりとうろうろしている。

「また車速を上げました……離はなされます……！」

　どうすればまくれるか。あの王子をかわし、万ばん全ぜんを期するならば先行するあのライナーに一いち撃げきを加えたい。

　そうして押し黙だまるように黙もつ考こうするルディの前で、王子がおかしなアクションを見せた。右手はアクセルを開けたまま、握にぎった左手を高々と突つき上げたのだ。

「くっ……。勝ったつもりなんですかね……」

　そう、あたかも勝利を確信したかのような。

　だが。

　なんだ？

　よく見れば、何かを握り込んでいるのか？

「スイッチ……」

　呟き、ルディは違い和わ感に気付く。

　最初に突っ込んできたとき、あの単車はサイドバッグを左右に振り分けていた。そのとき片方を投げ込み、護衛の数台を沈ちん黙もくさせたのだ。では……もう片方のサイドバッグはどこへやった？　沙耶香とキャスティが戦っていたときは、まだあったはずだ。いつの間に、どこへやった……!?

「まさか……!!」

　瞬しゆん間かん、マヒロがスイッチを押し込んだ。




　ズドンッ!!




　荷台の方で大きな爆ばく発はつが起きた。ガン、と叩たたき付けられるように車両の姿勢が変化した。

「なんだっ……!!」

　ドライバーが必死に操そう舵だする。瞬またたく間に車速が落ちる。もう、踏ふもうともエンジンが唸うなるばかりでスピードが上がろうという気配がない。

　ルディは開け放した窓から身を乗り出し、車両を振ふり返って理解する。

　荷台の後ろ半分が吹ふき飛んでいた。駆く動どうするための後輪二に軸じくごと。前輪だけで引きずるような姿勢。走ろうはずがない。

　走っている最中に。荷台の上で誰も彼もの気付かぬうちに、仕掛けていたのだ。マヒロは挨あい拶さつくれるように一度手を振り、ライナーと共に遠ざかっていく。

　サフィナの都市は、そこに見えていた。

「……ここまでやるか、あのガキは……」

　もう、毒づく元気もない。

　恐おそらく、自分たちの車両が勝てると信じていたわけではないのだ。むしろ、負ける公算の方が高いと踏んでいたからこそではないのか。最悪、自分たちのライナーがやられても良かったのだろう。だから仕込んでいた。雷将にも、豪ごう剣けんにも悟さとられぬうちに仕掛けていた。自らが率いたあれら護衛と勇者どもすら、それを悟られぬための目め眩くらましだったのではないか？

　なぜならば紋もん章しようを得る条件は、ただ一つきり。優勝だ。

　どちらも優勝できなければ、振り出しとしてまた交こう渉しようの余地が入る。それがどこの誰とも知らぬ優勝者であれ、ともかく紋章はヴァリオ・サフィナの手を離れざるを得ない。遠回りにはなるが、ただの一いつ般ぱん人が相手となれば……話は、ごくごく簡単になる。

「なんてガキだ……」

　それしか、言葉が出てこない。

　ルディはシートに、深々とその身を沈しずめた。
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　夕方、トップでゴールを駆かけ抜ぬけた可愛かわいいメイドさんチームは、詰つめかけた人々から盛せい大だいな歓かん迎げいを受けた。長時間にわたる過か酷こくな高速巡じゆん航こうを果たしたライナー。それを整備したミスマルカ車馬隊の腕うでも、とても高く評価された。そしてステージ上で、賞品である黄色の紋章を授じゆ与よされた。

　会場でのヒーローインタビューも、慣れたシーナがリーダーを装よそおい、スポークスマンを買ってくれたおかげで滞とどこおりなく。虹こう剣けんの勇者、シーナ・ミルローザは大陸の自由と平和を守らんがため、その意気に打たれたミスマルカ王の好意により、最高のドライバーとメカニックたちを貸たい与よされた。だから彼女が紋章を得たことに不平不満の出る余地はなく。

　……そしてまた、そこにはマヒロの名前が出る余地もない。

　それでもマヒロは会場の片かた隅すみ、停とめた単車のシートにあぐらをかいて、頰ほお杖づえついて、満足げに表ひよう彰しよう式しきの様子に微笑ほほえんでいた。傍かたわらには、表彰台など端はなっから近付きもしないエーデルワイス。

「殿でん下か。行かれずともよろしいのですか」

「僕はほんのちょっと邪じや魔ましただけだ。君たちこそ交ざってくればいい」

「メイドは本来、ああも表立つものではございません」

　次にマヒロは、ジェスへと視線を移す。

「君はどうだ。あの騒さわぎの中でシーナさんのお墨すみ付つきなら、Ｅランクも卒業だろう」

「オレのいるような場所じゃねえだろう」

「……あの輪に入りたいとは思うか？」

「もう少しまともなザマだったらな」

　やはりこの勇者、ひねくれていると言うより、わきまえていると言うべきか。

　そのとき、ようようインタビュー攻ぜめから解放されたのか、シーナ、パリエル、エミットが嬉うれしい悲鳴さながらに戻もどってきた。

「やーもうみんな放してくれなくって……我が勇者も一いつ緒しよに来れば良かったのに！」

「放してもらえなかったのはこの私。あなたは一緒にいただけでしょう？」

「勇者シーナ、冷たーい。しかもな〜んか鼻にかかる言い方」

　まあまあとパリエルが間に割って入り。

「それよりシーナ」

「ええ、そうね。はい、王子様。どうぞ」

　と念願の紋章を差し出してくる。

　パリエルは満面の笑み。

「やりましたね、王子！　一つ目の紋章です！」

　バイクから降りたマヒロは、それをシーナの手から受け取り、眩まぶしげに夕焼けにかざし、そして笑み。懐ふところにしまい込んだ。

「うん、ご苦労様。みんな、よくやってくれた。リーゼルはいないが、要よう塞さいでの一件に引き続きのメンバーだ。心から感謝する。ありがとう」

　達成感と自信に溢あふれたそれぞれの顔を見み渡わたして、マヒロは一息。

「いや、レースを抜きにしても、まさかあの沙耶香ちゃんたちに勝ってしまったんだ。全く大したものだと思うよ」

「でしょ？　でしょー？　我が勇者とスーパーシスターだから。すごいんだから」

　胸を張るシスターに、シーナがまた一つ釘くぎを刺さす。

「あなたなんて一回障しよう壁へき張っただけじゃないの。私が天魔将からトラックを守り抜いたから良かったものの」

　それからシーナは、マヒロに向き直った。

「それと……そう思ったのなら王子様、勇者のことを少しは見直してもらえます？」

「え？」

　とマヒロ。

「忘れたとは言わせませんよ。選せん抜ばつ試験のときの、あの失礼な書き置きの内容を撤てつ回かいしていただけますね？」

　呆あきれ気味にパリエルが言う。

「シーナってば……まだ根に持ってたんだ……」

「当たり前よ」

　本当にプライドの高い勇者のようで。

　ごごごごご、と、どうだこのヤロー的オーラを纏まとってにじり寄るシーナに気け圧おされ、マヒロはおずおず頷うなずいた。

「は、はい……、ごめんなさい……でした」

　一転、花の咲さくような笑顔。

「いえそんな王子様、私はわかっていただければそれで充じゆう分ぶんですから。間ま違ちがいのない人間なんていないわけですしね」

　まあ。自尊心は満たされたのだろう。

「えーと……じゃあ、シーナさんの機き嫌げんも良くなったので。みんなも、飲み食いしてくれば？」

「え？　王子は？」

　聞くパリエルに答えながら、単車に跨またがりゴーグルをかける。

「余はＶＩＰなので、チカ様のところの後夜祭に呼ばれています。ご挨あい拶さつに行ってくる」

「いえ、だったら私も護衛ですし……」

「殿下のお心こころ遣づかいです。たまには羽を伸のばしてきなさい」

　エーデルワイスだった。

「わたくしが殿下にお供いたします」

「ええ〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜？」

　と体ごと首を傾かしげるマヒロ。

「なにか」

「いくら余が無類のメイド愛好家といえども、他所よそ様さまのところのメイドさんにちょっかい出すほど節操なく生きてはいま……いえ、生きていないんだけど……まあ、我が国が誇ほこるメイド長がそうおっしゃるのであればしくしくしく」

「いいじゃない、二人ともこう言ってるんだから。行きましょう、パリエル」

「えっと……じゃあ、お言葉に甘えて。浮うかれて悪さしちゃダメですよ、王子」

「はいはい、そうと決まれば我が勇者もね〜」

「だから何度言えばわかるんだてめえ、袖そでを……」

　賑にぎやかに、また会場の中へと戻っていく。

　その姿が雑ざつ踏とうに混ざる頃ころ……エーデルワイスが静かに呟つぶやいた。

「殿でん下か。気がかりなことでもございましたか」

　さすが彼女が相手では、なかなか隠かくしおおせない。

「……ああ。幸か不幸か、僕の目に間違いはなかったらしい。やっぱり敵は公こう爵しやくだ」

　懐にしまった紋もん章しようを嬉しげに取り出して見せると、エーデルワイスが微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「それが、何か」

「ニセモノだ」
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　日にち没ぼつを過ぎ、サフィナ家の玄げん関かん前に単車を滑すべり込ませるなり、その音を聞きつけたコウが駆かけ寄ってきた。

「よかった、マヒロ王子！　お呼びしようと思っていたところです……！」

　元からの糸目をさらに細くし、困り切った様子を見せていた。

「どうなった？」

　エーデルワイスと共に館やかたに入ると、チカとマダムも現れた。チカは今にも泣き出しそうな表情で、マダムにしても顔色がよくなかった。

「ったく。帝てい国こくもヴァリオの奴やつも、最初っから約束を守るつもりはなかったのさ……お嬢じようが首を縦に振ふらないなら、こないだなびいた連中連れて、ヴェロニカを割るって言い出しやがったよ」

「もう、全員揃そろっているのか？」

　浮かぬ顔でコウも首しゆ肯こうする。

「私とナージュ卿きようとで、説得を続けてはいるのですが……」

「そこで何をしている」

　廊ろう下かの奥よりロビーへ現れたのは、ヴァリオ。その睨ねめ付けるような視線を受け、チカはコウとマダムの後ろに隠れてしまう。

「セルヴェチカ。お前がいないのでは話にならん」

　以前見たチカとはまるで別人……いや、元に戻もどったと言うべきか。ただ隠れ、怯おびえ、首を振ろうともしない。ヴェロニカは王を頂かずと、書き叫さけんだ面おも影かげがどこにもない。

　彼はマヒロの姿に気付くなり言った。

「この期ごに及およんで何の用だ、マヒロ王子」

「ニセモノ摑つかませといてそれもないだろ？」

　マダムとコウ、喫きつ驚きようを浮かべ振り返る。

「なんだって……？」

「それは誠まことですか、公爵!?」

　コウの言葉に、ヴァリオは鬱うつ陶とうしげな顔をする。だがそれだけだ。臆おく面めんもない。開き直ると呼べるほど窮きゆうしてもいない様子で。

「大変な言いがかりだな、マヒロ王子。そんな証しよう拠こがどこにある」

「ここにあるとも」

　それを懐ふところから取り出す。だが顔色一つ変わらない。

「それが偽にせ物ものだという証拠がどこにあるのかと、聞いているのだが」

「僕は前夜祭の夜にこのレプリカを見ている。これは、それと全く同じものだと言っているんだ」

　だが、そこからの切り返しにマヒロは目を見張った。

「では、どれが本物だと言うつもりだ？」

「……なに？」

「確かにあの晩、私は非常に精せい巧こうなレプリカを用意し、あの場に展示した。寸分違たがわぬほど精巧なレプリカだ。確かにあなたはそれは見ただろう。だが、肝かん心じんの本物を見たことはあったのかね？」

「……」

「ないはずだ。本物は私がずっと保管していたのだから。そして展示の役目を終えたレプリカは、表ひよう彰しよう式しきまでに取り違ちがえぬようその日のうちに処分した」

　なるほど。

「それくらい精巧なレプリカだったのだから……ともすればミスマルカ王から伝え聞いただけのマヒロ王子が、本物を偽物と見み紛まがうのも無理のない話かも知れない。違うかね？」

「……」

　なるほど、そう来たか。

　考え込むように俯うつむき、マヒロは口元に手をやった。

「わかったら帰りたまえ。レースで優勝した場合、そちらはその紋もん章しようと帝国が手を引くことが条件だったはずだ。だが、ヴェロニカの意向はそれとは別だ。口を挟はさまないでもらおう」

「……一つだけ、聞かせて欲しい。公こう爵しやく」

「なんだ」

「先代領主、ヴェリス・サフィナを殺したのは君か？」

　そのとき、ヴァリオの表情に苛いら立だちがこもった。

「いい加減にしたまえ！　また証拠のない言いがかりを付ける気か!?　コウにでもレンシーにでも聞けばいい、そんな証拠はどこにもない！」

　しくしくと。

　微かすかな微かな嗚お咽えつが聞こえてきた。

　一人、チカが涙なみだを拭ぬぐっていた。

「泣いてばかりで何になる！　逃にげられはせんのだ、セルヴェチカ！」

　嗚咽は、段々に大きく。

　苛立たしげに嘆たん息そくし、ヴァリオが踵きびすを返す。

「……コウ。セルヴェチカが落ち着いたら連れてこい。王子には引き取ってもらえ。いいな？」

　傲ごう岸がんに吐はき捨て、ヴァリオは元来た道を戻っていく。マダムはチカを見下ろしたまま言葉もない。コウは片かた膝ひざをついてハンカチを差し出すだけで、チカは懸けん命めいに涙を拭うばかりで。

　後ろを見れば、いつも通り何の表情もなく控ひかえているエーデルワイス。

「いかがなさいますか、殿でん下か」

「帰れって言われて帰るくらいなら、そもそもレースに出ていないよ」

　さてどうしようかとレプリカをしまい、頭を搔かいていると。フェルトペンの音が聞こえた。

『助けて』

　嗚咽を殺して書かれた震ふるえる字は、長く続いていた。

『私は弱い。私はひきょう。私はおくびょう。私は何もできない。』

「……」

　さすがに、胸が締しめ付けられそうだった。

「まるで……」

　他に届かぬような、エーデルワイスの声だった。




　──殿下のご幼少時を見ているようでございます。




（……そうか）

　そうか。

　だから自分はこんなにも同情しているのか。

『私は声が欲ほしい。私はときどき、叫さけびたくなる。』

　それきり涙が止まらなくなったチカの頭に、マヒロはそっと手をやった。

「チカ様は、お優やさしいのですね」

「っ……？」

「僕があなたの立場であれば、一秒たりとも黙だまってなどいられない」

　迷いを、吹ふっ切った。

　残ざん酷こくでも。

　残酷でもだ。

「チカ様。二人きりで、お話ししたいことがあります。よろしいですか？」




　　　　◆




　適当な部屋に移る。

　マヒロの雰ふん囲い気きが違うと、チカは思った。

　やっぱり、頭のいい人なんだろうと思う。このヴェロニカを救うために、知ち恵えを振ふり絞しぼってくれているのだろう。

　かつて父の代を継つぎ、ミスマルカ王国へ訪れた折。突とつ然ぜん床ゆか下したから現れたマヒロにビックリして悲鳴を上げ、それから二人で笑い転げた。優しい兄のような人だと思っていた。でも、今の彼には微み塵じんもそんな雰囲気はなかった。

　今年、七領祭に遊びに来ると聞いて楽しみにしていたのに。まだ、ほんのちょっとしかお話ししていない。

「チカ様。あなたはヴェロニカの分断を望んでいないのですね？」

　話したかと思えばこんな話。

　チカは頷うなずく。

「帝てい国こくの支配下となることも望まれないのですね？」

　もう一度、頷く。

　自分がまだ幼いことは理解している。だが同じように、サフィナを継いだ責務も理解しているつもりだった。その自由への意志を断たってはならない。自由で、それを誇ほこり、だからこそ気高くある。それがヴェロニカの繁はん栄えいを支え続けてきた。

　それだけの器量が備わっておらずとも、自分には、ヴェロニカを守る義務がある。

（……）

　叔父おじが、それを支えてくれるはずだった。

　否いな、支え続けてきてくれた。

「チカ様」

「……」

「策をお授けしたいと思います。ただ……」

　一度、言い淀よどむ。

「これは、もし僕がチカ様の立場であったなら、という、そういう策です。しかも勝算も、そう高いものではありません。ですから……お伝えするだけです。実際、使うかどうかは」

『かまいません』

「では……僕がチカ様にお味方できるのは、これが最初で最後です。よろしいですか？」
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　大卓の向こうにヴェロニカ。こちらに帝国。

　ルディは国境の駐ちゆう留りゆう軍ぐんを統すべる将軍、その他役人も揃そろえてきていた。

（……やはり首を突つっ込んでくるか）

　話し合いは、そこにマヒロが加わったことで一層ひどくなっていた。昼間あれだけのことをして見せたのに、見かけによらずタフな少年だった。彼はまだほとんど口を出していないが、今度はマダムやコウに何を吹き込んだか。勢いを取り戻もどしていた。

「ですから何度も申し上げているとおり、我が国はヴェロニカを武力で不当に支配するつもりはないと」

　下手に出るこちら側の官かん僚りように、マダムが言下に言い返す。

「だったら、共和国や中原の奴やつらが攻せめて来たらどうしてくれるって言うんだい！」

「もちろん、そのための最低限の軍は配備いたしますとも！　ヴェロニカ七領の安全は、それが魔ま物ものであれ野や盗とうであれ連合軍であれ、すべからく帝国軍が保障いたします。その点においては、多少の不便はご辛しん抱ぼういただきたいと……」

「だからあたしらはそれが気に入らないって言ってるんだよ！」

　完全に気き迫はくで押された官僚に代わり、耐たえかねたようにヴァリオが立った。

「ならば貴様一人連合にでも共和国にでも寝ね返がえればいい話だ！」

「あたしゃそれでも構わないがね、第三次産業の中ちゆう核かくを負うナージュ家無しでやっていけるのかい!?」

「ならば同じ言葉を返してやる、ナージュ一領だけで何ができる!?　連合の食い物にされて終わりだ！　なぜそれがわからんのだ!?」

「お山の大将になりたい自分のことは棚たなに上げて、悪いのは連合と共和国！　あんた他に言いたいことはないのかい!?　約束も守れないような奴が、どうして国を引っ張っていくって!?」

「簡単に口約束を信じ込むような貴様らが、どうしてこれからの乱世に国を負って生きていける!?」

　完全な平行線だ。

　この両者の言い合いは聞くだけ無む駄だだと判断し、ルディは不ふ遜そんに切り出した。

「もう結構です、ナージュ卿きよう。あなたに付き合っていたのではまとまる話もまとまらない」

「そっちこそすっ込んでろ木こっ端ぱ役人。八百長ですら勝てなかったくせに威い張ばるなよ」

　さらに尊大な態度でマヒロに切り返され、ルディは顔色を変えた。

「……なるほど。アホを気取る余よ裕ゆうもなくなりましたか、マヒロ王子」

「ああ。ニセの紋もん章しようを摑つかまされた上に、ヴェロニカまで取られたんじゃさすがにまずい。いや、紋章はまだいいが、ヴェロニカはやっぱりまずい」

　そこで違い和わ感に気付く。

「……おかしなことをおっしゃいますね。レースの勝利時に紋章しか望まなかったお方が、今は紋章はいらないと」

「ああ」

　マヒロは意味深に頷うなずくだけ。

　一同が不ふ審しんに感じる。そういう返事だった。

　聞けばそれなりの理由を言われるが、聞かぬ以上は論破できない。

「……理由はおっしゃらないのですか。マヒロ王子」

「どうせもう君が受け取っているんだろう。その見返りに、君はヴァリオに件くだんの調印文書を差し出した。だから公こう爵しやくはここまで強気になっている。そして軍の動向に関して、他の領主らにほのめかした。攻め入るぞ、と」

「さあ、はっきりとそう明示した記き憶おくはありませんがね」

「こんなとこに将軍職を連れて来といてよく言うな」

「許可を得られ次し第だい、可か及きゆう的てき速すみやかに配備を進めるためです。それ以外の何の理由が？」

「突っぱねられた場合、可及的速やかに侵しん攻こうするぞという意思表示だ。文官である君にその気がなくても、そもそも軍隊を持たないヴェロニカの彼らは充じゆう分ぶんに怯おびえるとも」

　一度前まえ髪がみを搔かき上げたルディは愛想笑いを搔き消した。代わり、見せたのは心底の笑えみだ。取って食う笑え顔がおでテーブルに肘ひじをつき、身を乗り出す。立ち会いであれば本身を抜ぬいたも同様の構えであった。

「有り体ていに申し上げましょう。その通りです。はっきり言ってこんな茶番はもう無意味だ。我々は今や彼らに良否を問うていません。抗こう戦せんか否いなかを聞いているんですよ……と、こう言えばおわかりですか？」

「最初からそう言えばいい。アホと言われる僕の頭でも、大変よくわかったとも」

　向こうも仮面を剝はがした

　ニタつきながら、二度三度とマヒロは頷く。

　さあどう出る、そうルディが踏ふんだ矢先だった。

「じゃあさっさとやれよ」

　場に揃う全領主が、その言葉に息を吞のんだ。チカも例外ではなく、また誰よりマヒロを信しん頼らいしていた様子のコウが声を上げる。

「マヒロ王子、何を言い出すんです……!?」

「こんなのは子供のケンカと一いつ緒しよだ。やるぞ殺すぞと脅おどかすだけで、そんな気はサラサラないんだよ。安心していい」

　凄すさまじい確信を見せていた。

　危機感を覚えたルディは瞳ひとみを鋭するどくし、深く吐と息いきする。

「人ごとのようにおっしゃいますね。ですが何を根こん拠きよに」

「まだ侵攻していないからだ。うちの国には宣戦から一週間と経たたずカチ込んできたくせに、今度は随ずい分ぶんと悠ゆう長ちようじゃないか。本当のところを言ってやろうか？　君、軍を動かす許可は得ていても、実際の侵しん略りやくは厳禁されているだろう？」

　その言い方に、ルディの眉まゆは微かすかに動いた。許可されていない、ではなく、厳禁されている。その言い方の妙みようだった。

「なぜ、そんなことが言い切れるんです」

「国境の駐ちゆう留りゆう軍ぐんとやら。攻せめるには充分だが、治めるには足りない数だ。君が焦あせっている理由の一つもここにある。いま見せている駐留軍の大半は、直に日本三国の方へ移される。そこを足がかりとして、共和国をシベリア方面から突つくためにだ」

「それはまたなんの根拠で」

「僕が帝てい国こくの軍令本部長なら、そうする」

「なるほど。それは面おも白しろい発想です」

　いい加減。

（……この、ガキはっ……！）

　冷静を装いはしても、ルディは背筋の震ふるえる思いだった。

　その通りだ。過日、軍令本部長は緩かん衝しよう地帯での両軍の動向にかかわらず、その作戦の続行を決定した。だから軍はその動向を気取られぬよう、兵力を海軍母港がある諸島方面ではなく……ヴェロニカ制圧を目的と見せかけ、前もってこの極東地域に集めていたのだ。

　だからそう遠くないうちに、兵力は霧む散さんする。決まった猶ゆう予よはなく、軍が明日と言うならば明日には消える虚こ仮けの兵だ。文官たる自分にそれを止める術すべはない。ことはそれまでの話。

（どうする……）

　あれだけ向こう見ずをやったくせに、ここまで頭が切れるのか。否、ここまでの先見性を持ちながらどうしてあれだけのことをやってのけられる。

　マヒロの読みは一から十まで当たっていた。帝国の戦略も、戦術も、ルディの内心までも全すべて読み当てていた。だから一層焦る。平静を装よそおうが手一いつ杯ぱいで、それを上回ろうと考えはするが思考が追い付かない。交こう渉しようの席は、言葉こそ刃やいば。だが厄やつ介かいなことには剣けん術じゆつと違ちがい、当事者のみならず周囲をも揺ゆるがせる。

　一方的に喋しやべらせては敗北だ。

「……どうあっても、我が軍の侵攻はないとおっしゃいますか。それを明朝、ご自身の目にされても後こう悔かいはありませんか」

「ないよ。むしろできるものなら、是ぜ非ひやってもらいたい」

　情報は漏もれていないはずだ。駐留軍そのものが、日本三国へ派兵されるなど知らされていないのだ。逆を言えば目の前の少年は、当てずっぽうながらその自説を完全に信じ切っている。それが厄介だった。

「僕も立場上ヴェロニカに肩かた入いれはしているが、中原とどちらを選ぶかと言われれば、それは中原を取らざるを得ない」

「ヴェロニカを奪うばわれることが、中原のためになると？」

「ヴェロニカもうちのあたりと同じ……いや、ひょっとしたらそれ以上の自由主義だ。人間てのは、怠たい惰だな生き物だ。だから自由になるためならなんでもする。制圧下になったヴェロニカに、元から自由主義を標ひよう榜ぼうするうちの国が一言焚たき付けたとしよう。武装レジス蜂起タンスなんて簡単に起きるさ。そう、たとえば……昨夜のキャンプが、ちょうど似たような状じよう況きようだったらしいじゃないか」

「……なるほど。あれはあなたの嫌いやがらせでしたか」

「ちょっと実験してみただけだ。そして成功した。ならば当然帝国軍は、当初の制圧の上に、その鎮ちん圧あつの手間が加わる。市民ゲリラ相手の非正規戦だ、君たちの兵は寝ねる間もテロの恐きよう怖ふに怯おびえ、女子供も殺す必要があるとなれば、士気も著いちじるしく低下するだろう。戦いくさになればどんな豊かな国でも苦労するのが徴ちよう兵へいだが……連合はこの極東地域に限っては、女子供に至るまでを徴兵できるも同義なわけだ。しかもこちらには何の手間もなく。めでたしめでたし」

　笑いながら言いやがった。

「帝国軍令本部がそんな簡単なことも理解できない無能の集まりなら、僕は帰って会合にそう報告するだけだ。見通しはかなり明るくなるだろう。ただ僕自身は先に述べた通り、君たちのトップにいる軍令本部長は相当な切れ者だと踏んでいる。そんな非道は当然避さけると買っている。その意味で、侵略は有り得ない話だと思う。どうだ？」

「……しかし、紋もん章しようがいらないというのは」

「君が答えたら答えてやろう」

　一息し、ルディは鷹おう揚ように椅い子すに背もたれた。

「では、答えはノーです。マヒロ王子」

「わかった。では紋章がいらない……というか、渡わたしてもいい理由を教えてやろう。なんの意味もないからだ」

「……なんですって？」

「紋章は封ふう印いんされている。正統管理者たるミスマルカ王家の血。すなわち、僕か、父上が封印を解かなければそれを解放することはできない」

　なんだ？

　どういうことだ？

（……）

　そればかりは裏の取りようがない。遺い跡せきの祭さい壇だんに祭られていたことが封印ではなかったのか。紋章に関しての論ろん拠きよは全すべてミスマルカが握にぎっている。

　くそ。

「マヒロ王子。紋章は、ここにあります」

　ルディは、先にヴァリオより渡されたそれを卓たく上じように見せた。

「祭壇の封印は、地じ震しんによって解かれたのです。公こう爵しやくは祭壇に祭られたままを観察し、レプリカを作らせたわけではないのですよ」

「なるほど。いや、執しつ拗ように隠かくすからその可能性も考えてはいたんだけどね……そうか。本当にもう手元にあるのか」

　それを確かく認にんするためのブラフだったか。

　強がりを。

　出し抜ぬいた。ハッタリを潰つぶした。

「でもまだ不十分だ」

「不十分とは」

「もう一度言おうか。正統管理者たるミスマルカ王家の血。すなわち僕か父上が封印を解かなければ、それはただの板切れだ。効力を発揮しない紋もん章しよう符ふになんの意味がある」

「……ダウトです」

「だから持ち帰って調べてみればいい。サフィナでも既すでに調べられたそうだが、僕か父上でなければその紋章から力を取り出すことはできない。そのための封印が解けない以上、それはただのエーテル結けつ晶しようだ。導力炉ろに炊たき込む程度しか使い道はない」

　マヒロがそのままヴァリオに向く。

「そういうことだ。見た目がどれだけそっくりでも、僕に偽にせ物ものは通じない。表ひよう彰しよう式しきで渡されたものは、なんの反応も示さなかった」

「……だからなんだというのだ」

　恐おそるべきことに、ヴァリオは表情を変えていなかった。

「紋章が欠けるのであれば、どの道、連合が聖せい魔ま杯はいを手にすることはないだろう。ならば帝てい国こく側には充じゆう分ぶんメリットがあるのではないかね、ルディ君」

「おっしゃる通りです、公爵」

　渡りに船ではあったが、ルディは舌を巻く思いだった。自身が王と早はや合が点てんしてキレてばかりと思っていたが、肝かん心じんなところで我が強い。

「そしてマヒロ王子、君が言った帝国軍の動向は状じよう況きよう証しよう拠こすらない。ただの推測だ」

「……確かに」

　とマヒロが言う。

　ポーカーフェイスが窮きゆうした。おどけてはいるが、ルディが初めて見る表情、声こわ色いろだった。微み塵じんも揺ゆるがぬヴァリオの態度と比ひ較かくすれば、その少年が劣れつ勢せいを強しいられているのは明らかだった。

「ふん。とどのつまり君は部外者なのだ、マヒロ王子。だから帰れと言ったのだ。何度も言うが、これはヴェロニカの問題だ。もう口出しは無用に願おう」

　種が尽つきたか。マヒロはそれきり押し黙だまる。




　だがマヒロは推測と言えど、充分に論理的な言葉をして揃そろう領主らに疑心を与あたえていた。確かにヴェロニカにまとまった軍はない。だが帝国は侵しん攻こうには踏ふみ切れない……その可能性はあるかも知れないと、各領家に一考の余地を与えた。

　しかして、そこから先はマヒロをしても賭かけであった。

　ヴァリオの言葉は的を射ていた。

　そう、所しよ詮せん部外者なのだ。所詮ヴェロニカの行く末を決められるのは、領主たる彼らのみ。彼らを率いる、商工同盟の長たるセルヴェチカ・サフィナのみなのだ。

　　　　[image: ]

　ヴァリオの目が向く。

「セルヴェチカ。世よ迷まい言に耳を貸す必要はない。この私に全権を預けるのだ」

　マダム・レンシーの声が向く。

「お嬢じよう、信じちゃいけないよ。預けたが最後、二度と戻もどって来やしないんだからね。お嬢の、そして……」

　彼女は、苦く悩のうする他の領主らにも声を向ける。

「あたしらの好きなヴェロニカは、それっきり返ってこないってことなんだよ」

「それはわかる。わかってはいるんだが……」

　ロズニィの領主はレンシーから目を背そむけ、帝国側の顔色を窺うかがう。ハインバックの青年領主も、怯おびえるようにかぶりを振ふる。

「もし万が一、本当に軍隊が侵攻してきたら……お言葉ですが、マヒロ王子の発言はあまりに身勝手すぎます。女子供まで戦うだなんて、どうしてそんな残ざん酷こくなことを平然と……！」

　キッテンの翁おきなもゆっくりと、深く頷うなずいた。

「そうじゃ。それに至らぬように振る舞まうのが、まず第一の儂わしらの役目なんじゃ。チカ様、よぉくお考え下され……」

　カリアロの領主もレンシーに言う。

「姐あねさんよ……俺たちだって、こうも面と向かって侵略だ支配だって言われちゃ気に入らねえよ。だが仕方ねえだろう？　あんたこそ、わかっちゃくれねえのか」

「あんたたちこそどうしてわかってくれないんだい……？　今ちょいと脅おどされたくらいで簡単に明け渡わたして、後で気付いてからじゃ遅おそいんだよ!?」

「そうは言うが、真っ先に戦場になるのは俺たちの領土なんだぜ!?　姐さんやコウの土地なら、それまでに中原や共和国から助けにくるだろうよ！　だからそんな簡単に言ってくれるんだろうが……！」

「なんだって……!!」

（っ……）

　チカは、言い争う声を聞きながら俯うつむいた。

　もう嫌いやだ。いがみ合うみんなを見るのは。

　もう嫌だ。泣いてばかりいるのは。

　きっと叔父おじの言う通りなのだ。

　逃にげられはしないのだ。

　ここまで、なのだ。

「っく……」

　少女の嗚お咽えつの声に、場は一度静まった。

　手にしたペンのキャップは外したまま、ホワイトボードの上には涙なみだがこぼれる。

　勇者は言った。世界を救うことはできずとも、魔王一人は殺せるだろうと。どうして自分は、そこに強さを垣かい間ま見みたのか。

　ヴェロニカを救うことはできずとも。

「……お嬢……？」

　フェルトペンを置いたチカに、全員の視線が集まった。

「……も、う……もう……たくさん、です……」

　声に、一同が目を丸めた。ただ一人、マヒロを除いて。

「みんな……みんな、みんな……仲がよかったのに……もう、いやです……みんな、いがみ合って、ばかりで……」

　マヒロだけが知っていた。

　彼と初めて出会ったとき。脅かされて、悲鳴を上げたのを。そんな些さ細さいなことを、彼は未いまだに覚えていた。

「セルヴェチカ……！」

「お嬢……、声が……!?」

　頷く。

「騙だましていて……今まで、黙っていて、ごめんなさい。声は……お父様が死んでから少しして、出るようになっていたんです……」

　すすり泣きながら、言葉を続ける。

「でも……嫌でした。領主になるのが、嫌でした。毎日、毎日、お稽けい古こごとと、お勉強と……もっと、遊びたくて……声が出なければ、みんなが勝手にしてくれるって……叔父に任せておけばいいって……」

　懺ざん悔げし、悔かい恨こんし、涙を流し。

「でも、その甘えが……今のこの状じよう況きようを、作り出してしまったのだと……私は受け止めています……。だからこれが、私の……セルヴェチカ・サフィナの最初で最後の責務です……！」

　震ふるえる手でポケットから取り出したそれを、こめかみに向ける。

「お嬢じようっ!!」

「馬ば鹿かな真ま似ねはよせ、セルヴェチカ!!」

　レンシーも、ヴァリオも、総毛立った全員に向け、チカは首を振る。デリンジャー銃じゆうの引き金に、か細い指をかけたまま。

　叫さけんだ。

「ヴェロニカに王はいません!!　その他何者の下に屈くつすることもありません!!　私は確かに愚おろかな小こ娘むすめですが、それだけはサフィナ家領主として教えられ、心に刻んで生きてきました!!　ヴェロニカ・サフィナの代から続く、それがこのヴェロニカの基本理念です!!　それに則のつとり七領全すべてが協力し合うことを誓ちかったからこそ、あなた方はこの場にいることを許されているんです!!　どうしてそのことを忘れてしまったんですか!!」

　総員、息を吞のんで見守っていた。
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　あれほどか弱かった、たかが十二歳の少女の叱しつ責せきに。

「今の今まで、遊びほうけて、逃げ惑まどって。黙だまりこくっていた小娘の……戯ざれ言と笑うなら、笑いなさい！　それでも、私がヴェロニカ商工同盟議長です!!　このヴェロニカ七領の全権を託たくされた者です！　ヴェロニカの分断は、決して許しません！　それが私に与あたえられた、今できる職責の全てです！　ですから、さあ選びなさい！　帝てい国こくの犬に、連合の豚ぶたになって飼い馴ならされるか！　軍ぐん靴かに蹂じゆう躙りんされながら自由であることを誇ほこり、死んでいくのか！　選びなさい!!　今、すぐにッ──!!」

　しばらくは誰も。

　誰も声を出せなかった。

　セルヴェチカ・サフィナの悲鳴のような声だけが、彼らの脳のう裏りに、いつまでもいつまでも響ひびき渡わたり。思う全てを打ち明けたチカは、小さく息を切らしながら。

「民たみは……私たちの愛する民は、そのためであれば、喜んで死んでいくはずです。そうでなければ、あなた方が死を選ばせなさい……それが領主である、あなたたちの職責であり……かつて全領民から一いつ切さいの資財を巻き上げ、金の壁かべを作った……ヴェロニカ・サフィナから続く、このヴェロニカのやり方です。異を唱える者が、一人でもいるならば……私は、その務めを全まつとうできなかったものとして……今この場で、その罪を認め、責任を取る覚かく悟ごです……!!」

　純真であるが故ゆえに、睨ねめ付けるチカの視線、折れる色はなく。大人たちに、それを戯れ言と笑う勇気はなく。

　マヒロから言われた策は、ただ、頃ころ合あいを見て声を発してみせろというものだった。そしてできるなら、その上で領主らの真意を問えと。子供の涙ながらの訴うつたえは、大人たちにはよく効くものだと。そして止とどめに、叔父おじの先代殺しを告発しろと。証しよう拠こがないのであれば、殺していないことの証明も難しいと。皆みながヴァリオを疑っているなら尚なおのこと。それで叔父を失しつ脚きやくに追い込める……と。

　それが、マヒロからの言葉だった。

　幻げん滅めつした。そんなことを言うマヒロも。そうまでしなければ、確かに勝ち目がないだろう自分にも。そして……そんなことが日常的に繰くり広げられる、こんな政治の世界にも。

「選びなさい……、選んでっ……。私はもう、言い争う声を聞きたくない……争いを続けるなら、いっそ……私が消えてなくなります……！」

　その怒いかりをぶつけるように、チカは言った。護身用にとコウから渡されていた銃も、自分で持ってきたものだった。だから全ての言葉は、チカの心からのもの。怒りと悲しみ。その全て。

「……わかり、ました」

　最初に言ったのは、ずっと胸を痛め続けていた青年領主だった。

「ハインバックは同盟の決定に従います。僕も病びよう床しようの父より、同盟参加の理念は絶対だと……何度となく言われ続けてきました。そしてそれが、父の遺言でもありました」

「……カリアロも、右に同じく」

　頷うなずき、彼は屈くつ託たくない笑えみを見せてくれる。

「金の壁の話なんてすっかり忘れてたぜ。ガキの頃ころは大好きだったのにな」

　ロズニィを統すべる男は、ふっくらした頰ほおをようやく弛ゆるめて見せてくれる。

「ああ、そうだとも。ロズニィ家も、同じく従いますぞ。今度はうちらの手で、壁を作ってやればいい話じゃないか！　逆に言えば、今度はうちらが伝説になるチャンスってことだ！　そうだろ爺じいさん！」

「それはいいが……チカ様、儂わしらキッテンも従いますゆえ、まずはなにとぞ、お手の物を……。心臓に悪うて、帝国軍が来る前にお迎むかえが来てしまいそうですじゃ……」

「みん、な……」

　請こわれ、銃を下ろすチカの目に、今までとは違ちがう種類の涙なみだが溢あふれた。

「馬鹿がっ!!」

　一人。

　叔父が激げつ昂こうした。

「セルヴェチカ……お前は、戦いくさがどれほど過か酷こくか、貧ひん困こんがどれほど悲ひ惨さんかも知らず……！」

「……ええ、わかりません」

　でも。

「それでも……これがヴェロニカなんです、叔父様……！」

「っ……」

　歯は嚙がみするヴァリオに向かい。

　チカは最後に一度、かたく目を瞑つぶり、涙を振ふり切った。

「……ごめんなさい。でも、今まで、本当にありがとう、叔父様」

「……セルヴェチカ」

「あなたをっ……、ヴェロニカから、追放します……。そして二度と……この地に立ち入ることを……禁っ……、禁じっ……」

　あとはもう、涙ばかりだった。

　ヴァリオは最後に帝国と通つう謀ぼうし、このヴェロニカに混乱をもたらした。だがチカにしてみれば、やはり世話になった叔父だった。かつては優やさしかった叔父だった。それでも……議長であるならば、自らが処しよ罰ばつを科さねばならなかった。

　嗚お咽えつに喉のどを詰つまらせたチカの声、皆まで聞くことなくヴァリオは踵きびすを返す。

「……だが覚えておけ、セルヴェチカ。どれほど綺き麗れい事を取り繕つくろったところで、旧文明の崩ほう壊かい以後、最も多く人々を殺あやめてきたのはこのヴェロニカなのだ」

「叔父様……」

「戦という戦の両勢力に、武器という武器、物資という物資を売り付け、そしてここまでの勢力になったのだ。サフィナ家はそうして人の生き血をすすり続けた果てに自由を得て、こうしてここに立っているのだ。それを忘れるな」

「……はい……、叔父、様……」

　ヴァリオはなんの感かん慨がいも見せぬまま、最後に告げた。

「強い領主になれ。さらばだ」
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「……ルディ一等官……」

　隣となりの官かん僚りように聞かれ、しかし言葉は出てこない。当てが外れたとか、読みを外したとか、チカの見せたあれはそういう次元ではなかった。

「ルディ＝シャンク一等官」

　そう述べる少女の目に、もう涙はなかった。

「紋もん章しようを返してください。あれはサフィナ家が、レースの優勝賞品として用意したものです。マヒロ王子には、それを受け取る正当な権利があり、あなた方にそれはありません」

「……ご冗じよう談だんを。ヴァリオ公……いや、失脚した元公こう爵しやくはあの場でレプリカを展示し、レプリカを賞品として授じゆ与よしたわけです。なんの不具合が？　まあ、レプリカに聖せい魔ま杯はいの起動云うん々ぬんの誇こ張ちようを付けたのは、あなたの叔父おじ上うえの失態かとは存じますが。それとも……」

　ルディは一つ指を鳴らした。

「なーんかぐちゃぐちゃやってたけど、ようやくお呼びかい色男？」

「用件はなんだ」

　隣りん室しつに控ひかえさせていた、キャスティと沙耶香が現れる。当初の目標は能あたわず、ここまで追い詰められはしたが……この上、紋章まで渡わたすわけにはいかない。

「……それとも、力ちから尽ずくで奪うばってみますか？　セルヴェチカ・サフィナ議長」

「……」

　黙だまらせた。

　マヒロはいるが、勇者たちはここにはいない。エーデルワイスの噂うわさは聞いてはいるが、果たして雷らい将しようと豪ごう剣けんを同時に相手できはしまい。二人とも包帯に絆ばん創そう膏こうと万ばん全ぜんではなかったが、この場であれば問題はない。

　ルディは席を立つ。

「本日のところはこれで失礼させていただきます。またいつかお会いすることも……」

「では、ヴェロニカは貴国との通商を破は棄きし、全面禁輸措そ置ちを発令します」

　耳を疑った。

「っ……、な……なん、ですって……？」

「武器防具はもちろん、酒の一滴、小麦の一粒つぶたりとも帝てい国こくには輸出しません」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　それでヴェロニカがどれだけの収益を減ずるか……！」

　そこにカリアロの領主が言った。

「そうか？　金の壁かべ作るよりは、よっぽど簡単だぜ」

　マダムも乗る。

「ああ、領民に不便はかけるけど、軍隊に頭押さえ付けられるほどじゃないさ」

　コウが言う。

「いえ、ナージュ卿きよう。コウ家に管理している秘密資金を解放すれば、数年は今のままの経済状態を維い持じできるでしょう」

　他の領主も続々と頷うなずく。

「なら、これはもう決まりですね」

「帝国産のワインが入らなくなるのは寂さびしいが、止やむを得んなぁ」

「それを機会に、儂わしらのとこのワインを売り出してくれりゃええわい」

　声を詰まらせるルディに、チカはまっすぐに言い放つ。

「ルディ＝シャンク一等官。あなた方が理り不ふ尽じんに力を誇ほこるのであれば、私たちは私たちの戦い方をするまでです。大臣ですらないあなたに、それを左右できるほどの権限はありますか」

　ヴァリオという体ていの良い傀かい儡らいを失った。代わり、セルヴェチカという周囲が支えずにいられぬ盟主ができあがった。

　状じよう況きようは、ただ悪化した。この先は、交こう渉しようの余地もないほどに。

「……このたった数分に……随ずい分ぶんとお強くなられたものです、セルヴェチカ様……」

　ルディは紋章を、自分がいた卓たく上じように残す。

「認めましょう……。私の……、負けです」




　　　　◆




　ルディたちが引き上げ、そこに訪おとずれたのは恐おそらく、今まで通りだろう七領家の集つどい。

「……どうぞ、マヒロ王子」

「ありがとうございます。チカ様」

　チカから受け取り、マヒロは部屋の明かりにかざしてみる。父から話に聞いたとおり、セロファンとは質の違ちがう色が、放射状の日の形にキラキラと輝かがやいていた。

「いかがでございますか、殿でん下か」

「ヴァリオ公の言う通りでね。僕も実際見るのは初めてだけど、綺き麗れいなもんだ。エーデルワイス、無くさないように預かっといて」

　情けない申し出に、エーデルワイスは小さく一息してから受け取った。

「かしこまりました」

「ナージュ卿。コウも。本当にいろいろとありがとう」

　マダムが、うまそうに吹ふかしたキセル片手。

「なに、結局はレースだってボウヤたち自身の力だったじゃないさ。驚おどろいたよ、まさか本当に優勝してしまうなんて。あたしゃあんたたちのこと、すっかり気に入っちまったね」

「ナージュ卿のおっしゃる通りです。きっと王子たちは、この先に訪れるいかなる困難をも、ああして打ち破って行かれるのでしょう」

　嬉うれしさに、糸目をいっぱいに細めたコウ。

「そしてチカ様も……今はお辛つらいかも知れませんが、ようやく本来のご自身を取とり戻もどされたご様子です」

　叔父おじと決別したことに、自らがその裁きを下したことに胸を痛めているのだろう。

　そこでマヒロは、別室で彼女に策を告げたことを思い出す。自分が彼女であれば、ヴァリオを先代殺しの真犯人として告発していた。不興を買い、皆みなに疑われている状況だからこそ、かなりの確率で失しつ脚きやくさせられると。最悪、失脚や追放などでは済まないほどの罪を押し付けることになるだろうけど……そう、前置きして。

　だが実際には、ヴェロニカの家々の結びつきは、誇りは、そんなものを必要としないほどに高いものだった。つまりはマヒロもまた、見くびっていたのだ。安直、浅せん薄ぱくと罵ののしられれば、黙って頷くしかないほどに。

「……申し訳ありませんでした。チカ様」

「いいえ……。いつか……、いつかって、私は思っていました。きっと、マヒロ王子が背中を押してくれなければ……私は、今もまだ、泣いていたんだと思います」

　結果からいけば、チカは叔父の命ではなく、自身の命で周囲に問うた。まさかあんな真似をするとはマヒロも想定していなかった。そうしながらも、まさかあそこまで完かん璧ぺきに弁舌が立つなど思いも寄らなかった。

　彼女が成長した暁あかつきには、きっと手て強ごわい相手となるのだろう。それが帝てい国こくであれ、共和国であれ……たとえ、中原であろうとも。

「今はまだ、お国の方が大変だと思いますけど……落ち着いた頃ころに、また遊びに来てください」

　差し伸のべられたチカの手を、握にぎり返した。

「ええ……そうですね。いつか、そんな日が訪れることを願って」
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　翌、早朝。




　まだ夜が明ける前に、マヒロは宿のベッドを抜ぬけ出した。着き替がえると、カーテンの隙すき間まから外を窺うかがい、音もなく窓から宿を後にする。いや、建て付けの悪いサッシが少し鳴いたが、それだけだ。

　前日までの祭り騒さわぎが噓うそのように街は無音。少し散らかった大通り、夜よ霧ぎりと朝あさ靄もやの境界を、駅に向かって歩いていく。

　駅前の大広場。

　ガス灯の下、サラサラと鳴る噴ふん水すいのベンチに、彼は一人で腰こし掛かけていた。傍かたわらにはトランク一つ。それが、今の彼の全すべてか。

「やあ」

「……マヒロ王子。なぜこんなところに」

　昨日の今日だ。見み違ちがえる風でもないが、コートの襟えりをかき合わせるようなヴァリオに、それまでのような覇は気きはなかった。

「……追放と言ってたからさ。昨夜はもう終電の時間が過ぎてたし、なら始発かなと思ってね」

「……それでなんだ。わざわざ敗者を笑いに来たのか」

「いや。さすがにそこまで暇ひまじゃあないよ。ただ……これからどうするのかな、と思って」

　マヒロに興味があったのは、純じゆん粋すいにその一点だった。

「行く当てはあるのかい？」

「地位も金も失ったこの私に、そんなものがあると思うか」

　自じ嘲ちようし、シガレットケースから残り少ない葉巻を取り出す。

「……この何年か、忙いそがしかった。なけなしの金で遊ぶだけ遊び……後はどこかで野垂れ死ぬ。予定はそれだけだ」

「それだけか」

「他ほかに何がある!?」

　突とつ如じよ立ち上がり、彼は叫さけんだ。

「ヴェロニカ七領の全て、富も、権力も、地位も、名めい誉よも、全てを意のままに操あやつってきたのだ！　そして共和国を、中原を、帝国を相手に立ち回った、この私に……!!」

　それきり、また無気力にベンチに腰こしを投げ出し、項うな垂だれる。

「……ヴェロニカの実質の王であったその私に、今さら日ひ雇やといの仕事で汗あせ水みず流して働けと言うのか？　どこかで露ろ店てんを広げ、地道に生きろと？　……そんなものは、私にとっては屈くつ辱じよくでしかない。処しよ刑けいではなく、追放と言ってくれた姪めいには悪いがな」

「それも……そうか」

　自分も王族だ。彼の言葉、わからないわけがなかった。命が何よりも尊いなど、弱者が奮起するためには真実でこそあれ……強者には、戯ざれ言以外の何ものでもない。

「……私はヴェロニカを守りたかった。そのためには、どんな強権をも行使した。ヴェロニカを守るためであれば、王となることも厭いとわないほどにだ。そして……王に足る器うつわを持つ者は、私以外にいなかった。私だけが、ヴェロニカを守り果おおせたのだ」

　やはり、彼は別に私欲で動いていたわけではなかった。そうと思われるほどの強権を行使せねばならぬほどに、追い詰つめられていたのだ。

　マヒロは彼が用意した帝国との調印文書を見て、ほぼ確信していた。ただ王になりたいだけの頭で、あれだけ細密な契けい約やくを並べられるはずがない。帝国に下る。その下もとで王となる。ただそれだけなら、紙面は一枚だけで事足りたはずだ。それが、あの文書は数十枚にもわたっていた。

　彼は、帝国に下って尚なお、ヴェロニカの国益を守らんがための王になろうとした。

「会合の席で、何度聞いたかわからない」

　万ばん感かんを込め、マヒロは言った。

「ヴェロニカには、鬼おにが住む」

「何……？」

　顔を上げたヴァリオへ、マヒロは続ける。

「中原諸国も、共和国も、口を揃そろえてこう言った。開戦が、あと二年早ければ。極東、ヴェロニカにヴァリオ・サフィナさえいなければ」

「……」

「うちの宰さい相しようが言ってたよ。今の時代、魔ま法ほうを使う人間は数いるが、経済で魔法を使う者を他には知らないってね」

　少しして。くつくつと、滑こつ稽けいそうにヴァリオは笑い始めていた。

「……そうか。皮肉なものだな……ヴェロニカにおいては暴君としか見られなかったこの私が、まさか敵方に評価されていようとはな。それも神童、カイエン・グレムナムに魔法使いと言わせたのか」

　なぜこのヴァリオが、ヴェロニカにおいて絶対の王たり得たのか。他が無能だったのではない。単に彼が有能だったからだ。それだけの実力を備えていたからだ。

「……チカ様には悪いが、先代には全くと言っていいほどその才がなかった。彼が代を継ついでからと言うもの、ヴェロニカの財政事情は降下の一いつ途とを辿たどっていた。もしそのままであれば、今回の帝てい国こくの立場は、連合であってもおかしくなかった」

　前にヴァリオが言った、連合はヴェロニカを食い物にしようとしているという言葉。あれは比ひ喩ゆでもなんでもない。帝国に勝つため食い物にしようと試みた結果、このヴァリオ・サフィナというヴェロニカの守護神を前に返り討うちに遭あったのだ。

「……そうとも。その通りだ、マヒロ王子。私の兄は……先代議長、ヴェリス・サフィナは私と違ちがい社交性に優すぐれてはいたが、肝かん心じんの経済に全くと言っていいほど関心を示さなかった。ヴェロニカにおいてそれは、軍の総大将が用兵を覚えようとしないに等しい」

「……そこまで……か」

「かといってサフィナ家に生まれた以上、食うに困るわけでもない。毎晩のように酒しゆ宴えんを開き、遊び呆ほうけ、サフィナ家の財政は悪化していった。兄は……いや、社交性、というより、世よ渡わたり上手だったのだろう……」

　有力な商家や資産家に言っては金を工く面めんさせ、表面上をうまく取り繕つくろっていた。だが代わり、そうして取り入るしか能のない商人らは次し第だいに権力を増していった。システムが破は綻たんし始め、私腹を肥やすためならば、ヴェロニカに不利となるような対外貿易も大々的に行うようになっていく。

「結果……ヴェロニカの衰すい弱じやくは、周りの国から足元を見られるまでに顕けん在ざい化した。だから私は、このヴェロニカを守るために決断した」

「……じゃあ、やっぱり」

「そうだ。ヴェリスは私が殺した。セルヴェチカと二人で」

「っ!?」

　驚おどろきのあまり、マヒロは声を詰まらせた。

　ヴァリオが殺した、というのはまだわかる。だが……。

「なぜ……チカ様が、そんな……!?」

「……昨夜、聞いていただろう。あの子はとても賢かしこい子だ。自分の父が、このヴェロニカの全住民を路頭に迷わせ兼かねない、そういう大罪人であることを自覚していたのだ」

　息を吞のむマヒロに、ヴァリオは淡たん々たんと続ける。

「屋や敷しきに私しかいないときでは、私が疑われるだろう。だがそこにセルヴェチカがいればどうだ？　私が毒を盛り、二人が見ている前でヴェリスは死ぬ。そしてあの幼いセルヴェチカが、叔父おじは何もしていないと証言すればどうだ」

「まさか……」

　まさに自分が、子供の訴うつたえならば耳を傾かたむけざるを得まいと、そうしてヴァリオを告発させようとしたように……あの純真無む垢くな可愛かわいらしい少女が、噓うそをつこうなどと誰が思う。それもまさか、実の父親を殺されて犯人を庇かばうなどと誰が……？

「その計画を、チカ様は……」

「容易に受け入れた。さっきも言ったが、私の兄はどうしようもない落らく伍ご者だった。そして愛してもいない女との間に生まれたのが、あのセルヴェチカだ。姪めいは、元よりそれほど愛されてもいなかった」

　元からの明めい晰せきさも相まって。

　ヴェロニカを救わねばならぬという理性が。

　親殺しに対する倫りん理りを押し切った。

「姪が、先代の死の話を異常に恐おそれていたのはそういうことだ。サフィナ家の恥はじとして、そして罪として、決して口外してはならぬ話だったからだ。だから……セルヴェチカは、口の利きけぬフリを続けたのだろう。そうしてトラウマを抱かかえているように見せれば、根ね掘ほり葉掘り聞かれる心配もない。……本人から聞いたわけではないが、あの子ならそれくらいは思い付くだろう」

「なんて……」

　つまり。

　つまり……だからチカは、どれだけ高圧的であれ、このヴェロニカを守ろうとするヴァリオに反はん抗こうしようとはしなかった。独裁体制も、先代をそそのかすだけだった無能を切り飛ばし、真に有能な者たちだけで外そと堀ぼりを埋うめたためだと理解していた。ともすれば、感謝こそすれ恨うらむような相手ではないと。

　だが、そこに帝国の影かげが差したことで亀き裂れつが走った。

　ヴァリオは帝てい国こく庇ひ護ご下の経済特区として長らえ、自身が名実共に王となることで、最も特色を生かしたヴェロニカらしい繁はん栄えいをもたらすと信じ……しかしチカは、そのせいで各領家が反目し合うことこそ、ヴェロニカの崩ほう壊かいを意味すると考えた。団結し、その上で死すれども自由を貫つらぬかねば、ヴェロニカである意味はないと。

　互たがいにヴェロニカを守ろうとしたがゆえの、すれ違い。

「しかし……なぜ僕に、そんなことを」

「貴様の友人が、そういう女だということを伝えておきたかっただけだ。わかったか。それがヴェロニカの血だ。軍事力でしか世界を計れん馬ば鹿かどもによくよく教えてやれ。金こそが国家という共同体の基き礎そなのだ。そしてそれを支配するヴェロニカが求めるものは、良き友人だけだとな」

　そう述べたヴァリオの瞳ひとみに宿っているのは、執しゆう念ねんだった。それこそが、全すべてを失った自分がヴェロニカを守るために伝えられる、最後の言葉と。

　感服する思いだった。

「……公こう爵しやく。やはり、君は政治に向いていなかっただけだ。君が失われることは、大変な損失だ。行く当てがないのなら、せめてミスマルカに……」

「断る。予定を変えるつもりはない。この私を追い落とした貴様の下につくなど、もってのほかだ。不ふ愉ゆ快かい極きわまる」

　睨にらまれ、マヒロは頭を搔かいた。

　さすがに、そこまできっぱり言われては仕方がない。

「わかった。だったら……せめて一つ、頼たのまれてくれないか？」

　マヒロはポケットから、一枚の封ふう書しよを取り出す。

「なんだ？」

「昨日、あれから宿でしたためた親書だ。予定はあっても行き先は決まっていないんだろう？　君の手で、ある方の元にこれを届けて欲しい」

　訝いぶかしむ視線が突つき刺ささる。

　が、何も目的のない身の上である以上、断る理由も見つからなかったのだろう。ヴァリオは奪うばうようにした封書を、宛あて先さきも見ずにコートの懐ふところに突っ込んだ。

「必ず届けるという約束はできん」

「……わかったよ。その代わり、お元気で。それだけが今の僕の望みだ」

「役を与あたえればその間は生き長らえるとでも」

　言葉に、マヒロは微笑ほほえんだ。

「ああ。その間に、何か目的が見つかればいい。死んでしまうことだけは、あまりにももったいない」

「ふん……」

　トランク片手に、ヴァリオがベンチを立つ。東の空は群ぐん青じように染まり、汽笛の音が駅に滑すべり込んでくる。
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「状じよう況きようを報告しろ……！」

《こちら風一号、なんとかまいたぞ！》

《こちら二号！　出会い頭がしらで一匹ぴき始末したが、処分が間に合わなかった！》

「止やむを得ん、放置しろ！　向こうも立場は同じだろうからな……！」

《何者だ、奴やつら……!?》

「中央情報管理局の選せん抜ばつだ。言うなれば共和国側の〝風〟、といったところか……」

《風と呼ぶには、大した腕うででもなかったが》

「当たり前だ、俺たちみたいなのがそうゴロゴロいてたまるか。その代わり、向こうの風は数が多い」

《質より量か。なるほど、共和国らしい発想だ》

《おかげで数が少ない俺たちは、四苦八苦しているわけだが》

「お喋しやべりはそのくらいにしておけ。マヒロ王子の監かん視しには代わりが入る。我々はこのままヴェロニカを離り脱だつし、敵のマークを完全に振ふり切る。次の定時は〇マル八ハチ〇マル〇マル。相そう違いなしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」




　　　　◆




「……ひどい霧きりだ。しっとりしてきた……」

　まだ日は昇のぼっていないが、一区画先が見えないほどの、深い霧が立ちこめて来ていた。ガス灯の明かりだけがぼんやりとした、そんな白い闇やみの中。

「……？」

　霧の中から飛び出すように走ってきた車列が、マヒロの歩く横に止まる。短機き関かん銃じゆうを構え車列から降りてきたのは一様のコート、背広姿。瞬またたく間に包囲される。そして中央の車両から、柔にゆう和わな糸目の男が降りてくる。

「こんな時間にお一人で外出されるとは、無茶にもほどがありますよ」

「……コウじゃないか。なんの騒さわぎだ、これ」

「それについては私からご説明させていただきますわ」

　最後にイヤリングをした、パンツスーツ姿の小こ綺ぎ麗れいな女が一人。

「初めまして、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王太子殿でん下か。私はゼピルム中央情報管理局のカトレア・セントレアと申します。一いつ般ぱん的にＣＩＣと申し上げた方が、おわかり頂けますかしら？」

「ああ、ＣＩＣね。まあ、噂うわさはかねがね。君のとこの同どう僚りようは、うちの会合にも出入りしてるしね」

　諜ちよう報ほう、防ぼう諜ちよう、その他ありとあらゆる情報を分ぶん析せきする共和国の集積回路。此こ度たびの戦争における帝てい国こく側の情報の大半は、それによってもたらされたものである。言わば連合の耳じ目もくですらある。

　なるほど。

「美しき女スパイというわけだ」

「まあ、さすが殿下、お上手ですこと。お褒ほめいただき光栄ですわ」

「で……」

「ええ。用というのは他でもありません……黄色の紋もん章しようを、お渡わたしいただけますか」

　口元に笑えみを湛たたえたまま、彼女は瞳ひとみの奥に鋭するどい光を湛える。改めてウージーを構え直す管理局の人間に、マヒロはげんなりとしなった。

「え〜〜〜〜……？」

「何も、強ごう奪だつしようというのではありませんわ。紋章が全すべて揃そろい、聖せい魔ま杯はいの蘇よみがえる来るべきその日まで……我が国において、安全に保管させていただくだけです」

「ほんとに〜〜〜〜……？」

「もちろん、本当ですとも。中原と共和国とは、共に手を携たずさえて帝国と戦う盟友同士ではありませんか。何をご心配される必要が？」

　そういう訓練もしているのか、何の嫌いや味みのない、綺き麗れいな笑い方だった。

　溜ため息いき一つ、コウを見る。

「何とか言ってやってよ……」

「申し訳ありません、王子。私も脅おどされてまして」

　と、軽く肩かたをすくめ。

「ですが王子も、あれだけうちの兵隊をこき使ってくれたんですから。少しくらい報むくいていただけませんか」

「人聞きの悪いこというなよ……結局貸してくれなかったくせに。僕は、先頭のクルマに金銀財宝が積んであるって吹ふいて回っただけだ」

「……なんですって？　あれ、王子が流した噂だったんですか？」

「は……？　なんだ、馬ば鹿かみたいに数が揃そろってたと思ったら……」

　二人で頭を搔かく。

「何のお話ですか、大君」

「いいえ、何でもありませんよ。こちらの話です」

　コウは咳せき払ばらい一つ。

「……ともかく、クァン領はご存知の通り共和国に隣りん接せつしておりますので……帝国はいいんですが、共和国に強ゆ請すられると随ずい分ぶん弱いわけです」

「王子は、こちらのコウ様がこの極東一帯のギャング、マフィア、野や盗とう、その他ありとあらゆる犯罪組織の頂点でいらっしゃることは？」

「……いいえ、何も存じ上げません」

　言うマヒロに、カトレアは小さく微笑ほほえんだ。本当に、学校の教師や何かでもやっていけそうな笑顔で。

「そうなんですのよ。我が国のシベリア地方での営業を黙もく認にんする見返りに、こうしてご協力いただいているわけです。まさか王子様は、ご友人を困らせるような真似はなさりませんわね？」

「お願いしますよ、王子」

「……嫌いやだって言ったら？」

　コウが弱り切ったように目を伏ふせる。

「そう言えば昨夜……王子たちのお泊とまりになっている宿に、爆ばく弾だんが仕し掛かけられているなんて噂を聞きましてね……まさかそれが本当かどうかを、爆発させて確かめるわけにもいかないでしょう。皆みなさん王子のように早起きというわけでもないでしょうし。もちろん、噂のままで済めばそれに越こしたことはありません……違ちがいますか？」

　マヒロは舌打ち一つ。

「こぉのロリコンめ……」

「王子こそ人聞きの悪い。私はただいかなる手段であれ、ヴェロニカを富ませることでチカ様にお喜びいただけるなら……と、そう考えているだけです」

　共和国の者がやったのでは、いざというときアシがつきかねない。だが一犯罪者が勝手に仕掛けたとなれば話は別……となる。

　一息。

　マヒロは懐ふところから、二本の指に挟はさんだそれを取り出してみせた。

「はい。ただしカトレアさん、一つ条件がある」

「……はい。どのような条件でしょうか？」

「胸揉もませろ」

　カトレアの笑顔が凍こおった。

「は……はい？」

「いや、随分とスタイルがいいみたいだから。ちょっと揉ませて欲しいと言ってるんだ」

「……王子様はご冗じよう談だんがお好きな方ですのね」

「おいおい、僕は真ま面じ目めな話を言ってるんだ。それとも何か、お国ではこうやって物ぶつ騒そうなものを突つき付けながら冗談を言うのがはやりですか？」

　カトレアは小さく嘆たん息そく。

「……まあ、それで素す直なおにお渡しいただけるなら安いものですわね。どうぞ」

「うむ!!」

　周りが啞あ然ぜんとする中、妙みように気合いを入れて手をやる。

　そしてほどなく。

「ぷっ……くっくっく」

　マヒロは吹ふいた。

「あはははっ、あは、あははははははっ。はい、もう結構です。どうぞカトレアさん、紋もん章しようはお持ち下さい」

　と、代金代わりのように紋章を握にぎらせる。

「……人の胸に触ふれておいて……いささか、失礼だとは思われませんか、王子様は？」

　かなり固まってはいたが、それでも笑えみを崩くずさないのはさすがであった。

　が。

「はっ、王族にこれだけの銃じゆう口こうを向けておいて何を偉えらそうに。それを笑って済まそうと言ってるんだから何が不服だ？　殺されなかっただけありがたく思え、寄せ上げ・セントレア……あ、失礼。カトレア・セントレアさんだっけ？」

「なっ……!?」

　カトレアの顔色が一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てんを超こえ、さすがに笑顔もぶち切れた。

「いやはや、さすが噂うわさに名高い共和国の情報管理局。バストサイズの防ぼう諜ちようも完かん璧ぺきですか〜？　くっくっく！　まあパッドでなかったのは褒ほめてやるからさ。わかったらほら、帰れ帰れ。あっひゃっひゃっひゃっひゃ!!」

「く……、ぐっ……、うっ……！　帰るぞ!!　任務達成だ、帰投ッ!!」

　あれだけ相そう好ごうを崩していたのが噓うそのように眉まゆを吊つり上げ肩かたを怒いからせ、部下を車両に乗り込ませ、帰って行った。

　そして去りゆく車列に手を振ふるマヒロ。

　コウが、あんぐりとしたまま呟つぶやいた。

「さっ……最低ですね……。マヒロ王子……」

「まったくもって最低でございます、殿でん下か」




　すぱぁん!!




　と。管理局が去った途と端たんに霧きりの晴れ始めた街辻つじに、銃声の如ごとくハリセンの音が響ひびき渡わたった。

「な……エーデルワイス殿どの……、いつから……」

「いたた……いや、ずっと僕のこと尾つけてたよ。ね、エーデルワイス」

「最低にもほどがございます」

「いや……」

「生きる価値を問われても止やむを得ぬほどに最低でございます」

「……はい。生まれてきてごめんなさい」

　一礼。

　コウが言う。

「それもですが……先ほどお渡ししたのはレプリカの方でしょう、王子」

「おや、バレたかい」

「私はこの目で二つとも見ておりますので」

「ま、カトレアさんはそんなの確かく認にんしている余よ裕ゆうもなかったみたいだけどね〜……」

　にたりと浮うかべるは確信犯の笑み。

「大体、どうして僕が肌はだ身み離はなさず持っている必要があるんだか」

　本物は、無くさないようにと昨夜エーデルワイスに預けたままだ。だからこそ彼女も、いつでも管理局を手にかけられる位置にありながらそれをしなかった。あれがもし、さらってまで交こう渉しようしようという動きであれば……まあ、カトレアたちは今いま頃ごろどうなっていたことか。

　その意味でも、用心してレプリカを持っていたのは正しかったようだ。

「ですが殿下。コウ様はいかがいたしますか」

　エーデルワイスに言われた当人は、何の緊きん張ちよう感もない糸目。

「マヒロ王子は、チカ様の良きご友人でいらっしゃると同時、私にとっての同志でもあります。先ほどのような止むを得ぬ事情がなければ、敵対するつもりはありませんよ。それにマヒロ王子のおかげでチカ様にも笑顔が戻もどられ、鈴すずの転がるような可か憐れんなお声までも……」

「コウ、鼻血、鼻血」

　思い出しただけで幸せそうな彼に、ハンカチを差し出すマヒロ。

　エーデルワイスの双そう眸ぼうが冷たく輝かがやく。

「……同志。で、ございますか。殿下」

「違ちがう、エーデルワイス！　余はメイド愛好癖へき症しようではあるが、ロリコンなどでは断じてない!!　下は十二歳までだ!!」

「いえいえ、それは充じゆう分ぶんにこちら側の範はん囲い内です、王子。チカ様も御おん歳とし十二歳、それを嫁よめに貰もらおうというあなたこそなんです。もちろん私は許しませんが」

「五年後の話だ、五年後のセブンティーンになってからの話だ!!　余の歳から考えればたかが三歳差の話ではないか！　しかも余は上は三十五歳まで許容する度量の広さを持つ！　君たちのように狭きよう量りような連中と一いつ緒しよにされてたまるか!!」

　そのとき初めて、糸のように細い彼の瞳ひとみが見開かれた。

「ミスマルカ王朝の王位継けい承しよう者しやともあろうお方が、何と嘆なげかわしい！　王子、あなたのお言葉は詭き弁べんです！　我々の比類なき志の高さに比べ、上は三十五までなどという青あお天てん井じようにも等しき制限、それは妥だ協きようというものです!!」

「くっ……この、なんかカッコイイことを……エーデルワイス、君からも何とか言ってやれ!!」

　すぱーん。

　すぱーん。

「お二人とも最低でございます」

「「すみません……」」

　夜が明ける。

　七領祭を終えたヴェロニカには、それまでと何ら変わらぬ日常が戻ってくる。
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　数日後。

　帝てい国こく軍令本部長、執しつ務む室。

「……報告書を読みました」

　シャルロッテは手にしたそれを黒こく檀たんのデスクに置き、眼前に立つルディに目をやった。普ふ段だんの自信に満ちた様子は影かげもなく。

「いかなる厳げん罰ばつをも当然と覚かく悟ごし、この場に参じた所存です」

（……）

　言わば彼は、シャルロッテの抱かかえる虎とらの子の一人であった。故ゆえに荷が重すぎた、とは思っていなかった。外交官として……いや、特務官としての彼の働きは充分であった。

「ルディ＝シャンク特務一等官。この内容に間ま違ちがいはありませんか？」

「私個人の視点からのものですが、それに限り間違いはありません」

「まるで物語ですね。報告書をそのように楽しく読んだのは初めてです。一国の王子が、盗とう賊ぞく団に紛まぎれて妨ぼう害がいして来るだなんて」

「お言葉ですが……」

　思うところがあるように、小さく眉まゆ根ねを寄せながら彼は言う。

「良くできた物語であれば彼は仲間たちと共にライナーに便乗し、正せい攻こう法ほうをして優勝を目指していたはずです。だからこそ、物語は綺き麗れいにまとまります」

「……確かに。そうですね」

　そこなのだ。ルディはまさに、よくできた物語の裏をかくに絶好の人材だった。ルナスほど直情でもなく、ユリカほど純じゆん粋すいでもない。そして弁も立つ。立ち居振ふる舞まいで人を食う術すべも知っている。

　だがあの王子は、どうやらよくできた物語をトレースしないらしい。ルナスのときもそうだ。いっそ、兵士から国民までを鼓こ舞ぶし、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えであってくれれば。ユリカのときもそう。彼は敵軍の総大将を前に、彼女の命を狙ねらおうともしなかった。今回に至っては、自らの命を盾たてに妨害を仕し掛かけてきたという。

「ルディ＝シャンク特務一等官」

「はっ」

「本日より一ヶ月の謹きん慎しんを命じます」

　彼は意外そうに目を丸めた。

「……それだけ、ですか？」

「もっと重い処しよ罰ばつを覚悟していましたか？」

「は……、遺い憾かんながら、逃のがした目標が大き過ぎます」

　普段はチャラチャラしているようだが、妙みようなところで頭が硬かたい。もっとも、だからこそ信しん頼らいに足り……だからこそ、型破りな蛇へびに抗こうしきれなかったか。

「確かに紋もん章しようは得られず、ヴェロニカのただ一領も我が国へは帰順しませんでした。ですが……構いません。あなたは、あなたの能力に見合った働きをしました。私はそれ以上を望んで送り出したわけではありません」

　一息の間。

「他に質問は」

「いえ」

「結構。下がりなさい」

　敬礼一つ、ルディは退室していった。

（まあ……、ね）

　失敗は失敗なわけだが。

　実のところシャルロッテ自身は、今回、紋章もヴェロニカ七領もさほど重要視していなかった。何のために、ルディ＝シャンクという特務官をヴァリオ・サフィナの元に派は遣けんしたか。

　他でもない。ヴァリオ・サフィナが欲しかったからだ。無論ヴェロニカが手中になるに越こしたことはないが、それが至上命題というわけではなかった。紋章など、その過程で偶ぐう然ぜん顔を出しただけの話だ。逆を言えば……紋章さえ現れなければ、マヒロ王子に出し抜ぬかれることはなかった、とさえ言える。

（そして肝かん心じんのヴァリオ・サフィナは行方ゆくえ不明……と）

　惜おしむらくはこの飾かざり立てられた重苦しい席を立ち、自らが交こう渉しようの席に向かえないことだ。ルディの報告によれば、一等官であるが故に行き詰づまった交渉がいくつか垣かい間ま見みえる。その場に立っていたのが自分なら。

　が……全すべてを左右できる立場だからこそ、おいそれとはこの席を立つこと能あたわず。

（もどかしいわね……）

　天気がよく、眠ねむくなってしまいそうだった。

　お茶でも飲んで気分転てん換かんしようと、傍かたわらに控ひかえているメイドへ言おうとした矢先。

　執しつ務む室のドアがノックされた。

「シャルロッテ皇女。皇女に謁えつ見けんを望む者が訪おとずれております」

「誰です」

「それが……当人は、ヴァリオ・サフィナと名乗っているのですが……」

　目が覚めた。

「すぐに通しなさい」

「はっ」

　ヴァリオ・サフィナが？

　しかしなんでまた？

　城門にでも待たせていたのか、彼が執務室を訪れるまでにはしばし時間がかかった。そして現れたのは……。

「お初にお目にかかる。シャルロッテ・アルセイン・マジスティア皇女」

（……驚おどろいたわね）

　本物だった。

「お会いできて光栄です、ヴァリオ・サフィナ公……いえ、元公こう爵しやくでしたね」

「構わん」

　噂うわさに違たがわずと言うべきか。身分を無くしたというのに、グランマーセナルの第一皇女に向かってこの態度。相当に我が強いと見える。

「私に会いに来たということですが、一体どのような用件で」

「ある人物から書簡を預かってきた。私の手から渡わたすようにと」

　彼の懐ふところから取り出された封ふう書しよ。

　控ひかえていたメイドが受け取り、裏表を確かく認にんし、探査魔ま法ほうをかける。安全を確認した上で、シャルロッテの元までそれを持ってくる。

「大おお袈げ裟さだな」

「私もそう思いますが、立場上」

　微笑ほほえみ、シャルロッテは封書の裏、差し出した人物の署名を見て瞬まばたき一つ。

「……マヒロ王子……？」

「信じられんかも知れんが、本人から預かったものだ。親書だと言っていたが」

　親書？

　南北で睨にらみ合う敵方の王子が、敵方の皇女に親書？

（……何かしらね）

　少し楽しくなってきた。

　ヴェロニカについてのことだろうか。それとも紋章についてのことだろうか。まかり間ま違ちがって停戦の申し出など記されていた日には、自分は返信にどれだけ意地悪に言い返してやろうか。

　手つきも軽く引き出しから取り出したペーパーナイフで、シャルロッテはサクサクと封を切る。弾はずむ気持ちで、中に収められた便せんを開く。

　そして。

「……うふ」

　笑った。

「ふふっ……うふふふふっ……」

　これにはさすがに吹ふいた。

「……シャルロッテ様？」

「いかがなされました、シャル様……？」

　不思議に思ったメイドたちが聞いてくる。

　それはそうだ。常つね日ひ頃ごろ、微笑みを絶やさぬようにはしているが、歯を見せて笑いはしない。ましてや声を上げて笑うなど、本当に久しぶりのことだった。

　マヒロからの言葉は、至し極ごく簡潔だった。




『この者、金きん融ゆう財政の鬼き神しんなり。

　汝なんじが器量を以もつて重用されたい。




　　マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト』




「ふっふ……あは、あははははははっ……。そう、そういうこと。なんて……」

　なんて剛ごう胆たん？　なんて大おお馬ば鹿か？　なんて……なんだろう、もう、どうでもいい。

　ひょっとして、知っていたのだろうか？　いや、ルディによれば大オオ八ヤ洲シマ攻ぜめの動向まで読んでいたというのだ。ひょっとしたら、自分がこのヴァリオ・サフィナを欲ほつしていたことまで見み抜ぬいたのか？

　しかし見当がつかない。なんのために？　連合の他のいかなる国でもなく、なぜこの帝てい国こくに？　敵に塩を送るどころの話ではない。見解は同じだ。彼こそまさに、財務の鬼神と呼ぶに相応ふさわしい。南部統一によって一気に肥大化した領土、遅おくれていた財政システムの整備が一気に促そく進しんされるはずだ。

「よろしい、大いに結構。ヴァリオ・サフィナ公。あなたを重用します」

「……なん、だと……？」

「他に行く当てもないから、こんなお遣つかいの真ま似ね事ごとを買って出たのでしょう？　我が国は人魔を問わず、能力ある者を評価します。帝国第一皇女シャルロッテ・アルセイン・マジスティアの名において、貴君に帝国領内における公爵の地位と、特級財務官かん僚りようの役職を与あたえます」

　さあ蛇へびめ、何を間違った？　これは将の一人、精せい鋭えいの一軍をくれるとはわけが違うぞ？　そのことがわからない？　それとも単に、行き場を無くした彼が不ふ憫びんだった？　彼は敵に鬼神を与え、己おのれに何を残した？　こちらに恩でも売ったつもりか？

　まあいい。

　まあ、いい。結構だ。

（大いに結構……！）

　ただ、攻せめ、刃は向むかうは滅ほろぼすだけだったはずのこの戦いくさ、なんと楽しくなってきたことか。軍は動かず、此方こなたと彼方かなたであなたは私と戦っている。




　さあ、早く見つかれ、次の紋もん章しよう。そうして次も邪じや魔ましよう。そうして私はまた楽しもう。

　蛇よ、蛇、蛇。

　踊おどれ、蛇。

　所しよ詮せんは獅し子しを、楽しませるしかないほどに。







　あとがき




　早春に行われた拙せつ著ちよＷシリーズキャンペーン。賞品発送も終わったようで、ご当選された皆みな様さま、おめでとうございます。林トモアキとしてのああいうプレゼント企き画かくは初めてだったのですが……。




担当Ｗ「……って企画をやろうと思うんですよ、師し匠しよう」

伝説Ｘ「おお、いいじゃん。やれやれ。で、何枚くらい用意するの？　サイン」

担当Ｗ「五枚」

　ばきぃっ!!

担当Ｗ「あうっぐ!?」

伝説Ｘ「どんだけプレミアだよ!?　お前そんな狭せまき門に誰だれが応おう募ぼするんだよ!?」

担当Ｗ「す、すみません師匠！　でも林さんが……!!」




　文学賞受賞だとかハリポタ作者だとかアニメ化作品とかいうならその価値もわかりますが役所に提出する書類に書くのと同じ筆ひつ跡せきで書くしかない貧ひん相そうなサインをもらって誰が幸せになれるというんですか。少なくとも素すで字の下手さを世間様に露ろ呈ていすることを強しいられる私は不幸でありなんでいい歳としして書き方の時間に習字道具忘れた小学生みたいに自分の名前せっせと繰くり返し書かなきゃならねーんだよ編集部にサインした特製ポップ送り返すのめんどくせぇ。

　他ほかに売れてる作品いっぱいあるんだからそっちでやればいいじゃんヨ！




担当Ｗ「って言いそうで！（聞いたわけではないが後のちに本当に言われる）」

伝説Ｘ「ああ、言いそう。電話をめんどくさがるくらいだし（居い留る守す使われた経験が十数回）」

担当Ｗ（林トモアキ！　あなたはなぜそこまでサインしたがらないのかッ……!!）




　そうやってあなたのもがき苦しむ様を見るのが楽しいからですよ。

　図書カードはともかくサイン入りのほうが当たった方、申し訳ねっす。芸能人じゃないので、サインと言われてもあれが限界です。結局は「読者さんはもらえば嬉うれしいもんですよ」「はあ、そうですか」と押おし切られてしまったんですけど……当たった方々、いかがなものでしょう。あんな字でもご好評いただけたようなら、次の機会にはもっといっぱい書いてみようと思います（機会がないことを願いますが）。

　そんなこんなで、私のサイン嫌ぎらいが編集部内で話題になったのだそうです。




伝説Ｘ「そうか！　きっとサインだけだと寂さびしいんだ！　手形もつけさせよう！」

担当Ｗ「お相撲すもうさんみたいに！　さっすが師匠、ライトノベル業界初の快かい挙きよですよ！」

編集部「「「あはははははははははは……！」」」




　私が編集部を敵視している理由が、なんとなくおわかりいただけたかと思います。




　今回のあとがきは三ページしかないので、いきなり最後になりますが……あのですね、二巻読者アンケートの大半に、「自由の騎き士しサイコー」とか書いてあるんですよ。

　それでいいのですか？　そんなにゼンラーがお好きですか？　さすが我が読者様！　と思っていいんでしょうか？　いいんですね？　そんなことばっかり言ってると、そのうちまた帰ってきますよ。

　そう、ヤツが。

　恐おそらくは、次巻あたりに。




　　二〇〇八年八月


林トモアキ　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ともぞ

カバー・口絵・本文デザイン／タケウチユタカ＋ｆｏｃｏ

地図製作／廣重雅也（クレスピ）
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